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文教福祉委員会会議録 

 

令和６年１０月２２日 火曜日 

  午前１０時００分開議 

  午後 ４時２０分閉議（実時間２９１分） 

                              

○本日の会議に付した案件 

１．議案第１２１号・令和５年度八代市一般会

計歳入歳出決算（関係分） 

１．議案第１２２号・令和５年度八代市国民健

康保険特別会計歳入歳出決算 

１．議案第１２３号・令和５年度八代市後期高

齢者医療特別会計歳入歳出決算 

１．議案第１２４号・令和５年度八代市介護保

険特別会計歳入歳出決算 

１．議案第１２８号・令和５年度八代市診療所

特別会計歳入歳出決算 

１．所管事務調査 

 ・教育に関する諸問題の調査 

 ・保健・福祉に関する諸問題の調査 

（（仮称）新南部学校給食センター施設整備

について） 

                              

○本日の会議に出席した者 

委 員 長  成 松 由紀夫 君 

副委員長  北 園 武 広 君 

委  員  大 倉 裕 一 君 

委  員  橋 本 徳一郎 君 

委  員  橋 本 隆 一 君 

委  員  堀 口   晃 君 

委  員  増 田 一 喜 君 

 

※欠席委員         君 

                              

○委員外議員出席者中発言の許可を得た者 

               君 

                              

○説明員等委員（議）員外出席者 

 監査委員       江 﨑 眞 通 君 

 会計管理者兼会計課長 丸 山 尊 司 君 

 教育部長       田 中 智 樹 君 

  教育部次長     下 津 恵 美 君 
 
  生涯学習課長 
            泉   宜 孝 君 
  （公民館館長兼務） 
 
 
  生涯学習課長補佐兼 
            米 村   忍 君 
  社会教育係長 
 

  教育政策課長    松 本   豊 君 
 
  教育政策課主幹兼 
            中 松 大 輔 君 
  学校給食係長 
 

  学校教育課長    加 賀 真 一 君 

  学校教育課長補佐  黒 木 崇 博 君 

  教育サポートセンター所長 髙 嶋 宏 幸 君 
 
 健康福祉部長 
            福 本 桂 三 君 
 （福祉事務所長兼務） 
 
 
  健康福祉部次長 
            䭜 田 美 樹 君 
  （ 福 祉 事 務 所 次 長 兼 務 ） 
 
 
  健康福祉部次長 
            吉 田   浩 君 
  （ 福 祉 事 務 所 次 長 兼 務 ） 
 

  理事兼健康福祉政策課長 石 本   淳 君 
 
  健康推進課長 
            坂 井 健 治 君 
  （ こ ど も 家 庭 セ ン タ ー 副 セ ン タ ー 長 兼 務） 
 

  国保ねんきん課長  髙 﨑 博 文 君 

  国 保 ね ん き ん 課 長 補 佐 時 枝 秀一郎 君 
 
  国保ねんきん課主幹 
            北 田   剛 君 
  兼 後 期 高 齢 者 医 療 係 長 
 

  介護保険課長    草 西 亮 介 君 
 
  高齢者支援課長 
            久 保 祝 子 君 
  （ 成 年 後 見 支 援 セ ン タ ー 所 長 兼 務 ） 

                              

○記録担当書記     村 上 政 資 君 

 

（午前１０時００分 開会） 

○委員長（成松由紀夫君） それでは、定刻と

なり定足数に達しましたので、ただいまから文

教福祉委員会を開会いたします。 

 本日は、本委員会に付託されました決算議案

につきまして、閉会中審査を行うことといたし

ます。その後、執行部より所管事務調査に関連

して発言の申出があっておりますので、このこ
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とについて調査いたします。 

 それでは、審査に入ります前に、決算審査の

進め方について御説明いたします。 

 まず、審査の方法についてでありますが、１

０月１１日の本委員会でも報告いたしましたが、

まず、一般会計決算の歳出及び各特別会計決算

の歳出の審査については、令和５年度における

主要な施策の成果に関する調書に基づいて、ま

た、各特別会計の歳入の審査については、令和

５年度八代市特別会計歳入歳出決算書に基づい

て説明を聴取し、監査委員からの審査意見書も

含めたところで質疑を行うことといたしており

ます。 

 また、審査の流れといたしましては、それぞ

れの決算ごとに質疑、討論、採決を行う予定と

しております。 

 そのほかの審査方法については、タブレット

端末に格納しております資料に基づいて進めさ

せていただきますので、よろしくお願いいたし

ます。 

 次に、審査日程についてでありますが、事前

に配付いたしております日程表のとおり、審査

の進行によっては、予定している審査項目を１

０月２９日火曜日の予備日に繰り越すことも考

えられます。 

 以上、本委員会の審査がスムーズに進みます

よう、委員の皆様方の御協力をよろしくお願い

いたします。 

                              

◎議案第１２１号・令和５年度八代市一般会計

歳入歳出決算（関係分） 

 それでは、本委員会に付託されております決

算議案５件の審査に入ります。 

 まず、議案第１２１号・令和５年度八代市一

般会計歳入歳出決算中、当委員会関係分を議題

とし、説明を求めます。 

 それでは、歳出の第９款・教育費及び第１０

款・災害復旧費中、教育部関係分について、説

明を願います。 

○教育部長（田中智樹君） 皆様、おはようご

ざいます。（｢おはようございます」と呼ぶ者

あり）教育部の田中でございます。本日はよろ

しくお願いいたします。 

 それでは、議案第１２１号・令和５年度八代

市一般会計歳入歳出予算決算の審査をお願いす

るに当たりまして、私から教育部所管事業につ

いて総括をさせていただきます。座って説明さ

せていただきます。 

○委員長（成松由紀夫君） どうぞ。 

○教育部長（田中智樹君） 初めに、令和５年

度の歳出決算の状況ですが、款９・教育費及び

款１０・災害復旧費などにおける当部の所管事

業分としましては、予算現額４１億３５６１万

１１８０円に対しまして、支出済額は３８億６

７８万４７４３円であり、令和６年度への繰越

額１億２５３２万７６０６円を差し引いた令和

５年度の執行率は９４.９％となっております。 

 令和５年度も前年度に引き続き、坂本町の復

旧・復興及び新型コロナウイルス感染症対策に

取り組むとともに、物価高騰対策についても継

続して実施してまいりました。 

 また、令和４年度からの第３期八代市教育振

興基本計画に掲げております基本目標の実現に

向けて、各種事業に取り組んだところでござい

ます。 

 まず、坂本町の復旧・復興といたしましては、

被災した八竜小及び坂本中の児童生徒に対し、

市内からも通学ができるよう配慮したルートで

の朝夕及び部活動後のスクールバス運行などに

取り組みました。今後も児童生徒や保護者、地

域の思いに寄り添った支援を継続してまいりた

いと考えております。 

 次に、新型コロナウイルス感染症対策といた

しましては、引き続き八代支援学校のスクール

バス増便運行を行い、学びの保障に向けた環境

整備に取り組みました。 
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 次に、原油価格・物価高騰対策といたしまし

ては、子育て世代の負担軽減を図るため、令和

４年度に引き続き、学校給食費について、児童

生徒１人当たり年間６０００円の支援を行いま

した。 

 続きまして、第２次八代市総合計画第２期基

本計画において、重点戦略に位置づけられまし

た３つの施策について御説明いたします。 

 まず、１点目のＩＣＴ教育日本一を目指し、

学校情報化優良校認定率１００％を達成では、

八代市ＥｄＴｅｃｈ推進計画に沿って、授業や

家庭学習でのタブレットパソコンの利活用をさ

らに進めるため、ＩＣＴ授業サポーターによる

教職員への操作指導、ＩＣＴ活用授業の提案な

ど、年間を通した支援や、スタディサプリなど

の学習支援ツールを用いた家庭学習の支援、さ

らにはＩＣＴ教育支援アドバイザーによる教職

員、生徒、保護者へ向けた教育講演会などを実

施いたしました。 

 また、情報機器などのインフラ整備、機器保

守、更新を計画的に進め、ＩＣＴ環境の適切な

管理・運用を行っております。 

 重点戦略の目標としている学校情報化優良校

の認定についても、１年前倒しの令和５年２月

に１００％を達成し、八代市全体としても学校

情報化先進地域の認定を受けることができてお

ります。認定には有効期限がありますことから、

今後も継続した取組を実践し、認定の延長とＩ

ＣＴ機器の効果的な活用による学力向上をさら

に推進してまいります。 

 次に、２点目の学校トイレ洋式化の推進など、

安全・安心で快適な教育環境の整備については、

生活スタイルの変化や避難所としての環境整備

を考慮し、学校トイレの洋式化に取り組んでお

ります。 

 令和５年度は事業を加速化するため、給排水

及び内装の改修を含めた全面改修工事に加え、

主に便器の洋便器化のみを行う部分改修工事も

実施し、各施設の状況に合わせた改修を行って

まいりました。令和６年度以降もさらに推進し

てまいりまして、令和７年度末における学校ト

イレの洋式化率、実質１００％を目指したいと

考えております。 

 ３点目の人生１００年時代に向けたリカレン

ト教育の支援としましては、市民が主体的に学

び、スキルアップや仕事上でのキャリア形成や

今後の人生を豊かなものにするために行う――

いわゆる学び直しについて、八代市民大学講座

を中心に、本市が推進しますデジタル社会への

実現に向け、ビジネスにも使えるウェブデザイ

ンツールの使い方講座や、スマートフォンなど

のデジタル端末の利活用支援を行う講座などを

実施いたしました。いずれもニーズは高いと感

じており、内容の検討を行いながら、今後も継

続していきたいと考えております。 

 教育委員会では、これらの重点戦略を含めて、

第３期八代市教育振興計画に掲げております基

本目標の実現を目指しますとともに、教育を取

り巻く情勢の変化にも迅速かつ丁寧に対応しな

がら、八代の子供たちの明るい未来の実現に向

けて取り組んでまいりたいと考えております。 

 引き続き、御指導、御鞭撻のほど、よろしく

お願いいたします。 

 以上、令和５年度決算における教育部所管分

の総括とし、この後、下津教育部次長が主要事

業を説明いたしますので、御審議のほど、よろ

しくお願いいたします。 

○教育部次長（下津恵美君） 皆様おはようご

ざいます。（｢おはようございます」と呼ぶ者

あり）教育部次長の下津でございます。 

 令和５年度教育部関係の歳出決算について説

明いたします。申し訳ございませんが、着座に

て説明させていただきます。 

○委員長（成松由紀夫君） どうぞ。 

○教育部次長（下津恵美君） 決算額等につい

ては、ただいま部長総括で説明がございました
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ので、私のほうからは、主要な施策の成果に関

する調書の中から、教育部が所管しております

主要な事業について説明をいたします。 

 それでは、調書の１４７ページをお開きくだ

さい。 

 下段のＩＣＴ授業サポート事業です。 

 この事業は、ＩＣＴ授業サポーターが学校を

巡回し、教職員へのＩＣＴ機器の操作研修や授

業中の操作補助、また、授業における児童生徒

への指導・支援等を行うことにより、学校での

ＩＣＴ活用を推進していくものです。 

 決算額は４３０７万８０００円で、主なもの

は、ＩＣＴ授業サポーター１０名によるＩＣＴ

授業サポート委託料及びＩＣＴ学習支援ツール

の使用料でございます。４０校を計画的に巡回

し、校務支援・授業支援、ＩＣＴ機器支援・障

害対応、行事支援等を行っており、令和５年度

の年間総支援件数は１万２２６３件でございま

した。 

 その他特定財源は、ふるさと八代元気づくり

応援基金繰入金２３０６万円でございます。 

 今後の方向性は、現行どおりとし、引き続き

児童生徒及び教職員へのサポートを行ってまい

ります。 

 次に、１４８ページ上段の学校通学関係事業

です。 

 この事業は、遠距離等により通学が困難な児

童生徒に対し、スクールバスの運行や通学に要

する経費の補助を行うことにより、安全・安心

な通学環境を確保するものでございます。 

 令和５年度のスクールバスを運行した学校は、

小学校８校、中学校２校、特別支援学校１校の

計１１校でございます。特別支援学校では、通

常便５台に加え、新型コロナウイルス感染症対

策として令和３年３月から臨時的に２台増便し

て運行を行ってまいりましたが、この臨時便は

令和５年度末で終了しており、令和６年度から

は、児童生徒数の増加を踏まえ、１台増便した

通常便６台で運行しております。 

 また、泉小中学校のスクールバス１台の買換

えを行っております。 

 決算額は９８８９万２０００円で、主なもの

は、運行業務委託料、運転手分の給料、保険料

及びスクールバス購入費でございます。 

 特定財源は国庫支出金で、へき地児童生徒援

助費等補助金３７５万円、学校保健特別対策事

業費補助金５１０万円でございます。地方債６

１０万円は泉小中学校スクールバス購入に充て

る過疎債でございます。 

 また、令和４年度からの繰越額３５７万１０

００円は、スクールバスでの子供置き去り防止

のための安全装置設置にかかる費用でございま

して、令和６年１月までに全てのスクールバス

に設置を完了しております。 

 不用額６９３万円は、東陽小学校のスクール

バスを当初２台で運行予定としておりましたが、

対象児童の校区外への転居により１台に減便し

たことによる委託料の減額が主な理由でござい

ます。 

 今後の方向性は、現行どおりとし、スクール

バスの安全な運行に努めるとともに、状況の変

化に対応した運営を念頭に置き、必要な通学手

段の確保を行ってまいります。 

 次に、１４８ページ下段の学校等施設整備事

業です。 

 この事業は、小・中・特別支援学校及び幼稚

園の施設について、安全・安心で快適な教育環

境を提供するため、緊急対応が必要な修繕や機

能維持及び向上のための施設整備を行うもので

す。 

 決算額は２億４３８１万２０００円で、小学

校分として６７８０万６０００円、中学校分と

して４１９８万２０００円、特別支援学校分と

して５２７０万円、幼稚園分として６２０万７

０００円となっております。 

 主なものは、文政小学校下水道接続工事、八
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代支援学校陶芸教室棟改築工事のほか、調書に

記載のとおりでございます。 

 また、令和４年度からの繰越額７５１１万７

０００円は、八千把小学校の３５人学級改修工

事及び日奈久中学校の耐震性受水槽新設工事分

で、令和５年１２月で完了しております。 

 また、特定財源は、国庫支出金、地方債、そ

の他特定財源として、日本中央競馬会事業所周

辺環境整備寄附金１０３万１０００円などを活

用しております。 

 不用額７８１万３０００円は、設計内容の見

直しや入札残によるものが主な理由でございま

す。 

 今後の方向性としては、現行どおりとしてお

ります。 

 学校施設は、その７０％以上が築３０年以上

を経過し、著しく老朽化が進んでおり、大規模

な改修等の必要な建物や設備が増加してきてお

ります。災害時には避難所として、多くの方々

が避難されることも考慮して、誰もが利用しや

すい学校施設とするためのバリアフリー化、省

エネ対策としての照明器具のＬＥＤ化など、社

会的要請に応える施設整備についても計画的に

進めてまいります。 

 次に、１４９ページ下段の学校支援職員配置

事業です。 

 この事業は、学校現場の現状として、教職員

だけでは人的な不足がありますことから、児童

生徒の支援や学校図書館運営等に関し、各種支

援員を配置し、きめ細かな教育の推進を行うも

のです。 

 令和５年度の支援職員の配置状況は、特別支

援教育支援員が７１人、学校図書館支援員が２

５人、生徒指導支援員７人、看護師５人、幼稚

園保育支援員７人など、合計１２６人でござい

ました。 

 決算額は１億３７８０万円で、主なものは、

支援員への報酬、期末手当、社会・雇用保険料

などでございます。 

 特定財源として、国庫支出金を活用しており

ます。 

 不用額１０５０万２０００円は、主に年度途

中で退職された方の後任を任用するまでに期間

が空き、その分の報酬や期末手当の支給がなか

ったことによるものでございます。 

 今後の方向性は現行どおりとし、今後も学校

の実態を把握した上で、継続して支援員を配置

していきたいと考えております。 

 次に、１５２ページ、上段のＩＣＴ教育推進

事業です。 

 この事業は、国が進めるＧＩＧＡスクール構

想に基づき、児童生徒１人１台のタブレット端

末整備や校内ネットワークの整備等を行い、Ｉ

ＣＴ教育環境の充実を図っていくものでござい

ます。 

 決算額は１億７６３３万２０００円で、主な

ものは、タブレット端末等の情報機器等保守点

検委託、システム使用料、幼稚園Ｗｉ－Ｆｉア

クセスポイント設置工事請負費、大型提示装置

購入費等でございます。 

 特定財源は県支出金１８３万９０００円で、

その他特定財源として、ふるさと八代元気づく

り応援基金繰入金７０５７万８０００円でござ

います。 

 不用額４７８万２０００円の主なものは、幼

稚園Ｗｉ－Ｆｉアクセスポイント設置工事につ

いて、設計の精査・見直しによる入札残でござ

います。 

 今後の方向性は現行どおりとし、様々な財源

を活用しながら、効果的なＩＣＴ環境の整備を

計画的に行ってまいります。 

 次に、１５２ページ下段の学校施設トイレ改

修事業です。 

 この事業は、家庭や公共施設におけるトイレ

の洋式化が進む中、本市の学校の洋便器率は、

令和２年度時点で４１％と進んでいない状況に
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あったことから、トイレの洋式化や給排水管類

及び内装の改修を計画的に進め、学校生活にお

ける生活面、健康面、衛生面について、教育環

境の改善を図るものです。 

 小中学校合わせました決算額は２億７５９万

４０００円で、小学校分として５２８８万３０

００円、中学校分として１億１９４万４０００

円となっております。その主なものは、第三中

学校のトイレ改修工事８３６２万４０００円、

松高小学校ほか６校のトイレ改修工事の設計業

務委託３２８９万９０００円などです。 

 また、令和４年度からの繰越分５２７６万７

０００円は八千把小学校のトイレ改修工事分で、

令和５年１０月に完了しております。 

 特定財源として、国庫支出金３５９９万１０

００円、地方債１億５１６０万円を活用してお

ります。 

 不用額１８８７万２０００円は、設計内容の

見直しや入札残によるものが主な理由でござい

ます。 

 今後の方向性としては、規模拡充としており

ます。 

 なお、洋便器率につきましては、文部科学省

から、トイレの洋式化の状況についてというこ

とで令和５年９月時点の状況が公表され、公立

小中学校のトイレの洋便器率は、全国平均が６

８.３％、熊本県が６１.２％に対し、本市は令

和５年度末で５６.１％となっております。令

和２年度から３年間で１５.１％アップしてお

りますものの、国・県と比較するとまだまだ低

い状況にございます。 

 各家庭における洋式トイレの普及状況やバリ

アフリー化、防災機能強化などの観点から、ト

イレの洋式化は最優先事項と考えており、令和

７年度末の洋便器率を当初計画の６６.９％を

上回る９０％、実質、児童生徒が日常的に使用

するトイレの改修率としては１００％を目指し、

計画的に取組を進め、教育環境の改善に努めて

まいります。 

 次に、１５３ページ上段の不登校児童生徒の

適応指導事業でございます。 

 この事業は、教育支援センターくま川教室を

開設し、不登校状態にある児童生徒に対し、教

職経験豊かな指導員による学習指導や個別及び

集団での活動を通して社会的自立を支援するも

のです。 

 令和５年度は３５人の児童生徒が利用申込み

を行っており、学習活動、体育活動、各種行事

等を通して、一人一人のニーズに応じた支援を

行ってまいりました。 

 決算額は１１７２万１０００円で、その主な

ものは指導員１０人分の報酬でございます。 

 特定財源として、国庫支出金１０万１０００

円、カレンダー作成、教材購入費用として、八

代市学校・子ども教育応援基金６万４０００円

を活用しております。 

 今後の方向性については、現行どおりとし、

くま川教室に通ってくる児童生徒とそれぞれの

在籍校との連携・調整が不可欠であることから、

引き続き教育サポートセンターにおいて運営を

継続することとしています。また、令和６年度

より小学生の受入れも行っていく中で、くま川

教室指導員については、学習、生徒指導、相談

等、多岐にわたる指導技能が求められることか

ら、豊かな教職経験を持つ退職教員を任用し、

児童生徒に寄り添った支援を継続してまいりま

す。 

 次に、１５３ページ下段、中学校部活動整備

事業です。 

 この事業は、学校の働き方改革を踏まえた部

活動改革を実施するものであり、具体的には、

まずは休日の部活動について、学校部活動から

地域クラブ活動への移行を進めることを目的と

する事業でございます。 

 令和５年度は、八代市中学校部活動改革検討

委員会を２回開催しており、国のガイドライン
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や熊本県の推進計画等について、学校や関係機

関と情報を共有し、本市における地域移行に関

する課題を洗い出すなど、今後の方向性につい

て確認してまいりました。 

 また、令和５年度から文化部活動――これは

吹奏楽部になりますが、設置されております鏡

中学校に部活動指導員を１名配置しております。 

 決算額は１２万４０００円で、主なものは、

部活動指導員報酬、中学校部活動改革検討委員

会委員報償費などでございます。 

 特定財源は県支出金３万円となっております。 

 今後の方向性は規模拡充とし、部活動指導員

の増員や部活動改革の推進を図るためのコーデ

ィネーターを配置し、学校の働き方改革を踏ま

えた部活動改革を推進するとともに、引き続き

検討委員会を開催し、拠点校部活動及び合同部

活動を運営できる体制づくりを進めるなど、生

徒にとって望ましい部活動の実現と将来にわた

ってスポーツ・文化芸術活動に継続して親しむ

ことができる体制を構築してまいります。 

 次に、１５４ページ上段の幼児教育推進事業

です。 

 この事業は、熊本県が委託する幼児教育推進

体制を活用した地域の幼児教育の質向上強化事

業に係る研究推進地域に本市が指定され、令和

５年度から、幼稚園、保育所、認定こども園と

小学校が連携し、幼児期の終わりから小学校入

学時へのかけ橋期における一体的な幼児教育推

進体制を整備するものでございます。 

 令和５年度は、市内の公立・私立の幼稚園、

保育所、認定こども園に対し、小学校との連携

体制の実態把握や合同研修会の実施、また、県

の幼児教育アドバイザーを活用した情報共有や

意見交換などを行っております。 

 決算額は３９万１０００円で、主なものは、

幼児教育アドバイザーへの報償費、費用弁償な

どでございます。 

 特定財源は、県支出金３９万１０００円でご

ざいます。 

 今後の方向性は、現行どおりとし、本市の幼

児教育施設の一体的な推進体制及び連携体制を

確立し、園内研修等を活用した幼児教育の質の

向上を図り、かけ橋期のカリキュラム作成、実

施、検証等を行ってまいります。 

 次に、１５５ページ下段、（仮称）新南部学

校給食センター施設整備事業です。 

 この事業は、令和４年度に策定した八代市学

校給食施設基本計画に基づき、令和９年度に供

用開始を予定する（仮称）新南部学校給食セン

ターの整備を行うものです。 

 令和５年度は、設計と建設工事を一括発注す

る、いわゆるＤＢ事業の公募・事業者選定のた

め、アドバイザリー業務委託業者を選定し、公

募条件等の整理を行うとともに、建設用地につ

いては、令和６年３月定例会において用地取得

に関する議会承認をいただいたところでござい

ます。 

 決算額は１４２６万７０００円で、主なもの

は、ＤＢ事業者の公募・選定関連として、アド

バイザリー業務委託として８００万円、用地取

得関連として、用地測量業務委託５００万３０

００円などでございます。 

 特定財源である地方債４８０万円は合併特例

債を活用しており、翌年度への繰越額１億２５

３２万８０００円は、新センター用地の取得費

及び補償費でございまして、令和６年４月には

法務局による所有権移転登記を完了し、その後、

各地権者へ用地取得等の支払いを行ったところ

でございます。 

 今後の方向性としては、現行どおりとし、市

内の給食調理場の多くで老朽化が進んでいるこ

とから、令和９年度２学期の供用開始に向け、

今後も用地造成工事やＤＢ事業者の選定、設

計・建設工事などを遅延なく進めてまいります。 

 次に、１５６ページ上段の学校給食費負担軽

減事業（重点交付金）です。 
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 この事業は、令和４年度から国の交付金を活

用して実施しており、食料品価格等の物価上昇

に直面する子育て世帯の生活支援を目的に、市

立幼稚園、小学校、中学校、特別支援学校に在

籍する園児、児童生徒約７６００人分の給食費

を１人当たり年間最大６０００円減額したもの

です。 

 決算額は４５６０万５０００円で、特定財源

は国庫支出金で、新型コロナウイルス感染症対

応地方創生臨時交付金４５６０万５０００円で

ございます。 

 今後の方向性は、完了としております。 

 事業完了の理由につきましては、令和５年度

末をもって財源となる交付金が終了したことに

よるものでございますが、現在も物価高騰が続

いているため、国の動向を見極めながら、給食

費の保護者負担の軽減策を検討していくことと

しております。 

 次に、１５７ページ上段、学校・家庭・地域

の連携協力推進事業です。 

 この事業は、地域の人材を活用し、地域全体

で未来を担う子供たちの学びや成長を支える事

業でございまして、授業補助、登下校見守り、

学校菜園活動などの様々な学校協力活動、また、

小学校の余裕教室を活用し、安全・安心な居場

所を設ける放課後子ども教室及び中学校におい

て学力や地域の教育力向上を図る地域未来塾を

実施しております。 

 令和５年度は、地域コーディネーターを中心

に、学校のニーズに対応した様々な教育活動を

継続しつつ、より一層発展させるために、各学

校との情報共有や連携を図りながら協働活動を

進めてまいりました。 

 決算額は５６４万８０００円で、主なものは、

地域コーディネーターや学習支援員への報償費

でございまして、特定財源として、県支出金３

５２万７０００円を活用しています。 

 不用額１３４万７０００円は、計画していた

活動が、依然コロナを警戒し、予定どおり実施

できなかったり、無償ボランティアを活用する

学校もあり、地域コーディネーター等に支払う

報償費の執行残が主なものでございます。 

 今後の方向性は、現行どおりとし、学校や地

域に対する事業の周知・啓発、情報提供を行い

ながら、地域コーディネーターと学校担当者と

の意見交換や退職校長会との連携強化や情報共

有を図ってまいります。また、不登校、別室登

校の児童生徒についても、関係者等の協力を得

ながら支援してまいります。 

 次に、１５８ページ下段の生涯学習推進事業

です。 

 この事業は、生涯学習社会の実現を目指し、

多様化する市民の学習ニーズに応えるための各

種講座開設のほか、時代の変化に応じたスキル

が学べるリカレント教育やデジタル社会実現に

向けた生涯学習活動の推進、また、家庭の教育

力向上のための家庭教育学級の推進、市民の学

びを深める機会を提供するまなびフェスタの開

催などを行うものです。 

 令和５年度は、市民大学を中心に講座を３６

講座開催し、１２月開催のまなびフェスタでは、

講演会や市内高校生による体験活動、自主講座

クラブの展示などを行い、また、家庭教育学級

では、研修会や学習会を通し、生涯学習の推進

や家庭の教育力向上に努めました。 

 決算額は２０５万３０００円で、主なものは

各種講座の講師謝礼でございます。 

 特定財源として、国庫支出金４６万１０００

円と公民館講座受講料６６万９０００円を活用

しております。 

 不用額６８万５０００円の主なものとしては、

まなびフェスタ講演会の講師料の残額でござい

ます。 

 今後の方向性は、現行どおりとし、重点戦略

における人生１００年時代に向けたリカレント

教育の支援と誰一人取り残さないデジタル化の
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推進の取組と連携した事業とするため、それら

に関連する講座の開催を継続してまいります。 

 次に、１５９ページ下段の公民館施設整備事

業です。 

 この事業は、八代市公民館において、市民の

社会教育の場として、安全で快適な空間を確保

し、実生活に即する教育、学術及び文化に関す

る各種事業活動を遂行できるよう施設整備を行

うものでございます。 

 決算額は６４７８万７０００円で、ホール客

席及びホワイエへのセーフティネットの設置並

びに照明器具のＬＥＤ化を行いました。 

 特定財源として、国庫支出金５２万８０００

円及び八代市教育文化センター建設基金繰入金

６４２５万９０００円を活用しています。 

 今後の方向性としては、現行どおりとし、施

設の老朽化や利用者の安全性、利便性に対応し

た快適な社会教育施設として、適切な維持管理

を行ってまいります。 

 次に、１６２ページ上段の図書館管理運営事

業です。 

 この事業は、地域の情報センターとして、市

民の読書活動や調査研究活動などを支援し、教

育・文化の発展に寄与するため、図書館資料を

収集、整理、保存、貸出しを行い、また、読書

活動の推進や学習活動、文化活動の機会を提供

するものです。 

 本市には、市立図書館本館、せんちょう分館、

かがみ分館の３館がありますが、平成２７年度

から一括して指定管理者制度を導入し、サービ

スの充実を図っております。 

 決算額は１億４９７９万１０００円で、主な

ものは、指定管理委託料１億３３８６万１００

０円、移動図書館車の購入経費７３５万６００

０円や図書館システム使用料３７５万５０００

円などでございます。 

 その他特定財源として、自治総合センターコ

ミュニティ助成金７００万円を活用しています。 

 今後の方向性は、現行どおりとし、各種行事、

読書イベントなど、様々な読書活動に取り組む

とともに、施設の老朽化へも適切に対応しなが

ら、市民に親しまれ、市民の生涯学習及び文化

活動に寄与できる図書館として、資料を充実さ

せ、質の高い図書館サービスを行ってまいりま

す。 

 次に、その下段、博物館特別展覧会事業です。 

 この事業は、市民が貴重な歴史資料や優れた

芸術作品に親しむ機会を提供し、八代の歴史や

文化への理解を深め、郷土への愛情を育むため、

年４回、各テーマに沿って特別展覧会を開催し

ているものでございます。 

 決算額は１００３万３０００円で、その主な

ものは、各特別展展示物の運搬料やポスター・

チラシの印刷代、監視員の人件費などでござい

ます。 

 その他特別財源３８４万２０００円は、観覧

料及び図録販売収入でございます。 

 令和５年度は４回の特別展を開催しておりま

す。 

 春季は「日本画の巨匠 堅山南風展」として、

熊本を代表する日本画家堅山南風の名品を、松

井文庫、福岡市美術館、熊本県立美術館ほかか

ら出展しました。 

 夏季は「不思議がいっぱい！なりわいの道具」

と題し、八代の自然風土に育まれた猟具や農具、

民具等の展示を行い、夏休みに親子や家族で楽

しんでいただきました。 

 秋季は八代の歴史と文化シリーズとして、

「未来の森ミュージアム名品選～これが私たち

の宝物～」と題し、開館以来、収集した館蔵品

を初めて体系的に紹介しました。 

 冬季は、コロナ禍によりこれまで２度中止と

なっていた「武将の備え～八代城主松井家の武

器と武具～」を無事開催でき、刀剣ファンのみ

ならず、市内外から多くの来館者に楽しんでい

ただきました。 
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 ４展覧会で１万２８３人の観覧者に入館いた

だき、満足度も平均９４％となっているところ

でございます。 

 今後の方向性は、現行どおりとし、豊かな生

涯学習活動の推進と郷土八代に対する誇りの醸

成、本市の文化向上のため、引き続き魅力ある

展示を企画していきたいと考えております。 

 また、令和６年７月１日から令和８年３月３

１日までの大規模改修に伴う休館中は、他施設

での展覧会の開催やホームページ、ＳＮＳを利

用した館蔵品の紹介など、多様な博物館活動を

行ってまいります。 

 次に、１７７ページ下段の社会教育施設災害

復旧事業です。 

 この事業は、令和５年７月２４日から２５日

未明の落雷により被災した八竜天文台及び宿泊

施設の電気設備の機能回復を早急に行い、運用

の確保を図ったものでございます。 

 令和５年度の決算額は２６９万円で、主なも

のは、天文台及び宿泊施設内のエアコン、天体

望遠鏡の赤道儀基盤、トイレ呼出し表示機など

といった、電気機器内の基盤のショートが原因

となる故障の更新修理を行っております。 

 特定財源として、社会教育施設災害復旧事業

債３０万円を活用しています。 

 今後の方向性としては、完了としております。

被災箇所の速やかな復旧により、天文台利用者

及び宿泊予定者への影響を最小に抑えることが

できたものと考えております。 

 続きまして、ただいまの主要施策の説明のな

かった流用と不用額につきまして、別冊の一般

会計歳入歳出決算書を用いまして、主なものに

ついて説明いたします。 

 まず、流用についてでございます。 

 決算書１８１ページを御覧ください。 

 項２・小学校費、目１・学校管理費の備考欄

になります。 

 右端、備考欄の欄、上から７行目、１４節・

工事請負費より１７節・備品購入費へ流用１９

８万円とありますが、これは代陽小学校職員室

のエアコンが令和５年９月に故障し、緊急に更

新対応が必要となったためでございます。 

 次に、１８７ページを御覧ください。 

 項６・学校給食費、目１・学校給食費の備考

欄になります。 

 右端、備考欄の中ほどになりますが、１７

節・備品購入費より１０節・需用費へ流用１２

４万７０００円とあります。これは燃料費の高

騰により、給食センターで使用する重油代など

が不足したためでございます。 

 続きまして、不用額についてです。不用額に

つきましては、１万円未満は切捨てにて申し上

げます。 

 まず、１７９ページの真ん中から下のほうに

なりますが、項１・教育総務費、目５・学校保

健費、節１７・備品購入費の不用額２３８万円

は、中学校、特別支援学校、幼稚園等に設置し

ているＡＥＤの交換に係る入札残によるもので

ございます。 

 次に、同じ１７９ページの下から３つ目、項

２・小学校費、目１・学校管理費、節１０・需

用費の不用額１８４１万円は、小学校の電気料

金が国の軽減措置により見込んでいた料金より

も安価になったことが主な理由でございます。 

 また、１８１ページの下から３つ目、項３・

中学校費、目１・学校管理費、節１０・需用費

の不用額９６０万円の主な理由につきましても、

先ほど申し上げた小学校同様、国の軽減措置に

より、中学校の電気料金が当初の見込みよりも

安価になったことによるものでございます。 

 次に、１８７ページになります。 

 中ほどの項６・学校給食費、目１・学校給食

費、節１８・負担金補助及び交付金の不用額２

５６６万円は、公益財団法人八代市学校給食会

において、正職員の中途退職があったこと及び

臨時職員の募集を行ったものの応募者が少なか
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ったことなどが主な理由でございます。 

 次に、１８９ページ、項７・社会教育費、目

２・公民館費、節１０・需用費の不用額２６３

万円は、八代市公民館の電気料について、国の

軽減措置に加え、改修工事に伴う休館期間のた

め、施設の電気使用量が抑制されたことが主な

理由でございます。 

 次に、１９１ページの上から９番目、項７・

社会教育費、目５・博物館費、節１０・需用費

の不用額３２１万円は、こちらも博物館の電気

料とガス代について、国の軽減措置により安価

になったことが主な理由でございます。 

 以上で、教育部が所管しております決算につ

いての説明とさせていただきます。御審議どう

ぞよろしくお願いいたします。 

○委員長（成松由紀夫君） それでは、以上の

部分について質疑を行います。質疑ありません

か。ありませんか。 

○委員（橋本隆一君） 細かいことで申し訳な

いんですが、八竜天文台の利用者数ですね。令

和４年、５年が一気に増えたというのと、それ

と令和６年度の見込みというのはどのように見

込んでおられるのか、ちょっとお聞きしたいな

と思います。 

○生涯学習課長（公民館館長兼務）（泉 宜孝

君） 皆さん、おはようございます。（｢おは

ようございます」と呼ぶ者あり）生涯学習課の

泉でございます。 

 八竜天文台の入館者数でございますけれども、

今、私のほうの手元にですね、ちょっと資料が

ございませんので、後ほどよろしいでしょうか。

すみませんが。（委員橋本隆一君「すみません、

ちょっと人数が一気に増えたのが気になったも

んで、ちょっと確認しただけですので、また後

でお願いします」と呼ぶ）後ほど。 

○委員長（成松由紀夫君） 入館者数はないの。

入館者数ぐらい答えないと。 

○委員（橋本隆一君） 利用者数がですね、一

気に３倍ぐらい増えているので、令和４年、５

年、６年。令和６年度が何か特別なことをされ

たのか、そうすることによって、令和６年度の

見込者数がどれくらい見込まれるのかというの

をちょっと聞きたかったんですけども、すみま

せん。 

○委員長（成松由紀夫君） 田中教育部長、答

えられます。 

○教育部長（田中智樹君） 委員お尋ねのほう

のですね、まず、八竜天文台のほうの利用者数

なんですけども、天文台のほうは確かに令和３

年が３７７人、令和４年が１２２８人でですね、

やっぱり一番影響があったのは、やっぱりその

災害の関係だと思います。（委員橋本隆一君

「そうですか」と呼ぶ）道路が通行止めとなっ

ておった関係で、施設の利用者が少なかった。

今でも完全に復旧はしておりませんけども、施

設の利用は一応可能ということで国のほうとも

お話をさせていただいておりますので、その利

用者で一気に増えてきていると思います。（委

員橋本隆一君「そういう意味ですね」と呼ぶ）

はい。宿泊のほうも同じ傾向です。（委員橋本

隆一君「そういう理由ですね。分かりました。

すみません、ありがとうございました」と呼ぶ） 

○委員長（成松由紀夫君） よろしいですか。 

○委員（橋本隆一君） はい、ありがとうござ

いました。 

○委員（大倉裕一君） 同じところでお尋ねな

んですけど、災害復旧の観点からちょっとお尋

ねしたいんですけども。 

 １つは、この落雷での保険という部分での加

入は通常されてないんでしょうか。 

 それと、もう１点、今後の災害に遭わないた

めにということで、避雷針という予防の方法も

考えられると思うんですが、その点について市

のほうでどういう見解をお持ちなのか、その２

点をお聞かせください。 

○生涯学習課長（公民館館長兼務）（泉 宜孝
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君） それでは、委員お尋ねの避雷針の件でご

ざいますけれども、既にですね、八竜天文台の

ほうは避雷針のほうは設置はしております。今

回この落雷の災害に遭った部分につきましては、

違うところの避雷針から地上に降りていって、

そこから電気を拾って故障したというふうに考

えております。 

 来年度のですね、予算のほうでは、この雷に

対する避雷についてですね、どのような対策を

練っていいのかというのを来年度予算計上した

いというふうに考えておるところでございます。 

 あと、保険につきましてはですね、加入して

るかどうかということですけども、こちらのほ

うの保険というのは、すみません、こちらのほ

うもちょっと手元にですね、資料がございませ

んので、また、後ほど担当のほうから説明をさ

せていただきたいと考えております。 

 以上です。 

○委員長（成松由紀夫君） よろしいですか。 

○委員（大倉裕一君） はい。 

○委員（増田一喜君） 簡単な質問ですけど、

３点ほどお聞きしたいんですけれども。 

 １４８ページの遠距離通学費補助金等の交付

ということで、小学校１校、中学校２校として

ありますけれども、ここはどことどこなのかな

ということ。また、小中学校で１校、２校に限

られている。距離的に何キロ以上あったらこの

自転車通学を認めるとかってなってるかと思う

んですよ。この学校だけがそれにかかるのかな

という、１つですね、それが。 

 それからですね、次がですね、１５３ページ

中学校部活動整備事業のところの令和５年度決

算額１２万４０００円。それから、不用額が５

０万１０００円ってなっとんですよね。何でこ

んなに不用額のほうが多いのかなと。全然、予

算が６２万５０００円だけど、不用が５０万１

０００円ということはどういうことなのかなと

いうのが２つ目ですね。 

 それからですね、３つ目がですね、１５７ペ

ージの学校・家庭・地域の連携協力推進事業の

令和５年度決算額５６４万８０００円となって

いましたけども、説明の中では、私の聞き間違

いなんでしょうけれども、七百何ぼって聞こえ

たんですよね。そこのところをちょっと正確に

教えていただきたいなと思います。 

 以上でございます。 

○教育政策課長（松本 豊君） 皆さん、おは

ようございます。（｢おはようございます」と

呼ぶ者あり）教育政策課の松本でございます。 

 委員お尋ねの、まず遠距離通学補助金につき

ましてでございます。 

 小学校１校、中学校２校と、どちらかという

ことなんですが。小学校１校につきましては宮

地小学校、中学校につきましては八中と東陽中

ということになります。 

 どのような方が対象かといいますと、小学校

につきましては４キロ以上、中学校では６キロ

以上ということになっていまして、中学校の通

学用自転車購入費補助につきましては、もう合

併前からですね、その自転車の補助があってた

というところでございます。 

 以前は坂本中のほうもこの自転車通学の補助

を行っていたんですが、豪雨災害を受けまして

ですね、今、スクールバスのほうで送迎を行っ

ていますので、そちらのほうは対象外というこ

とになりました。 

 宮地小につきましてはですね、宮地東小の統

合によりましてですね、当初スクールバスで送

迎してたんですが、そこのほうに乗り合いタク

シーのほうが通行したものですから、そこの定

期券購入補助ということで補助しているところ

でございます。 

 以上、お答えとします。 

○委員長（成松由紀夫君） よろしいですか。

あと、もう一つ、学校教育課。 

 不用額の分ですね。 
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○委員（増田一喜君） うん、決算額の分。不

用額。 

○学校教育課長（加賀真一君） おはようござ

います。学校教育課の加賀でございます。よろ

しくお願いします。 

 今、委員のお尋ねがありました中学校部活動

整備事業で不用額がかなり残ってる部分に関し

ましては、当初３名、部活動指導員を任用する

予定でしたけども、１名しか任用はできません

でした。２名分の予算が残ったため、この分の

額が不用額となったものでございます。 

 以上、お答えといたします。（委員増田一喜

君「分かりました」と呼ぶ） 

○委員長（成松由紀夫君） よろしいですか。 

○委員（増田一喜君） もう１点あったですね。

ちょっと額のところ。 

○教育部次長（下津恵美君） お尋ねのこの調

書の１５７ページの学校・家庭・地域の連携協

力推進事業の決算額でございますが、こちらの

５６４万８０００円で間違いございません。

（委員増田一喜君「私の聞き間違いですね」と

呼ぶ） 

○委員長（成松由紀夫君） よろしいですか。

ほかにございませんか。 

○委員（橋本徳一郎君） まず、中学校部活動

整備事業についてですけども、鏡中のブラスバ

ンド部に指導員が１人入られたということで、

その先に拠点校部活及び合同部活というふうな

ことを予定していると言われています。ただ、

その学校での伝統的な活動だとか、そういった

部分も含めてのものなのか、その後の動きとい

うのがちょっと想像ができなかったものですか

ら、どういうふうに考えられているのかという

のをちょっと教えていただければと思います。 

○学校教育課長（加賀真一君） ただいま委員

からお尋ねありました中学校部活動整備事業で

ございますが、まずは、吹奏楽の部分で１名、

指導員のほうを配置しております。今後、その

拠点校、合同部活となりますが、やはりそれぞ

れの学校、もしくは地域で伝統的な部分、そし

て大事にされた部分もございますので、そうい

うものを含めながら、実際、子供たちが活動し

たり、そして地域に残したい、そういう部分も

勘案しながら残していきたいというふうに考え

ております。 

 以上、お答えといたします。 

○委員長（成松由紀夫君） よろしいですか。

ほかに。 

○委員（大倉裕一君） 同じ、その中学校部活

動整備事業なんですけど、当初予算は１２万７

０００円で申請をしてあったんではないかとい

うふうに思います。その後、補正予算を組まれ

たんじゃなかったかと思うんですが、間違いご

ざいませんか。 

○委員長（成松由紀夫君） 当初予算と補正の

組み方、内容は分かりますか、学校教育課。黒

木補佐、いきます。 

 予算の経緯は補佐が詳しいんじゃない。 

○学校教育課長補佐（黒木崇博君） 失礼しま

す。学校教育課の黒木といいます。 

 今、委員お尋ねの内容は、令和５年度でござ

いますか、令和６年度でございましょうか。 

○委員（大倉裕一君） 令和５年の予算決算で

すので、令和５年で。５年の当初予算は６２万

５０００円で間違いないですかね。 

○委員長（成松由紀夫君） 令和５年の当初予

算がこの金額で間違いない。 

○学校教育課長補佐（黒木崇博君） はい、間

違いない。 

○委員長（成松由紀夫君） 間違いない。 

○委員（大倉裕一君） 私の認識間違いですね。 

○委員長（成松由紀夫君） そうですね。 

○学校教育課長補佐（黒木崇博君） 今年度、

本案については補正を上げさせていただいてお

ります。（委員大倉裕一君「令和５年度はもう

ないんですね」と呼ぶ）そのままでございます。
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（委員大倉裕一君「分かりました」と呼ぶ）よ

ろしいですか。 

○委員長（成松由紀夫君） よろしいですか。 

○委員（橋本徳一郎君） 公民館施設整備事業

で、八代市公民館の天井が耐震化工事されたと

いうことですが。 

○委員長（成松由紀夫君） 何ページ。 

○委員（橋本徳一郎君） １５９ページですね。

これが公民館ということで、鏡文化ホールみた

いな料金を取った、徴収したような文化事業は

できないということを聞いてます。公民館なの

で。そういう鏡文化ホール等の差別化みたいな

形での活用ってどういうふうなことになるのか

なっていうのがですね。実際どのように使われ

るのかというのをちょっと教えていただきたい。 

○生涯学習課長（公民館館長兼務）（泉 宜孝

君） それでは、委員お尋ねの件についてお答

えいたします。 

 今こちらの公民館のホールですけども、その

使われ方ということでございますけれども、要

はですね、利益にならない、――例えば学校で

の定期演奏会だとか、そういった部分について、

必要経費の部分についてはですね、徴収はして

も、利益にならないような、そういった定期演

奏会とか、ピアノの発表会とかですね、そうい

った部分で使用されていることが多くなってお

ります。 

 以上でございます。 

○委員長（成松由紀夫君） よろしいですか。 

 この際、暫時副委員長と交代いたします。 

（正副委員長 交代） 

○副委員長（北園武広君） それでは、暫時委

員長の職務を行います。職務を行いますので、

御協力よろしくお願いします。 

○学校教育課長補佐（黒木崇博君） 失礼しま

す。 

 先ほど、中学校部活動整備事業の中の大倉委

員からのお尋ねの件ですが、委員のとおり、当

初予算で１２万円組んでおりまして、６月補正

のほうで４３万４０００円補正をしております。

最初の当初の予算は、検討委員会等の会議、そ

の予算でした。そして、６月補正において、部

活動指導員の３名の補正を組んでいただいてお

ります。それで、その後、１名の指導員しか配

置ができなかったということでございます。大

変申し訳ありませんでした。 

○副委員長（北園武広君） よろしいですか。 

○委員（大倉裕一君） 正確に訂正をしていた

だいてですね、ありがとうございました。補正

予算でやはり上げたという部分の認識をしっか

りですね、持っていただきたいというふうに思

います。必要性があったからそういった予算を

確保されたんだと思いますので、その点につい

ては今後注意をしていただくようにですね、お

願いをしておきたいと思います。ありがとうご

ざいました。 

○委員（成松由紀夫君） １５６ページ、人権

教育事業についてでございます。これが予算が

１０４５万円、決算が９４３万円ということで、

これはちょっと説明がなかったので、あえて質

問しますが、不用額の１０２万円の内訳。それ

と、この西宮・上日置集会所の管理経費の１６

６万円と、改修工事ですね。空調機等と書いて

ありますが、この５２４万円、この内訳をちょ

っとお知らせください。 

○生涯学習課長（公民館館長兼務）（泉 宜孝

君） 委員お尋ねの西宮・上日置集会所管理経

費の内訳でございますけども、管理の謝礼のほ

うで１９万円、消耗品費で１０万３０００円、

光熱水費で５９万９０００円、修繕料で２３万

７０００円、役務費のほうで８万５０００円、

委託料で１５万８０００円、使用料及び賃借料

で２８万９０００円となりまして、この１６６

万１０００円の内訳となります。 

 また、西宮・上日置集会所の空調機等の改修

工事でございますけども、こちらのほうはです
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ね、２階の集会所の部分のエアコンのほうが故

障したためにですね、急遽、こちらのエアコン

のほうの修理を行ったところでございます。

（委員成松由紀夫君「エアコンで５００万」と

呼ぶ）不用額の１０２万６０００円につきまし

ては、こちらのほうは入札残となっております。 

 以上で、お答えといたします。 

○委員（成松由紀夫君） 入札のほうはいいん

だけど、エアコン代５２４万円かかっているん

ですか。そんないいエアコン。 

○生涯学習課長（公民館館長兼務）（泉 宜孝

君） エアコン代として５２４万７０００円か

かっているということで決算額になっておりま

す。（委員増田一喜君「それは分かるよ、数字

見りゃあ」と呼ぶ） 

○委員（成松由紀夫君） いやいや。エアコン、

５２４万円かかる。答えれる人が答えて。（委

員増田一喜君「そんなにいいエアコンなのと」

と呼ぶ）そんなにいいエアコンなのって聞いて

る話。 

○生涯学習課長補佐兼社会教育係長（米村 忍

君） 委員御質問の空調ですけども、ここの集

会所というのが鉄筋コンクリートの２階建てで

ございまして、２階部分の全部の空調を修繕す

るためにしたものでございます。（委員増田一

喜君「１台なの、２台なの」と呼ぶ）（委員成

松由紀夫君「台数の話ですか。工事の話」と呼

ぶ）工事です。 

○委員（成松由紀夫君） ２階全部のエアコン

を総入替えしたというような形で受け取らない

といけないのかな。台数の問題じゃなくて。そ

の鉄筋コンクリートだからということ。 

○教育部長（田中智樹君） 集会所のですね、

２階はですね、名前のとおり集会施設となって

おりまして、コミュニティセンターで言います

と、いわゆる広いホールになっております、２

階はですね。部屋は全然区切ってなくてですね。

大きいいわゆるこのような空調機が、屋上に室

外機が座っております。その手前の部屋に小さ

い準備室の――６畳程度の小さい部屋がありま

すけども、そちらと一緒――ペアになっている

空調機ですので、相当分の金額がかかっている

ということでございます。 

 なお、前年度に設計のほうも同時にいたして

おりますので、この程度の金額がかかったとい

うことで理解しております。 

 以上でございます。 

○委員（成松由紀夫君） この人権教育事業に

ついては、もう私は若いときからずっといろん

な意味でね、人権オンブズパーソン等々、自死

された方々もいらっしゃった、そして市役所の

ね、生涯学習課の方々、学校の現場の先生方は

いろいろありましたよね。確認学習会であった

りとか、いろんなことがある中で。まだ、一旦

ですね、この文言は外れたと俺は思っていたん

だけど、この人権教育活動の拠点である西宮・

上日置集会所の維持管理ってあるんですよね。

だからそこが、ちょっとそれにお金がえらい最

近入っているなと。いっときは管理の謝礼とか、

あの辺も大分適正な価格になっとったと思うん

ですよ。それがまた、私からすると、少し増額

になってる流れで。 

 これってそもそも一般財源じゃないですか。

今までね。いっときはかなりお手盛りがあった。

それに対して、市役所が言うこと聞かんからと

いうと、圧力的なことがいろいろあって、当時

の市役所の職員さん方、人権啓発課かな。それ

から、生涯学習課、人権政策課、そして今度は

学校の先生方に至るまで、日教組の方々も入っ

てですよ、いろんなことがありましたですね。

自死される方も出てきた。先生方でも体調を崩

される云々等々あったわけですが。 

 この予算の考え方も、一般財源が９４３万円

ということになるとね、泉課長のところなんか

特に考えなきゃいけないのは、１５９ページの

自治公民館整備補助金事業というのもあるじゃ
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ないですか。そしたらですね、こっちの自治公

民館で地域の人たちが修繕してくれ、直してく

れという苦情等々のほうが多いんですよね。 

 だから、これも一般財源で６０６万円って考

えると、やはりこの人権教育事業の、しかもこ

の工事も２階を全部やったからということでは

あるものの、この上のですね、地区内人権教育

事業で小中高生の学習支援とか、そういったこ

とはいいんですよ。実際はね、子供さん方のい

ろんな事情がある中で。ただ、この先生方、講

師謝礼も以前は指摘した経緯もあるんだけども、

それにしても、この予算の１０００万円近い、

しかも一般財源が９４０万円以上、この予算の

つけ方について、担当課長と部次長の考え方も

ちょっと教えていただきたいですね。（委員増

田一喜君「前に復活しよるごたな」と呼ぶ）う

ん。 

○教育部長（田中智樹君） 委員からこれらの

件につきましてはですね、以前から御指摘をい

ただいているのは私も存じ上げております。 

 この令和５年度についてはですね、先ほど申

しました空調機の交換修理がですね、５００万

円程度かかっておりますので、これを臨時的な

経費とみなせば、経常的な経費は、これから５

００万円引いた４００万円程度が経常的な経費

だと思います。 

 おっしゃるように、ほかの自治公民館等との

兼ね合いもありますけども、ここは特に生涯学

習課が持っております人権学習と、教育じゃな

くて人権学習という部分の施設に位置づけてお

りますので、適切な管理を今後も続けていきた

いと考えております。 

 以上でございます。（委員成松由紀夫君「課

長はどう」と呼ぶ） 

○生涯学習課長（公民館館長兼務）（泉 宜孝

君） それでは、委員お尋ねの件についてお答

えいたします。 

 生涯学習課の考え方といたしましては、こち

らの西宮・上日置の集会所の利用状況を見てみ

ますと、令和５年度では月当たり２０回から３

０回、年間約２７０回の会議等の利用が出てお

ります。年間４０００人程度の利用者がござい

まして、そういった意味ではですね、非常にこ

ちらの西宮・上日置集会所の利用というのは非

常に多いというふうに考えております。 

 ですから、先ほども言われました空調の設備

につきましてもですね、そちらのほうの修繕の

ほうをいたしたところでございます。 

 自治公民館のほうとの比較もありますけれど

も、先ほど部長からのお答えでもありましたよ

うに、こちらは人権学習施設というような位置

づけでやっております。そういった意味でです

ね、こちらのほうの予算額というのは妥当なと

ころではないかというふうに考えているところ

でございます。 

 以上でございます。 

○委員（成松由紀夫君） そこなんですよ、問

題なのは。自治公民館の考え方からすればです

ね、ここが件数が多いといっても、本当に地域

の人たちが集まりたいときに、やはりどうして

もその人権の関係の方々、部落解放同盟の方々、

日教組の方々、八同推協も含めて八代学校人権

同和教育連絡協議会、いろんな方々の利用率が

多いということなんですよね。そしたら、かな

り偏っていませんか、自治公民館としては、本

来。 

 執行部の考え方がですよ、今、数字で、来館

数が多いから予算つけました云々というのはい

いんだけど、一時期ですね、ここの西宮・上日

置集会所の使い方も含めて、教育委員会とです

ね、増田教育長から吉田教育長になって、歴代

の教育長さん方も二転三転する中で、中村市長

になってから、やはりここの扱いについてもし

っかり考えなければならない、ということで、

人権オンブズパーソンも一旦立ち止まっている

んですよね。 
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 なので、今の特にここの自治公民館は、特に

が、非常に引っかかりますし、やはり地域の

方々の安全・安心を考えれば、偏った団体の利

用であったり、その偏った設備投資。 

 だって、１５９ページの自治公民館整備補助

金事業はこれだけ２１団体ですよ。各自治公民

館、いろんな修繕しとって６０６万円なんです

よ。八代一円ですよ。 

 ところが、西宮・上日置集会所１件は１００

０万円近くかかっとるというのが、私は違和感

を感じてならんし、歴代のやはり教育関係者の

皆さん方、それぞれですね、ターゲットになら

れて困った方々もいるので、あまりこう深追い

する気もないんですよ。ただ、以前関わった

方々も中にはいらっしゃる中で、やはりそこは

正義は正義として、きちんと予算の執行をして

いただきたい。偏った団体に大きな予算をつけ

るよりも、各八代市一円の自治公民館の本当に

困っている人、クーラー１台替えてほしい、避

難所になっとって、暑うしてかっどやんもいか

んとかですね、そういうところもありますよ。 

 だから、そういったところにスポットのクー

ラーでも、お年寄りの方々が安心して避難でき

るような、そういう予算配置を希望して、私の

質問を終わります。これ以上は、部長、言いま

せん。 

○教育部長（田中智樹君） 御意見としてです

ね、十分そこは承ります。 

 ただ、一つだけ、自治公民館とですね、同じ

並びでの扱いは到底考えておりません。それぞ

れ上日置町にも西宮町にも自治公民館のほうは

存在しますので、自治公民館がこうだからここ

が同じような扱いということは考えておりませ

ん。そこはもうあくまでも、うちの八代市がい

わゆる部落解放運動の拠点となった地域でもあ

りますので、そこの人権学習をさらに今後も続

けて推進していくという立場での施設の管理、

利用というところを考えておりますので、そこ

だけは少し考え方がちょっと違うところではご

ざいます。すみません。 

○委員（成松由紀夫君） それば部長、言うな

らまた、言わなんごっしなるけん。あのですね、

以前聞いたんですよ。確認してる、歴代の教育

部長さんたち、教育長さんたちに。上日置のあ

そこの人権の施設は扱いはどうなんですかって

言ったら、自治公民館と扱いは一緒なんですっ

ていう歴代答弁があっとったんですよ。 

 だから、そこの部分を、いやいや、あそこは

人権の学習施設だいけん特別ですよって、また

言い出すとちょっと違うし。 

 でですね、さっき言ったように、子供さん方

の学習支援とか、そういう部分については、私

は言いはしないです。そこで施設を利用される

分にはですね。ただ、私が言いよっとは、あそ

こで歴代の執行部批判とか、市役所の職員さん

方の研修とかするのに、執行部批判が多いでし

ょう。歴代の岩尾市長がどうだとか、吉永議長

がどうだとか。 

 だからそういったところに、ちょっと私から

すると、この施設の扱いが、並びが自治公民館

って答弁しとる以上は、いやいや、特別なんで

すよ、私たちの認識ではという、その認識すら

改めてほしい。以前の認識に少し戻すべきじゃ

ないですか。過去を知ってるだけにね。そこな

んですよ。だからそこを、――いや、今、扱い

が違います、特別なんですという言い方をする

と、じゃあ、また以前に戻ってんじゃないです

か。逆行してるんですか。また苦しむ人を出す

んですか。自死した人もいるんですよ。裁判に

なったんですよということになるじゃないです

か。 

 だから、そこの認識は再度改めて、また議論

したいと思いますので、よろしくお願いします。 

○副委員長（北園武広君） ただいまの意見と

いうことでよろしいですか。（委員増田一喜君

「変な圧力に負けるなっていうことよ。なあ。
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変な圧力には負くんなって」と呼ぶ）少々お待

ちください。 

○委員（成松由紀夫君） 予算の話だから。 

○委員（大倉裕一君） 今、成松委員が発言さ

れた中に個人名が出てきたんですけど、大丈夫

ですかね。 

○委員（成松由紀夫君） 個人名は出してない

よ。 

○副委員長（北園武広君） 個人名が出たです

かね。 

○委員（大倉裕一君） 大丈夫ですか。前回、

陳情の案件で個人名が出てるけんというような

話もされた。 

 大丈夫ですか。今のうちに取り消しされるな

ら、取り消ししとったほうがいいんじゃないか

と思うんですけど。 

○副委員長（北園武広君） 公人であれば。 

○委員（成松由紀夫君） 公人だから大丈夫。 

○委員（大倉裕一君） 公人なら大丈夫。大丈

夫。 

○委員（成松由紀夫君） いつも言いよったも

ん、岩尾市長、吉永議長。 

○副委員長（北園武広君） ありがとうござい

ます。 

 それでは、委員長の職務を委員長と交代いた

します。 

（正副委員長 交代） 

○委員長（成松由紀夫君） それでは、ほかに

ございませんか。 

○委員（橋本徳一郎君） 何点かあるんですが、

まず、１つ。（委員大倉裕一君「１点ずつお願

いします」と呼ぶ）はい。学校給食費負担軽減

事業というのがあるでしょう。１５６ページ。

これが新型コロナウイルスの地方創生交付金で

のということだったんですけど、非常に喜ばれ

たんですね、保護者の方。ぜひ続けていただき

たいというふうなことの希望も聞こえています。 

 ただ、この方針としては完了で、国の動向を

慎重に見極めながらというふうなことを書いて

あるんですが、これだと、国の予算を頼りにし

てということの考え方と受け止めていいんでし

ょうか。 

○教育政策課長（松本 豊君） お答えをいた

します。 

 確かに国の動向を見極めながらというところ

で書いておりますが、実際のところ、確かにで

すね、物価も高騰していますし、補助は必要で

あることは認識しているところでございます。

ただ、それにかかる費用として、今回、補助し

た６０００円であっても、５０００万円弱の予

算が必要になる現状でございまして、今のとこ

ろはちょっとそこの補助までいけてないという

ところが実情でございます。 

 以上でございます。 

○委員（橋本徳一郎君） ぜひ、やりくりをし

ながらですね、財源も確保しながら、多少の減

額ということもあるかもしれませんけど、継続

をしていただきたいと思います。 

 もう１点、もう２点ぐらいありますけど。 

○委員（成松由紀夫君） １点ずつ。 

○委員（橋本徳一郎君） はい。１点ずついき

ます。 

 １５０ページの学校教材充実事業についてで

すが、この中身が、説明はなかったんですが、

知能学力テスト等ということで、学力向上とい

うふうなことが書かれています。これは全国の

学力テストをにらんだものということでですか。 

○学校教育課長（加賀真一君） 失礼します。 

 委員、今お尋ねの学校教材充実事業の学力検

査の部分かと認識しますが、全国学力調査が中

３、小６を対象に４月にございます。ただ、そ

れ以外が全国ではございませんので、やはり学

校現場としましては、子供の学力はどの程度な

のか。そして、どういう授業改善が必要なのか。

そういう部分をしっかり把握する必要がありま

すので、そういう部分で市としても学力調査を
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実施しているということでございます。 

 以上、お答えといたします。 

○委員（橋本徳一郎君） 学力調査――子供の

純粋な学力の調査ということで、ふだんの授業

に何か変更があったりとか、そういうことはな

いということですか。 

○学校教育課長（加賀真一君） 失礼します。 

 委員お尋ねのふだんの授業との関わりという

部分でございますが、やはり本来の学力は、生

きる力の育成でございますので、テストの点数

だけではございません。ただ、子供としても学

校としても、やはり頑張った分の成果が出ると

いうのは非常に自信につながる部分であります

し、教員にとってもやはり自分のやり方が間違

ってなかったという部分にもなります。 

 それで、前年度の問題等の傾向も踏まえた授

業を行ったり、あと、もしくは、それに類する

問題をすることも多少ございますが、基本的に

はふだんの授業はふだんの授業として取り組ん

でおります。 

 以上、お答えといたします。 

○委員長（成松由紀夫君） 教育サポートセン

ターはいいですか。何もないですね。 

 ほかにございませんか。 

○委員（橋本徳一郎君） 全国の学力に関して

はですね、最近の全国知事会のコメントでも、

毎年やるのはどうかというふうなコメントが出

されています。何年かに１回の、ということも

あるので、その辺もですね、今後考慮しながら、

そのサポートもお願いしたいと思います。 

○委員長（成松由紀夫君） 意見ですね。 

○委員（橋本徳一郎君） 意見です。 

○委員長（成松由紀夫君） もう意見は後で。 

 質疑。ほかに。 

○委員（橋本徳一郎君） あと、１４７ページ

のいじめ対策等推進事業があります。これもち

ょっと説明がなかったんですが、i－ｃｈｅｃ

ｋで成果というのが分かりづらいものだとは思

うんですけども、これの実効性というか、どう

いったものかというのがちょっと、いろいろ聞

こえてくるものですから、その評価はどのよう

に受け止められてるのかというのを教えてくだ

さい。 

○学校教育課長（加賀真一君） 失礼します。

今、委員お尋ねのいじめ対策事業の i－ｃｈｅ

ｃｋの件でございますが、やはりなかなかいじ

めにつながるというか、把握は難しいものでご

ざいますが、数字としましては、令和４年から

市のほうで、実施してますが、数字としては前

年度よりも減少をしております。 

 また、加えまして、この調査が年度初めの５

月に市のほうでは行っております。最近の学校

の傾向としましては、毎年度クラス替えを行っ

ております。そのクラスの子供たちの状態、心

の持ちよう、そういう部分を担任として把握し、

早め早めの対応を取るという部分では非常に有

効な部分として認識をしております。 

 以上、お答えといたします。 

○委員長（成松由紀夫君） ほかにございませ

んか。 

○生涯学習課長（公民館館長兼務）（泉 宜孝

君） さきの大倉委員のほうの八竜天文台の保

険加入の件についてお答えしたいと思います。 

 金額のほうは定かではございませんが、市の

保険の加入には入っているということで聞いて

おります。 

○委員長（成松由紀夫君） 入っとって金額が

定かじゃない。 

○委員（大倉裕一君） 保険加入されていると

いうことであればですよ、保険がこれはその他

の特定財源として入ってくるべきものではない

かというふうに考えるんですが、その辺りは計

上されておりませんけど、どういった認識、受

け止めをすればよろしいのでしょうか。 

○委員長（成松由紀夫君） 課長、予算の質問

ですからね、予算の部分で保険も含めて大倉委
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員は尋ねられているから、定かではないという

答弁はないよ。どれぐらいかかったかを大倉委

員は聞いてんだから。（委員増田一喜君「工事

費の一部にはなるはずだな。保険は」と呼ぶ） 

 誰か答えられない。米村さん、分からない。

調べて出てきて、定かではないって、それは委

員に失礼だよ。 

○生涯学習課長補佐兼社会教育係長（米村 忍

君） 委員お尋ねの先ほどの保険の加入の件で

ございますが、ちょっと財産経営課のほうで一

括して入っております。そこでちょっとここの

場では分からないんですけども、金額は後で御

報告ということでよろしいでしょうか。 

○委員（大倉裕一君） 一括で加入されている

ということであれば、もうそれで加入をしてい

るということで理解はしたいと思います。ただ、

その保険に加入しているということであれば、

災害復旧をするに当たっての、先に入るか、後

に入るか、災害復旧した金額に対しての何割補

償とか、そういった特定財源としてのお金はバ

ック、何て言うんですかね、返ってくるといい

ますか、そういった形になるんじゃないかなと

いうふうに思うわけですけど、特定財源として

ゼロというふうに計上されているので、その辺

りがどういうふうに受け止めればいいのかとい

うところを御説明いただければと思うとです。 

○生涯学習課長補佐兼社会教育係長（米村 忍

君） 委員お尋ねの特定財源に入るべきではな

いのかということなんですが、申し訳ありませ

ん。ここの辺りをもう１回持ち帰らせて、よろ

しいでしょうか。 

○委員長（成松由紀夫君） もう分からんかっ

たら、いたずらに手を挙げんことよ。帰って精

査してから報告して。 

 ほかにございませんか。 

○委員（大倉裕一君） すみません、奨学金の

事業をお尋ねしたいと思うんですけれども、何

ページやったっけ。１４６ページ、説明はたし

かなかったかなというふうに受け止めておりま

すが。 

 私、この奨学資金貸付事業は非常に大事なも

のではないかなというふうに思っておりまして、

現在の貸付けの実績とか、返還の状況とかです

ね。また、その辺の返済が苦しい方とかいらっ

しゃらないのか、現在の状況を御報告いただき

たいと思うんですけど、お願いいたします。 

○教育政策課長（松本 豊君） 質問ありがと

うございます。 

 奨学金の件ですけれども、現在の貸付状況で

ございますが、最新でいきますと、令和６年度

につきましては６名の方、５年度が６名、４年

度は３名、３年度は残念ながら１名というとこ

ろになっております。 

 それと、返済ですね。返済につきましては、

全部でですね、四十……、ちょっと待ってくだ

さい。令和５年度につきましては、返済者は４

０名、うち滞納者が１０名となっていまして、

過年度分の滞納者は２８人ということになって

います。 

 確かにですね、何年分か滞納されている方、

最近、借りられた方についてはですね、ちょっ

とは遅れがちでありますが、返済を続けていた

だいているところでございますが、合併以前か

らですね、まだ返済いただけない方もいらっし

ゃいまして、そこは納税課と協議しながら滞納

整理を行っているところでございます。 

 以上です。 

○委員長（成松由紀夫君） よろしいですか。 

○委員（大倉裕一君） 意見で言います。 

○委員長（成松由紀夫君） ほかにございませ

んか。 

○委員（堀口 晃君） 先ほど田中部長のほう

から総括の部分でお話をいただいたところがあ

りまして、その第１点目にＩＣＴの教育日本一

というような部分がお話をいただいたところな

んですけど。１４７ページのＩＣＴ授業サポー
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ト事業と１５２ページのＩＣＴ教育推進事業、

合わせると約２億円ちょっと超えるような決算

でございましたですよね。 

 日本一になるために何をすればいいかという、

ＩＣＴ教育日本一というふうにおっしゃったん

ですけど、これからどうやって日本一に導いて

いこうとされているのか、ちょっとその辺をお

聞かせいただきたいと思うんですが。 

○委員長（成松由紀夫君） その予算の分が。 

○委員（堀口 晃君） ２億円ぐらい今かかっ

ている。 

○委員長（成松由紀夫君） ２億円かかってい

る状況の中で。 

○委員（堀口 晃君） 今後の部分について。 

○教育政策課長（松本 豊君） 御質問ありが

とうございます。 

 委員お尋ねの、まずＩＣＴ授業サポート事業

とＩＣＴ教育推進事業、２つに分かれています

が、ＩＣＴ授業サポート事業というのはソフト

的な、支援員を１０名雇いまして、そこの部分

を学校に配置して、授業の援助といいますか支

援をいただいている。また、アドバイザーとし

ましてですね、任命しまして、いろんな教育、

講演会とかを行っていただいているというとこ

ろでございます。 

 あと、ＩＣＴ教育推進事業のほうでは、主に

ハード事業のほうを行ってまして、機器の入替

えとかですね、賃借等を行っております。 

 日本一とうたっておりますけれども、そちら

はまず県のほうでですね、熊本県下のほうで日

本一というところを受けまして、八代市のほう

でも日本一になろうということで掲げたところ

です。 

 まずは、学校優良校認定というのがございま

して、そこを全部の学校で取得しようというと

ころで、令和５年度までにですね、全学校で取

得しようというところで行って、１年早く令和

４年度にはですね、全部の学校で取得すること

ができました。 

 また、推進のほうに関しましては、ＥｄＴｅ

ｃｈ推進計画というのを令和３年度に計画を策

定しまして、その中で４本の柱、学力向上、不

登校対策、情報活用能力の育成と、あと環境整

備という大きな４本の柱を立てて、それに向け

て頑張っているところでございます。 

 日本一は、尺としては、まずは１００％の認

定だったんですけれども、その１００％の認定

はもう達成したもんですから、今後はそのＥｄ

Ｔｅｃｈ推進計画で立てております、その４本

の柱、まずは学力向上のためにですね、今まで

使え使えと、パソコンを使え使えと言ってたと

ころを、この学力向上に使われるためにですね、

先生方の教え方のほうの研修とかですね、先生

方のほうでも詳しい方とそうでない方、いろい

ろいらっしゃいますので、そこの差が埋まるよ

うにですね、こちらのほうは推進して、その後、

学力向上につなげていきたいと考えているとこ

ろでございます。 

 以上です。 

○委員（堀口 晃君） ありがとうございまし

た。基準がね、私、よく分からないですけども、

今、日本一というふうに県が掲げて、八代市も

日本一に取り組んでいこう。１００％認定とい

うことについても、これはもう日本一というこ

とでよかっですか。ちょっと、優良校１００％

認定というふうにおっしゃって、それはもう日

本一になっているのかなという。 

○教育政策課長（松本 豊君） 日本一と言え

るんじゃないかと思っております。まずはです

ね、熊本県下のほうで、この認定校の認定を８

０％認定されたところが推進地域というところ

で認定されます。１４市の中では八代市しかご

ざいません。あとはもう小さな町村になるんで

すけれども。そういった面でも、県下のほうで

は、この認定のほうがですね、先生方のこうい

った教え方をレベル化してですね、１、２、３
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とレベル化して、平均２以上ないと認定されな

いような形になっておりますので、そういった

分野では八代市は進んでいるんじゃなかろうか

と考えております。 

 以上です。 

○委員（堀口 晃君） それを踏まえてですね、

今、ここに書いてあるような市による実施で現

行どおりというようなところに両方ともなって

るかと思うんですが、言うならば、日本一を目

指すならば、現行どおりじゃ日本一にはならん

のかなと思って、今後、その規模の拡充という

ような部分をお考えなのか、ちょっとその辺も

聞かせていただければと思います。 

○教育政策課長（松本 豊君） 今、現状維持

ということになっておりますが、まずは課題と

しては学力の向上に努めなければいけないと。

学力の向上につきましては、予算をどれだけ使

ったからというわけではなくてですね、先生方

と共に検証をされながら、学力の向上につなげ

ていかなければならないと考えているところで

ございまして、予算の部分では、もう今の現状

維持というところで考えて、あとは学力向上に

向けて頑張りたいと思っております。 

○委員（堀口 晃君） ありがとうございまし

た。 

 続きまして、１５３ページの上段の不登校児

童生徒の適応指導事業ということで、去年の１

０月から八幡さんのところから移動されて、今、

千丁支所のほうになっているんですが、それに

生徒さんたちがあまり変わらない人数だなとい

うふうに感じてるんですけども。その通ってい

る状況については、自転車、歩いてなのか。そ

の辺の子供さんたちがくま川教室に行かれる交

通手段についてちょっとお聞かせをいただきた

いと思うんですが。 

○教育サポートセンター所長（髙嶋宏幸君） 

 失礼します、髙嶋でございます。 

 交通手段なんですけれども、保護者の送迎、

あるいは自転車。そしてですね、遠くはＪＲ、

列車が大好きな子供さんがおられて、もう喜ん

でＪＲで通っておられるという状況もあります。 

○委員（堀口 晃君） ありがとうございまし

た。 

 それと、今１０名程度の指導員でやっていら

っしゃるということなんですが、人員的に何か

こう、ちょっと前なんですけど、もう少し増や

してほしいというふうなところの、指導員の方

をですね、をおっしゃられていたような気がす

るんですが、今、その人員は１０名というふう

なところで足りているかどうか。子供さんたち

をちゃんと指導ができているかどうかというと

ころはいかがなものですかね。 

○委員長（成松由紀夫君） 前任の女性の所長

さんからそんな話がありましたから、多分そこ

だと思います。 

○教育サポートセンター所長（髙嶋宏幸君） 

 失礼します。指導員の数につきましては、や

はりですね、多ければ多いほど、私はいいだろ

うというふうに思います。 

 今、１０名の方で本当に一生懸命対応してい

ただいて、今年度から小学部というのもありま

したので、その中で、限られた人員の中でやっ

ていただいております。 

 そのくま川教室の活動の充実ということで必

要ということになるならば、また、そういう人

員の件も検討していかなければならないのかな

というふうに思っているところです。 

 以上です。 

○委員（堀口 晃君） ありがとうございます。 

 なぜ聞いたかというと、今の今後の方向性の

理由と改革・改善の取組というようなところの

一番最終的にですね、指導員の確保と処遇改善、

施設整備について検討していきたいというよう

なところが書いてあるんで、その今の現状、指

導員の確保という部分と処遇改善、それについ

てはどういうふうなお考えでここに書かれてい
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るのか、ちょっとお聞きしたいなと思います。 

○教育サポートセンター所長（髙嶋宏幸君） 

 失礼します。指導員の処遇についてなんです

けども、まず、退職された方を探すというのが

非常に困難な今、状況もあります。なかなか見

つけられないというようなことで。ですから、

その指導員の先生方がどんな処遇を希望されて

いるのか。いろんな保険とかですね、そういう

のも関係してきますので、そういうのを聞き取

りながら、より指導員の方々が快適に勤務して

いただけるような処遇を考えていきたいという

ふうに考えているところです。 

 以上です。 

○委員（堀口 晃君） よかです。 

○委員長（成松由紀夫君） ほかにありません

か。 

○委員（大倉裕一君） 直接的には数字が上が

ってきてない部分なんですけども、八代市の児

童生徒たちの学力に関してなんですよ。先ほど

学力向上の部分がちょっと出たんですけども、

予算をこれだけ確保したから学力が上がるとい

うものではないというのは十分理解をします。

ですけど、教材の選択とか、もうちょっとここ、

こういった教材を入れればすごく効率的に学習

ができるんじゃないかなというようなところも、

視察に行って、教育委員会のメンバーの中で物

すごく精査されて、そういった資材をですね、

導入されているところも見てきた経緯もありま

す。 

 そういったところからすると、必要なものに

はやっぱり必要なお金をかけていく必要がある

んではないかなというふうには思っているんで

すけども、八代市の状況からすると、ハード面

に物すごく力を注がないといけない時期に来て

いるというところも一部にあるというのも十分

理解する中で、学力を上げていくこともやっぱ

りテーマとして挙げて取り組んでいく必要があ

ると思うんですよね。 

 その点について、部長か次長か、どういった

御認識というか、今後、令和７年度の予算に反

映するとか、そういった視点で見たときに、教

育予算をどうしたいなというふうに思っていら

っしゃるかというところをお聞かせいただけれ

ばと思います。 

○委員長（成松由紀夫君） １５０ページの学

校教材充実事業もありますので、その辺も踏ま

えて、規模拡充となってね。 

○教育部長（田中智樹君） 委員さん御質問の

ですね、子供たちの学力向上っちゅうのは、今

の教育部にとって最大の課題だと考えておりま

す。これと、あといじめ、それと不登校という

部分も併せてですね。 

 特にこの学力向上については、様々なところ

でいろんな学校現場の先生方とも話をしながら

ですね、改善の道筋をつくっておりますけども、

やはり一番必要なのは、何遍も学校教育課長が

申しますように、やっぱり授業改善、これはも

う徹底していかなければならないというふうに

考えております。 

 我々教育行政の立場としましてはですね、そ

ちらをやっぱり側面からサポートしていくよう

な体制で今のところ考えておりますけども、今

年度からは、中学３年生の英語検定を全額無料

とさせていただいて、議会でも議決していただ

きましたので、実際、受験者数は格段に伸びて

おります。結果のほうはまだ現れてきておりま

せんが、これを何年か続けることによって学力

向上もしていきたいと思います。 

 ただ、やっぱりハード整備の部分はですね、

確かにやっぱり機械物でございますので、３年、

４年、５年というスパンで更新のほうが来てお

ります。現在使っております学習支援ツールの

ほうも既にもう更新の時期を来年度迎えますの

で、今後これから、４年間使ってきた学習支援

ツールの結果も精査しながらですね、次の更新

のときにはどのような形で続けていくかという
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ことも併せて検討していきたいと思っておりま

す。 

 以上でございます。 

○委員（大倉裕一君） ありがとうございまし

た。 

○委員長（成松由紀夫君） ほかにございませ

んか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（成松由紀夫君） なければ、以上で

質疑を終了します。 

 意見がありましたら、お願いします。 

○委員（大倉裕一君） 何点か意見を述べさせ

てもらいたいと思います。 

 まず、子供、児童生徒の学力向上の点ですけ

ども、やはり一番の課題というふうに私も思っ

ています。なかなか言いにくいところもあるん

ですけども、県平均を下回っているような状況

を、何とかやはり県平均に行くぐらいのレベル

にまずはいく。目標としてはもう少し高めのと

ころを持ちながらですね、そういった取組がで

きるように学力向上に取り組んでいただきたい。

授業の改善をと、部長のほうからおっしゃいま

したし、部長も我々委員会と一緒に視察にです

ね、行かれて、何というか、全国学力テストで

すか、上位な幾つかの自治体に入ってるところ

をですね、一緒に視察にも同行していただいて

いますので、そういったところを参考にしなが

ら、当初予算の確保にも取り組んでいただきた

いというふうに思いました。 

 それから、学校給食の補助についてです。ま

だ正式にやめるとか続けるとかというふうな話

ではなかったとは思いますけども、できるだけ

継続していただきたいというふうに思っており

ますし、市の財政事情というのも十分理解をし

ています。 

 そういう中で、全ての児童を無料化するとい

うことではなくても、低学年だけでも無料にす

るとか、そういう考え方もできるというふうに

思いますので、一つの案として意見で述べさせ

ていただければというふうに思います。 

 それから、奨学金の関係です。非常に担当課

のほうも悩んでいらっしゃるところもあるんだ

ろうというふうに思うんですが、置かれている

立場というのもそれぞれにあるだろうというふ

うに思います。しっかり徴収される担当課です

かね、そういったところと連携を取りたいとい

うことでありましたし、借りていらっしゃる立

場の方の状況というのもですね、しっかり寄り

添っていただければなというふうに思いました。 

 その中で、これから八代市が工業団地を誘致

する。そういう人材確保の時期に八代は入って

いかなければいけないと思っています。そうい

う中では、今の親が、親か本人が３年というよ

うな形ですよね。将来八代に戻ってくるという

ような条件をこの奨学金の要綱みたいなところ

に入れていただいて貸付けをしていただくとい

うことも有効な人材確保につながっていくので

はないかなというふうに思いますので、その点

を御検討いただければというふうに意見として

申し上げておきたいと思います。 

 それから、ＩＣＴ教育の側面の部分なんです

けど、視力を心配します。視力、ＩＣＴに集中

するあまりに目の視力が落ちていくということ

が指摘もされていますので、そういった点も十

分に教育委員会の中では把握していただきなが

らですね、子供たちの学力向上につなげていた

だければというふうに意見を申し上げておきま

す。 

 以上です。 

○委員長（成松由紀夫君） ほかにございませ

んか。 

○委員（橋本徳一郎君） 学校の支援とか配置

されて教員の負担軽減をされているということ

で、非常に現場のほうは助かっているという部

分もあると聞いてますが、やはり絶対的に教員

数が足らないという実感は拭えません。 
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 今年、校務支援システムを入れ替えるという

ことも含めて、負担軽減を図られるということ

も言われてましたけれども、やはり全体的に教

員の不足ですね、補充のほうをぜひしていただ

きたいという。これはもう、県の教育委員会と

いうことになるんですけど、その要望をですね、

しっかり出していただきたいという。 

 教育学部の教員を目指す学生も大分減ってき

ているというのも聞いてますので、そういう働

き方でもですね、未来があるというか、やり方

もいう形でも、環境整備もしていっていただき

たいと思います。 

 以上です。 

○委員長（成松由紀夫君） よろしいですか。 

 ほかにございませんか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（成松由紀夫君） なければ。 

○委員（北園武広君） ２点ほど、１４８ペー

ジのですね、学校等施設整備事業関係なんです

けども、年間事業計画される中で、トイレの洋

式化等、大きなやつもあるかと思うとですけど

も、やっぱり老朽化がかなり進んでおるという

ふうに認識しております。 

 特に学校の外壁等の落下とか、劣化による落

下とか、そういう危険度の高いところの箇所と

いうのはもう把握されておると思いますので、

その辺の改修等もですね、計画の中で上げてい

ただいて、長期的な支援になるかと思いますけ

ども、付け加えて改修のほうをお願いしたいな

というふうに思います。 

 それと、あと１点ですが、１５３ページの中

学校部活動の整備事業関係です。今年からコー

ディネーター３名を配置されるかと思うとです

けども、担当とコーディネーターの方々、連携

を取りながらですね、うまく中学校の生徒さん

のスポーツ・文化活動が活発に行えるようにで

すね、課の中でもですね、任せるのではなくて、

もう少しこの事業を進めていく中でスピードを

上げていただければ、保護者の不安というか、

も解消できるんじゃないかなというふうに思い

ますので、その辺のスピード感をもう少し上げ

ていただければというふうに思いますし、詰ま

っているようでしたら、やっぱりそこには何ら

かサポートが必要じゃないのかな。そのための

コーディネーターの設置じゃないかなというふ

うに思いますので、その辺の連携等をうまく取

っていただければなというふうにお願いしてお

きます。 

 以上です。 

○委員長（成松由紀夫君） ほかにございませ

んか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（成松由紀夫君） なければ、以上で、

第９款・教育費及び第１０款・災害復旧費中、

教育部関係分についてを終了いたします。 

 それでは、午前中の審査はここまでとし、し

ばらく休憩いたします。午後は１３時００分か

ら再開いたしますので、よろしくお願いしま

す。 

（午前１１時５５分 休憩） 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

（午後１時００分 開議） 

○委員長（成松由紀夫君） 休憩前に引き続き、

文教福祉委員会を再開いたします。 

 執行部より発言の申出があっておりますので、

これを許可します。 

○生涯学習課長（公民館館長兼務）（泉 宜孝

君） 生涯学習課の泉でございます。 

 先ほど午前中に大倉委員さんから御質問をい

ただきました八竜天文台の保険金についてお答

えいたします。 

 保険には、先ほども申し上げましたように加

入はしておりまして、本件の社会教育施設災害

復旧事業の決算額２６９万円に対しまして、入

ってきました保険金額は１６２万５０００円と

なっております。なお、保険金による歳入につ
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きましては、決算統計の統一のルールに基づき

まして、市の一般財源としてほかの施設を含め

て一括で取り扱っていることを財務部にも確認

をしているところでございます。 

 以上、お答えといたします。 

○委員長（成松由紀夫君） よろしいですか。 

 それでは、次に、第３款・民生費について、

健康福祉部より説明を願います。 

○健康福祉部長（福祉事務所長兼務）（福本桂

三君） 皆さん、こんにちは。（｢こんにちは」

と呼ぶ者あり）健康福祉部の福本です。本日は

よろしくお願いいたします。それでは、着座に

て説明させていただきます。 

○委員長（成松由紀夫君） どうぞ。 

○健康福祉部長（福祉事務所長兼務）（福本桂

三君） 令和５年度一般会計歳入歳出決算の認

定をお願いするに当たりまして、健康福祉部が

所管します第３款・民生費及び第４款・衛生費

につきまして、総括を述べさせていただきます。 

 まず、新型コロナウイルス感染症関係です。 

 これまで本市では、令和２年２月から本年３

月まで、健康推進課内に新型コロナウイルスワ

クチン接種対策室を設置し、接種を推進してき

ました。今月からは定期予防接種への移行とな

り、主に６５歳以上を対象とし、各医療機関に

て接種を行っておりますが、引き続き対象者へ

の予防接種の案内はもとより、市民の皆さんへ

自主的な感染防止対策の周知に取り組んでまい

ります。 

 次に、障害者福祉です。 

 障害者の福祉サービスの利用は全国的に増加

傾向にあり、本市でも高齢化や重度化の影響を

受け、年々増加し、支援の在り方も多様化して

おります。 

 このような中、昨年度に八代市障がい福祉計

画、八代市障がい児福祉計画の最終評価を行う

とともに次期計画を策定しました。引き続き、

必要なサービス量の確保はもとより、時代のニ

ーズに即した施策に取り組んでまいります。 

 また、相談体制の充実や関係機関との連携を

さらに強化するため、本年４月から基幹相談支

援センターアクロスを田中西町に開設しました。

今後も、障害のあるなしにかかわらず、互いに

その人らしさを認め合う共生社会の実現に向け、

支援の充実に取り組んでまいります。 

 次に、高齢者福祉です。 

 本市の高齢化率は令和５年度末で３５.１％

と前年度から０.２ポイント上昇し、今後も高

齢者人口の増加とともに、認知症高齢者の増加

が見込まれます。 

 そのような中、昨年度は八代市高齢者福祉計

画、さらに第２期八代市成年後見制度利用促進

計画を策定しました。引き続き、計画に沿って、

高齢者がいつまでも元気に活躍できる生涯現役

社会の実現、また、住み慣れた地域で安心して

暮らせるためのきめ細かな支援などの施策を推

進してまいります。 

 次に、児童福祉です。 

 本市における出生数は年々減少しておりまし

たが、令和５年は７０８人と前年から２３人増

加しています。子育て家庭を取り巻く状況は、

独り親家庭や共働き家庭の増加、また、核家族

化や児童虐待など、子育て支援の必要性は高ま

っており、それぞれの家庭のニーズに応じた支

援が求められております。 

 その体制強化として、本年４月には、児童福

祉のこども未来課と母子保健の健康推進課が連

携した八代市こども家庭センターを設置し、全

ての妊産婦、子育て世帯、子供に対し一体的な

相談支援を行っております。 

 さらに昨年９月から他市に先駆けて実施した

保育料の完全無償化は、多くの子育て世帯に認

知され、対象者からは、保育園を利用するハー

ドルが下がり、職場復帰に対して後押しになっ

た。県外の友達に羨ましがられるなどの声も聞

かれます。 
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 今後も、子育て世代に選ばれるまち八代を目

指して、子育て支援の充実に取り組んでまいり

ます。 

 次に、生活保護です。 

 生活保護の世帯数は、令和５年度末で１４７

５世帯と、前年度と比べて１世帯の増加となっ

ております。また、申請件数は令和４年度まで

は２５０件前後と横ばいの状態が続いておりま

したが、令和５年度は３０５件で、前年度比４

３件の増であり、新規開始件数についても２３

３件と前年度比４３件の増となっております。 

 本市の生活保護の状況としましては、高齢化

の傾向が顕著となっており、高齢者世帯の全世

帯に占める割合が約６８％と高く、さらにその

うちの９割以上が単身世帯となっている状況に

あります。 

 今後も国の基準に基づき保護の適正実施に努

めるとともに、生活に困窮する人が適切な支援

を受けられるよう、きめ細かく対応してまいり

ます。 

 最後に、保健衛生部門です。 

 本市では、母子保健や歯科保健、また、各種

予防接種やがん検診など、様々な保健事業を通

じて、子供から高齢者まで、あらゆる世代の健

康保持・増進に取り組んでおります。 

 そのような中、昨年度は、健康寿命の延伸と

健康格差の縮小を基本目標とした第三次八代市

保健計画を策定しました。今後も市民が生涯に

わたって健やかに安心して生活することができ

る健康なまちづくりを推進してまいります。 

 また、母子保健事業では、伴走型相談支援と

出産・子育て応援ギフトを組み合わせた形での

支援や通所型の産後ケア事業の拡充など、出産

や子育ての不安、悩みの解消に取り組んでおり

ます。 

 一方、健診事業のがん検診では、コロナ禍前

の受診率には戻っていないものの、徐々に回復

の傾向にあります。今後も検診による病気の早

期発見や早期予防の効果について、多様な手段

で様々な世代に検診の必要性をＰＲする取組を

行ってまいります。 

 健康福祉部各課の事業は、それぞれに関連が

あり、連携・協働することで、さらなる市民福

祉の向上につながるものと考えております。今

後も部内の連携を強化しまして、誰もが生き生

きと暮らせるまちを目指し、一体的に取り組ん

でまいります。 

 以上、健康福祉部長としての総括といたしま

す。 

 それでは、第３款・民生費を䭜田健康福祉部

次長が、また、第４款・衛生費及び第１０款・

災害復旧費のうち、健康福祉部所管分について

は吉田健康福祉部次長が説明いたしますので、

御審議のほど、よろしくお願いいたします。 

○健康福祉部次長（福祉事務所次長兼務）（嚨

田美樹君） 皆様、こんにちは。（｢こんにち

は」と呼ぶ者あり）健康福祉部、䭜田です。よ

ろしくお願いいたします。それでは、失礼して

着座にて説明いたします。 

○委員長（成松由紀夫君） どうぞ。 

○健康福祉部次長（福祉事務所次長兼務）（嚨

田美樹君） 令和５年度一般会計歳入歳出決算

のうち、歳出における民生費につきまして、令

和５年度における主要な施策の成果に関する調

書（その１）及び令和５年度八代市一般会計歳

入歳出決算書を用いて説明いたします。 

 それでは、調書の１１ページをお願いいたし

ます。目次のすぐ後ろのほうの横型の表になり

ます。 

 調書の１１ページ上の表で、款３・民生費の

行を御覧ください。 

 中央の列、支出済額は２７０億８４１万円で、

その２つ右の執行率は９８.１％、その右の列、

全体の中での構成比は４０.１％です。前年度

と比較しますと、一番右の列でプラス１７億７

４０１万円、７％の増となっています。これは



 

－28－

主に電力・ガス・食料品等価格高騰重点支援給

付金給付事業や物価高騰重点支援給付金給付事

業などの増加によるものです。 

 それでは、民生費における主な予算の執行状

況について説明します。 

 まず、民生費の中の社会福祉費関係の事業で

す。 

 調書の４２ページをお願いいたします。 

 ４２ページ上の表、介護基盤緊急整備特別対

策事業です。 

 この事業は、八代市介護保険事業計画に基づ

く施設整備を行う事業者に対し、費用の一部を

補助するものです。 

 決算額は１億３４４０万円で、令和４年度か

らの繰越分として、ＮＰＯ法人八竜会など３団

体が行った認知症対応型共同生活介護施設――

いわゆるグループホーム及び小規模多機能型居

宅介護施設の整備に対し、助成を行っています。 

 また、介護老人保健施設の家族面会室整備の

補助内示が令和６年１月になり、年度内完了が

困難になったため、３８２万円を翌年度に繰り

越しています。 

 なお、特定財源として、１０分の１０の県支

出金があります。 

 不用額３３６０万円は、補助事業申請者から

の事業実施の取下げによるものです。 

 本事業により、介護サービス提供体制の推進

につながるため、今後の方向性は、市による実

施、現行どおりとしております。 

 次に、４４ページ上の表になります。社会福

祉団体育成事業です。 

 この事業は、八代市社会福祉協議会運営補助

金交付要項等に基づき、八代市社会福祉協議会

に勤務し、地域福祉事業に従事する事務局の正

職員１７名の人件費を補助するものです。 

 決算額は１億８５６万５０００円で、特定財

源はありません。 

 社会福祉協議会は、ボランティアの育成、子

供や高齢者等の見守り活動などに取り組む中、

寄附金の減少など、自主財源の確保が難しい状

況にあります。今後の方向性は、市民への福祉

が継続できるよう、地域福祉の中核を担う社会

福祉協議会へ、引き続き財政的支援を行うこと

とし、市による実施、現行どおりとしておりま

す。 

 次に、４６ページをお願いします。 

 ４６ページ下の表、重度心身障がい者医療費

助成事業です。 

 この事業は、身体障害者手帳の１級・２級や

療育手帳のＡ１・Ａ２、精神障害者保健福祉手

帳の１級を所持しているなど、重度の心身障害

者や障害児に対して、医療費の一部を助成する

ものです。入院では月額２０４０円、入院外で

は月額１０２０円の本人負担額を控除した額を

助成しています。 

 決算額は２億１３５４万２０００円で、医療

費助成金２億１００７万５０００円が主なもの

です。 

 特定財源として、２分の１の県支出金があり

ます。 

 今後の方向性は、障害者の経済的な負担軽減

と健康維持のため、市による実施、現行どおり

としています。 

 次に、４７ページをお願いします。 

 ４７ページ下の表、地域生活支援事業です。 

 この事業では、障害者の地域生活を支援する

様々な取組を行っており、障害児の保護者等か

らの相談への支援や手話奉仕員の養成・派遣、

障害者等の創作的活動の機会の提供などを行う

必須事業と、地域性を考慮しながら、障害者等

が自立した日常生活や社会生活を営むために必

要な事業を行う任意事業があります。 

 決算額は１億２１０９万６０００円で、必須

事業では、２か所の相談支援事業所への委託料

１７４６万４０００円、日常生活用具給付等事

業３０９２万９０００円、４か所の地域活動支
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援センターへの委託料３０７５万９０００円な

どが主なものです。 

 また、任意事業では、日中短期入所と障害児

タイムケアを合わせた日中一時支援事業２１６

４万７０００円などが主なものです。 

 特定財源として、一部の事業費に対し、２分

の１の国庫支出金、４分の１の県支出金などが

あります。 

 不用額１３４７万５０００円の主な理由は、

日中一時支援事業において、利用者が予定より

下回ったことなどによるものです。 

 今後の方向性は、市による実施、現行どおり

としており、引き続き障害者等の利用ニーズを

把握しながら、さらなる支援の充実に取り組み

ます。 

 次に、４８ページをお願いします。 

 ４８ページ上の表、障害福祉サービス給付事

業です。 

 この事業では、日常生活に必要な支援が受け

られる介護給付と、自立した生活に必要な知識

や技術を身につける訓練等給付を行っています。 

 決算額は２９億４１１２万２０００円で、介

護給付の主なものでは、日中、施設において入

浴や排せつ、食事の介護などが受けられる生活

介護が９億４２８８万円、夜間、施設入所の方

へ入浴や排せつ、食事の介護などを行う施設入

所支援３億３０７６万５０００円などがありま

す。 

 また、訓練等給付では、一般事業所での就労

は難しいものの、雇用契約を結んで働ける方に

就労の場が提供される就労継続支援Ａ型が３億

７５１１万８０００円、雇用契約は結ばず、可

能な範囲で就労できる機会が提供される就労継

続支援Ｂ型が５億２４５３万３０００円、その

他にグループホームでの生活支援を受ける共同

生活援助３億３９８５万４０００円が主なもの

です。 

 特定財源としまして、２分の１の国庫支出金、

４分の１の県支出金があります。 

 今後の方向性は、障害者総合支援法で実施が

義務づけられているため、市による実施、現行

どおりとしており、障害者等の意思決定を尊重

する中で、自立や社会参加につながるよう、今

後も就労支援の充実や病院等からの地域移行に

向けた支援に取り組みます。 

 次に、４９ページをお願いします。 

 ４９ページ上の表、障がい児通所支援事業で

す。 

 この事業は、障害児等が将来自立した生活を

送ることができるように、日常生活における基

本的な動作の指導や集団生活への適応訓練など

を事業所で行うとともに、保護者に対しても家

庭での養育について支援等を行うものです。 

 決算額は５億８９１７万円で、就学前の障害

児を対象にした児童発達支援１億８０３４万２

０００円、就学している障害児を対象にした放

課後等デイサービス３億６３５８万４０００円

が主なものです。 

 特定財源として、２分の１の国庫支出金、４

分の１の県支出金があります。 

 今後の方向性は、児童福祉法で実施が義務づ

けられているため、市による実施、現行どおり

としておりますが、サービス利用支給決定児童

数は年々増加していることから、今後も障害の

特性に合った療育を提供するとともに、相談支

援体制の充実・強化を図り、保護者等に対して

も一層の支援や助言に取り組んでまいります。 

 次に、４９ページをお願いします。 

 ４９ページ下の表、電力・ガス・食料品等価

格高騰重点支援給付金給付事業（重点交付金）

です。 

 この事業は、国の物価・賃金・生活総合対策

において、電力・ガス・食料品等の価格高騰に

よる負担増を踏まえ、特に家計への影響が大き

い低所得世帯に対して、１世帯当たり当初３万

円、追加７万円の給付金を支給するものです。 
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 決算額は１７億３０７２万２０００円で、給

付金１７億１１３１万円が主なものです。 

 不用額７０２５万５０００円の主な理由は、

給付金の支給対象となる世帯数が当初の想定数

を下回ったことによるものです。 

 特定財源としまして、国庫支出金及び県支出

金があります。 

 当初の３万円給付事業は昨年度で事業を完了

しておりますが、追加の７万円給付事業は申請

期限が本年３月末日となっていたため、４月に

支払う給付金の事業費１億２７３３万１０００

円を翌年度に繰り越しております。 

 今後の方向性は、４月に給付金の支払いを完

了したため、完了としております。 

 次に、５０ページの上の表、物価高騰重点支

援給付金給付事業（均等割世帯）です。 

 この事業は、国の物価・賃金・生活総合対策

において、エネルギー・食料品等の価格高騰に

よる負担増を踏まえ、特に家計への影響が大き

い均等割のみ課税世帯の低所得世帯に対して、

１世帯当たり１０万円の給付金を支給するもの

です。 

 決算額は２億８９７３万４０００円で、給付

金２億８６５０万円が主なものです。 

 特定財源としまして、１０分の１０の国庫支

出金があります。 

 また、本事業は、本年８月末日が申請期限と

なっているため、事業費１億６７８万７０００

円を翌年度に繰り越しております。 

 今後の方向性は、国の指針に基づき、市によ

る実施、現行どおりとしております。 

 以上が、民生費中の社会福祉費関係となりま

す。 

 次に、民生費中の児童福祉費関係の主な事業

です。 

 ５１ページをお願いいたします。 

 ５１ページ下の表、放課後児童健全育成事業

です。 

 この事業は、仕事などにより昼間、保護者の

いない家庭の小学生児童を対象に、放課後等の

子供の安全・安心を確保し、児童の健全育成と

保護者の仕事と子育ての両立を図るもので、放

課後児童クラブ３５か所に対し、事業を委託し

ているものです。 

 決算額は３億１１８６万４０００円で、児童

クラブ実施事業所への運営費２億２８４０万１

０００円が主なものです。 

 特定財源として、３分の１の国庫支出金と、

同じく３分の１の県支出金などがあります。 

 不用額２５２４万２０００円の主な理由は、

運営費において、開所日数等の減少により補助

基準額が下がったクラブがあったことや、障が

い児受入強化推進事業において、予定よりも実

施したクラブが少なかったことなどによるもの

です。 

 今後の方向性は、利用児童数が増加傾向にあ

ることから、引き続き児童の健全育成と保護者

の仕事と子育ての両立を図るため、利用ニーズ

に応じた整備を行うこととし、市による実施、

規模拡充としています。 

 次に、５２ページをお願いします。 

 上の表、病児・病後児保育事業です。 

 この事業は、病中、または病気の回復期にあ

る児童を施設で預かることにより、保護者の子

育てと就労の両立と児童の健全な育成を支援す

るものです。 

 八代乳児院と八代ひかり福祉会が運営する市

内３施設に加え、八代北部地域医療センターが

運営する施設を定住自立圏共生ビジョンに基づ

き、本市と氷川町とで相互利用しております。 

 決算額は２６３５万４０００円で、委託料２

３５５万３０００円が主なものです。 

 特定財源として、３分の１の国庫支出金と、

同じく３分の１の県支出金及び氷川町負担金が

あります。 

 今後の方向性は、市による実施、現行どおり
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としていますが、利用件数は増加傾向にあり、

地域的な偏在も見られるため、新たな委託先も

検討してまいります。 

 次に下の表、八代市出産祝い金給付事業です。 

 この事業は、出産・子育てに関する経済的負

担の軽減を図り、子供の健全な育成に資するた

め、本市で出生した新生児を養育する者に対し、

出産祝い金を給付するものです。 

 決算額は３７３７万円で、全額が給付金であ

り、計６６０人に寄附しています。 

 その他特定財源として、ふるさと八代元気づ

くり応援基金繰入金があります。 

 今後の方向性は、事業を推進することで、子

育て世帯の負担軽減とともに本市への移住・定

住促進にもつながるため、制度の周知を徹底す

ることとし、市による実施、現行どおりとして

います。 

 次に、５３ページをお願いします。 

 上の表、子育て世帯訪問支援事業です。 

 この事業は令和５年１１月から開始した事業

で、家事・育児等に対して、不安または負担を

抱える家庭の居宅に訪問支援員を派遣し、家庭

や養育環境を整え、虐待リスク等の高まりを未

然に防止するものです。 

 決算額は４万７０００円で、産後ヘルパーの

利用が２世帯、要保護児童等訪問支援が１世帯

となっております。 

 特定財源として、２分の１の国庫支出金及び

４分の１の県支出金があります。 

 不用額３７０万８０００円の主な理由は、年

度途中の事業開始となったことや特に支援が必

要な家庭に利用勧奨を行ったものの、利用に至

らないケースもあったため、当初の利用見込み

数を下回ったことによるものです。 

 支援が必要な妊産婦や子育て家庭を早期に発

見し、関係機関と連携し、事業を実施していく

必要があるため、今後の方向性は、市による実

施、現行どおりとしております。 

 次に、５３ページ下の表、出産・子育て応援

事業です。 

 この事業は、令和５年２月から開始した事業

で、全ての妊婦や子育て世帯が安心して出産・

子育てができるよう、妊娠期から出産・子育て

まで一貫した支援の充実を図るため、伴走型相

談支援及び経済的支援を一体として実施するも

のです。 

 具体的には、妊娠届出時の面談実施後に出産

応援ギフト５万円を、出産後から乳幼児全戸訪

問までの面談実施後に子育て応援ギフト５万円

を支給しております。 

 決算額は８６３５万６０００円で、交付金８

１３０万円が主なものです。 

 令和５年度において、令和４年度の未支給分

を遡及して給付しており、あわせて、出産応援

ギフト８２５件、子育て応援ギフトを８０１件

支給しております。 

 特定財源として、国庫支出金及び県支出金が

あります。 

 今後の方向性は、市による実施、現行どおり

としており、引き続き、妊婦や子育て世帯の不

安や負担の軽減を図ってまいります。 

 次に、５４ページをお願いします。 

 ５４ページ上の表、放課後子ども環境整備事

業です。 

 この事業は、放課後児童クラブを実施する施

設の新設や改修などの環境整備を行うことによ

り、子供の放課後等の安全・安心な活動場所を

確保するものです。 

 決算額は３８４６万９０００円で、新設した

第２太田郷児童クラブ、千丁いぐさっこ第２児

童クラブの施設整備費１６０３万３０００円や

令和４年度の繰越事業で日奈久校区のみずほ学

童クラブの改築に係る整備費補助金２１７９万

４０００円が主なものです。 

 特定財源として、国庫支出金、県支出金及び

地方債があります。 
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 今後の施設整備により、新たに４０人の児童

受入れが可能となり、待機児童の解消につなが

っているため、今後も利用ニーズ等の状況に応

じ、必要な施設整備を行うこととし、今後の方

向性は、市による実施、現行どおりとしており

ます。 

 次に、５４ページ下の表、子どもの貧困対策

推進事業です。 

 この事業は、子供等に対して無料または低額

で食事を提供する――いわゆる子ども食堂を運

営する団体に対して、実施回数に応じて補助金

を交付するもので、令和５年度から開始した事

業になります。 

 決算額は４５万円で、４団体に対して補助金

を交付しております。 

 特定財源として、１０分の１０の県支出金が

あります。 

 本年度に新規開設された団体もあり、子ども

食堂の安全・安心な運営体制を整え、子供の貧

困対策の推進につなげるため、市による実施、

現行どおりとしています。 

 次に、５７ページをお願いします。 

 ５７ページ上の表、公立保育所運営事業です。 

 この事業は、公立保育園９園について、保育

を必要とする児童の入所事務を行うとともに、

保育を実施するための管理運営を行うものです。 

 決算額は２億６１９１万８０００円で、会計

年度任用職員５７人分の報酬等１億４１９４万

４０００円、給食の賄い材料代３８０２万４０

００円、５つの保育園の給食業務委託料２７８

５万２０００円が主なものです。 

 特定財源として、県支出金や保育料など、そ

の他特定財源があります。なお、保育料収入は、

令和５年９月から保育料の無償化を行ったため、

４月から８月までの５か月分となっています。 

 不用額１５６１万７０００円の主な理由は、

園児数が当初見込んでいた数よりも少なかった

ため、運営にかかる費用が減ったことや工事請

負費及び備品購入費の入札残などによるもので

す。 

 今後の方向性は、公立保育園は、児童の保育

や子育て支援という役割だけでなく、市全体の

保育の質の向上やセーフティネットとしての役

割も求められているため、市による実施、現行

どおりとしています。 

 少子化による入所児童数の減少をはじめ、多

様な保育ニーズへの対応や施設の老朽化などの

状況もあり、本年４月に鏡第二保育園を鏡保育

園へ統合し、現在、公立保育園は８園となって

おります。今後も運営の効率化や状況に応じて

民営化などを検討してまいります。 

 次に、５８ページをお願いします。 

 下の表、私立保育所保育事業です。 

 この事業は、主に保育を必要とする児童の保

育を私立の保育所に委託するものです。また、

保育士の業務負担を軽減し、離職防止を図るた

め、保育補助者の雇い上げの費用の補助、保育

ＩＣＴシステム導入費用の補助を行っています。 

 決算額は４２億６６５６万円で、市内の私立

保育所４３園や氷川町などの市外の私立保育所

１６園への保育委託に係る給付費４２億３５５

９万円が主なものです。 

 特定財源として、２分の１の国庫支出金、４

分の１などの県支出金と保育料があります。保

育料収入は、令和５年９月から保育料の無償化

を行ったため、４月から８月までの５か月分と

なっております。 

 不用額２９４６万３０００円の主な理由は、

給付費の加算の適用が見込みよりも少なかった

ことによるものです。 

 今後の方向性は、保護者の子育てと就労の両

立支援のため、重要な事業であることから、法

や国の基準に基づき、引き続き保育ニーズに対

応することとし、市による実施、現行どおりと

しております。 

 次に、６０ページをお願いします。 
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 ６０ページ下の表、私立保育所施設整備事業

です。 

 この事業は、保育所等における児童の安全確

保及び保育環境の改善を図ることを目的に、園

舎の耐震化及び老朽施設の整備を行う私立保育

所等に対して補助金を交付するものです。 

 決算額は１億５５０万２０００円で、千丁校

区のあけぼの保育園の整備に対する補助金とな

っています。２か年にわたる補助のうち、１年

目４０％分を補助しております。 

 特定財源として、３分の２の国庫支出金及び

地方債があります。 

 今後の方向性は、安全な保育環境の促進を図

る上で重要な事業であるため、それぞれの施設

の状況に応じて事業を実施することとし、市に

よる実施、現行どおりとしています。 

 次に、６２ページをお願いします。 

 ６２ページ上の表、子育て世帯生活支援特別

給付金給付事業です。 

 これは、国の施策として、食費等の物価高騰

等に直面し、影響を特に受ける低所得の子育て

世帯の生活を支援するため、特別給付金として

１８歳までの児童１人当たり５万円を給付する

ものです。 

 決算額は１億８５５９万３０００円で、給付

金１億８２５５万円が主なものです。 

 特定財源として、１０分の１０の国庫支出金

があります。 

 不用額１２５５万５０００円の主な理由は、

受給者数が当初の想定数を下回ったことによる

ものです。 

 本年３月に支給を完了しているため、今後の

方向性は完了としております。 

 次に、６２ページをお願いします。 

 下の表、低所得の子育て世帯生活支援特別給

付金給付事業です。 

 この事業は、物価高騰が長期化する中、低所

得の子育て世帯に対し、１世帯当たり２万円及

び第２子以降の児童に５０００円を支給する県

独自の追加的な支援を行うとともに、１世帯当

たり１万円を上乗せ支給する本市独自の給付金

事業を行うものです。 

 令和４年度からの繰越事業となっており、決

算額は６９０４万２０００円で、給付金６７９

１万円が主なものです。 

 特定財源としまして、１０分の１０の国庫支

出金と、同じく１０分の１０の県支出金があり

ます。 

 本年３月に支給を完了しているため、今後の

方向性は、完了としております。 

 次に、６３ページをお願いします。 

 ６３ページ上の表、物価高騰重点支援給付金

給付事業（こども加算）です。 

 この事業は、国のデフレ完全脱却のための総

合経済対策において、低所得の子育て世帯に対

して、１８歳以下の児童１人当たり５万円の給

付金を支給するものです。 

 決算額は２５３２万４０００円で、給付金２

２４０万円が主なものです。 

 本事業は、本年８月末日が申請期限となって

いるため、事業費１億２８６５万２０００円を

翌年度に繰り越しております。 

 特定財源として、１０分の１０の国庫支出金

があります。 

 今後の方向性は、国の指針に基づき、市によ

る実施、現行どおりとしております。 

 以上が、民生費中の児童福祉費関係となりま

す。 

 次に、民生費中の生活保護関係の事業です。 

 ６３ページ下の表をお願いします。 

 生活保護費給付事業です。 

 この事業は、生活困窮者に対し、生活保護費

を支給し、最低限度の生活を保障するとともに

就労支援などの自立に向けた援助を行うもので

す。 

 決算額は３０億４４９４万３０００円で、衣
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食、その他日常生活費を給付する生活扶助６億

５８５７万５０００円、家賃等を給付する住宅

扶助３億７３９０万円、教育費を給付する教育

扶助４９７万４０００円、介護費を給付する介

護扶助１億９９３万７０００円、病気やけがの

治療費を給付する医療扶助１７億６４２４万１

０００円、高校の修学に必要な費用などを給付

する生業扶助２４５万８０００円などがありま

す。 

 なお、特定財源として、４分の３の国庫支出

金などがあります。 

 本事業は、生活保護法に基づき、国が生活に

困窮する全ての国民に対し、その困窮の程度に

応じ、必要な保護を行うものであるため、今後

の方向性は、市による実施、現行どおりとして

おります。 

 以上が、民生費における主な事業の決算状況

です。 

 続きまして、主な不用額及び流用額について、

主な予算の執行状況で触れていないものを説明

いたします。 

 まず、主な不用額です。 

 決算書の１１９ページをお願いいたします。 

 決算書１１９ページ、款３・民生費、項１・

社会福祉費、目１・社会福祉総務費、節２７・

繰出金で、９６５４万１０００円が不用額とな

っております。これは特別会計への繰出金の残

額で、内訳は、国民健康保険特別会計への繰出

金の残額１３２２万５０００円、後期高齢者医

療特別会計への繰出金の残額２８１１万円、介

護保険特別会計への繰出金の残額５５２０万６

０００円の合計となります。 

 主な理由は、国民健康保険における財政安定

化支援事業や後期高齢者医療保険料の軽減分を

県、市で負担する保険基盤安定分担金、介護保

険における保険給付費等が、それぞれ当初の支

出額の見込みを下回ったことによるものです。 

 続きまして、主な流用について御説明いたし

ます。 

 決算書１２５ページをお願いいたします。 

 項１・社会福祉費、目４・障害福祉対策費の

備考欄下から３行目で、節１２・委託料から項

１・社会福祉費、目２・老人福祉対策費、節１

２・委託料へ９７万３０００円を流用しており

ます。これは、老人福祉施設入所措置について、

八代市外の養護老人ホームの入所者数が当初の

予定より増加し、予算が不足したため、流用し

たものです。 

 次に、１２９ページをお願いいたします。 

 項２・児童福祉費、目１・児童福祉対策費の

備考欄下から３行目で、節１２・委託料から節

１９・扶助費へ１８３万２０００円を流用して

います。これは、ひとり親家庭等医療費助成に

ついて、当初の見込みより助成件数が増加し、

予算が不足したため、流用したものです。 

 以上で、民生費の決算の説明とさせていただ

きます。御審議のほど、よろしくお願いいたし

ます。 

○委員長（成松由紀夫君） それでは、以上の

部分について質疑を行います。質疑ありません

か。ありませんか。ありますか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（成松由紀夫君） なければ、以上で

質疑を終了いたします。 

 意見がありましたら、お願いします。ありま

せんか。 

○委員（橋本隆一君） 子育て世帯の低所得者

のですね、特別給付金給付事業が本年の打切り

というのがあったんですけども。市としてもで

すね、国の状況等を見ながらということですけ

ども。先ほども教育費の中でもございましたけ

れども、やはり物価高騰はまだ続いております

ので、何とか市のほうでもですね、そういった

補助のほうをまた再度検討していただくように

意見として申し上げたいと思います。お願いし

ます。 
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○委員長（成松由紀夫君） ほかに御意見ござ

いますか。 

○委員（橋本徳一郎君） 独り親世帯のやっぱ

り補助というのですね、先ほども言われました

けれども、やはり物価高騰でかなり苦しいとい

う話をよく聞きます。継続して補助していただ

くというのも必要かなと思います。 

 あわせて、その子育て世帯の訪問が非常に件

数が少なかったというのがありましたけれども、

これをどういうふうに引っかけていくかという

のが、これは非常に工夫が要るかなという部分

がありますので、そこはしっかり研さんをして

いただく必要があるかなというふうに思います。 

○委員長（成松由紀夫君） ほかにございませ

んか。 

○委員（大倉裕一君） 質問をしそびれました

けど、意見でここでまとめて申し上げますが。 

 保育料の完全無償化、――市の方針としてで

すね、非常にいいことだというふうに思います。

部長のほうから、他市の保護者の方の意見とし

て羨ましがられているというような御紹介もご

ざいましたが、羨ましがられているだけでは八

代市は安心しちゃいかんと思うんです。その

方々をやっぱり八代市に引き込んで、八代の子

供数が増えるとか人口が増えるというような成

果に結びつけていく必要があるというふうに思

います。 

 その部分の分野は健康福祉部じゃないと思い

ますけども、そういったところを、保育園です

ね、公立、私立一緒になって、また、担当部以

外の企画部ですか、と一緒になって呼び込んで

いただくという施策をですね、しっかり展開し

ていただきたいなというふうに思います。 

 呼び込むためには、そういった保育所の準備

も必要でしょうし、市の企画政策課あたりとの

連携も必要だと思いますので、そこをしっかり

施策にですね、取り組んでいただくことを要望

しておきます。よろしくお願いしておきます。 

○委員長（成松由紀夫君） ほかにございませ

んか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（成松由紀夫君） なければ、以上で

第３款・民生費について終了いたします。 

 執行部入れ替わりのため、小会いたします。 

（午後１時４１分 小会） 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

（午後１時４２分 本会） 

○委員長（成松由紀夫君） 本会に戻します。 

 次に、第４款・衛生費及び第１０款・災害復

旧費中、健康福祉部関係分について、説明を願

います。 

○健康福祉部次長（福祉事務所次長兼務）（吉

田 浩君） 皆様、こんにちは。（｢こんにち

は」と呼ぶ者あり）健康福祉部、吉田です。よ

ろしくお願いいたします。恐れ入りますが、着

座にて御説明させていただきます。 

○委員長（成松由紀夫君） どうぞ。 

○健康福祉部次長（福祉事務所次長兼務）（吉

田 浩君） それでは、令和５年度八代市一般

会計歳入歳出決算のうち、款４・衛生費及び款

１０・災害復旧費の歳出のうち、健康福祉部所

管分の主な事業につきまして、令和５年度にお

ける主要な施策の成果に関する調書（その１）

及び令和５年度八代市一般会計歳入歳出決算書

を用いて御説明いたします。 

 まず、調書の１１ページをお願いします。 

 歳出決算の状況で、款４・衛生費の行を御覧

ください。 

 中央の列、支出済額は４４億１７９１万３０

００円で、２つ右の執行率は９１.７％、その

右全体の中での構成比は６.６％です。前年度

と比較しますと、一番右の列８４３０万３００

０円の増となっております。これは、主に子供

医療費助成事業、新型コロナウイルス予防接種

健康被害給付金事業などの増加によるものです。 

 次に、主要な施策の成果に関する調書６４ペ
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ージをお願いいたします。 

 まず、６４ページの下の表、千丁健康温泉セ

ンター管理運営事業でございますが、市民の健

康増進と福祉の向上を図るため、温泉施設の運

営と維持管理を実施しております。 

 決算額は３８０４万５０００円で、燃料費１

００３万２０００円、温泉管理業務委託料１４

６５万２０００円、温泉受付業務委託料６９１

万７０００円が主なものです。 

 特定財源としまして、温泉入館料などがあり

ます。 

 今後の方向性としましては、市による実施、

現行どおりとし、開館から２８年が経過し、施

設の老朽化が進んでおりますことから、今後も

修理等を行い、適切に施設の維持管理を行って

まいります。 

 次に、６５ページをお願いいたします。 

 上の表、不妊治療助成事業でございますが、

市民が安心して子供を産み、育てることができ

る環境づくりを推進するため、不妊治療を受け

る夫婦に対し、不妊治療にかかる費用の一部を

助成し、経済的負担の軽減を図るものです。 

 決算額は３５１万１０００円で、一般不妊治

療に係る助成金１２０万７０００円、特定不妊

治療並びに生殖補助医療に係る助成金２１９万

８０００円が主なものです。 

 特定財源としまして、県支出金とふるさと八

代元気づくり応援基金繰入金があります。 

 不用額の８９万３０００円は、不妊治療が健

康保険適用となった影響等により、申請者が減

少し、助成額が見込みより少なくなったことに

よるものです。 

 今後の方向性としましては、市による実施、

現行どおりとし、少子化対策として有効な事業

でありますので、対象者の経済的負担軽減のた

め、事業を継続して実施してまいります。 

 次に、６５ページの下の表、乳幼児健康支援

事業でございますが、全ての乳幼児が心身とも

に健やかに育つことができるよう、４か月児健

診などの乳幼児健診や未熟児訪問指導、乳児家

庭全戸訪問などの母子訪問指導等を実施し、支

援を行っております。 

 決算額は２２１３万６０００円で、八代市医

師会及び八代郡市医師会への乳幼児健診委託料

５７２万８０００円、乳児家庭全戸訪問事業に

従事する助産師等の会計年度任用職員報酬等１

０９０万５０００円が主なものです。 

 特定財源としまして、国庫支出金と県支出金

があります。 

 不用額７３万５０００円は、健診における医

師派遣等の調整によるものです。 

 今後の方向性としましては、市による実施、

現行どおりとし、年齢に応じた適切な保健指導

や健診内容の充実、関係機関との連携強化によ

り、心身ともに健全な子供の育成等に継続して

取り組んでまいります。 

 次に、６６ページ上の表、こども医療費助成

事業でございますが、１８歳までの子供の通院、

入院などにかかる医療費の自己負担分を全額助

成することで、保護者の経済的負担を軽減し、

子供の健康保持と健全育成を図るものです。 

 決算額は５億９１７３万６０００円で、医療

費助成５億７６８８万３０００円、熊本県国民

健康保険団体連合会等への審査支払手数料１４

４９万円が主なものです。 

 特定財源としまして、県支出金とふるさと八

代元気づくり応援基金繰入金などがあります。 

 今後の方向性としましては、市による実施、

現行どおりとし、事業継続により、子供が安

全・安心に医療を受けることができる環境整備

と保護者の経済的負担の軽減を図ってまいりま

す。 

 次に、６６ページの下の表、初期救急医療推

進事業でございますが、夜間や休日における軽

度の突発的な疾患に対応するため、初期救急医

療体制の充実を図るものです。 
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 決算額は３４８６万８０００円で、八代市医

師会立病院内に設置しております夜間急患セン

ターの運営を八代市医師会に委託する八代市夜

間急患診療業務委託としまして２７６６万１０

００円、また、休日在宅当番医制事業委託とし

まして、八代市医師会への委託料４６４万円、

同じく八代郡市医師会への委託料１５４万３０

００円が主なものです。 

 特定財源はありません。 

 今後の方向性としましては、市による実施、

現行どおりとし、市民が安心して暮らせる環境

の維持に努めてまいります。 

 ３つ飛びまして、６８ページの上の表、地域

医療支援事業でございますが、八代医療圏域に

おける地域医療の維持・確保を図るものです。 

 決算額は１１３万５０００円で、地域医療・

総合診療実践学寄附講座負担金３５万８０００

円、災害時拠点強靱化緊急促進事業負担金７６

万５０００円など、熊本県への負担金が主なも

のです。 

 なお、災害時拠点強靱化緊急促進事業負担金

につきましては、熊本労災病院の新棟建設事業

が令和５年度から７年度までの３か年で計画さ

れており、災害時の負傷者等の受入れスペース

などの整備分に係る令和５年分の事業費に対し、

県及び本市と氷川町で負担を行うものです。 

 特定財源としまして、地方債があります。 

 今後の方向性としましては、市による実施、

現行どおりとし、地域医療の維持・確保に向け

て、熊本県等と連携した取組を行ってまいりま

す。 

 次に、６８ページの下の表、産後ケア事業で

ございますが、産後鬱の予防や新生児への虐待

予防を図り、産後も安心して子育てができるよ

う、産後間もない産婦を対象とした産婦健診の

結果等から、支援が必要な方に対し、心身のケ

アや育児サポート等を行っております。 

 決算額は５００万５０００円で、医療機関へ

の産婦健康診査委託料２９５万３０００円、医

療機関や助産所に対する産後ケア事業委託料１

７０万２０００円が主なものです。 

 特定財源としまして、国庫支出金があります。 

 不用額９１万４０００円は、産婦健康診査受

診者や産後ケアの宿泊利用者が当初見込みより

少なかったことによるものです。 

 今後の方向性としましては、市による実施、

現行どおりとしております。産後ケア事業は、

サービス内容の拡充等により利用者の増加につ

ながっており、今後も医療機関等と連携し、産

後も安心して子育てができるよう、妊娠期から

の切れ目のない支援を強化してまいります。 

 次に、６９ページの下の表、各種予防接種事

業でございますが、予防接種法に基づき、感染

のおそれがある疾病の発症や重症化及び蔓延を

予防するため、各種予防接種を実施しておりま

す。 

 決算額は３億５６８４万１０００円で、集団

予防として、乳幼児や児童生徒を対象に実施す

るＡ類疾病の予防接種委託料２億５１０９万９

０００円、個人予防として、高齢者を対象に実

施するＢ類疾病の予防接種委託料９１８８万９

０００円が主なものです。 

 特定財源としまして、国庫支出金と県支出金

があります。 

 不用額２１１２万８０００円は、主に高齢者

のインフルエンザワクチン接種者が当初見込み

より少なかったことによるものです。 

 今後の方向性としましては、市による実施、

現行どおりとし、今後も市民に対して最新の情

報を提供するとともに、効果的な接種勧奨を行

い、接種率の向上を目指してまいります。 

 次に、７０ページの上の表、新型コロナウイ

ルスワクチン接種事業でございますが、予防接

種法に基づく臨時接種として、市民が早期に安

全で安心な接種が受けられる体制を整備すると

ともに、接種の実施により感染症の発症や重症
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化を予防し、感染の蔓延を防止するものです。 

 決算額は２億４６５３万２０００円で、ワク

チン接種業務委託（個別接種費用）１億４７８

３万１０００円、集団接種会場設営・運営業務

委託６１２万３０００円が主なものです。 

 なお、特定財源としまして国庫支出金があり

ます。 

 不用額１億２３０９万１０００円は、新型コ

ロナウイルス感染症が５類に移行し、接種者が

減少したことにより、見込んでいた個別接種の

接種費用やワクチン等配送業務委託料等が減少

したことによるものです。 

 今後の方向性としましては、新型コロナウイ

ルスワクチン接種事業は完了（終了）とし、今

後は各種予防接種事業において実施することと

し、今月から接種を開始しております。 

 次に、７０ページの下の表、新型コロナウイ

ルス予防接種健康被害給付金事業でございます

が、決算額は４５８８万２０００円となってお

り、４名に対し給付したものです。 

 今後の方向性としましては、市による実施、

現行どおりとし、国の認定が下りていないケー

スが１件ありますので、国の決定に基づき、速

やかに対応してまいります。 

 続きまして、主な流用額につきまして、決算

書を基に御説明いたします。 

 決算書につきましては、１３４ページから衛

生費関係分の記載となっております。ページは

１３７ページをお願いいたします。 

 款４・衛生費、項１・保健衛生費、目２・予

防費です。 

 １３７ページ、備考欄の中ほど、下から２つ

目になりますが、節１２・委託料より節１８・

負担金補助及び交付金へ６２１万６０００円を

流用しております。これは、新型コロナウイル

スワクチンの個別接種において対象となった医

療機関が増加したため、医療機関への補助金が

不足したことなどが主な理由です。 

 その下、同じく節１２・委託料より節２１・

補償、補填及び賠償金へ１２２万５０００円を

流用しております。これは、先ほど申し上げま

した国の新型コロナウイルスワクチン予防接種

に伴う健康被害への給付金の支出によるもので

す。 

 最後に、款１０・災害復旧費のうち関係分に

ついて御説明いたします。 

 恐れ入りますが、調書に戻っていただきまし

て、１７８ページをお願いいたします。 

 調書１７８ページ、上の表、保健衛生施設災

害復旧事業でございますが、昨年７月２４日の

落雷により、千丁健康温泉センターの源泉くみ

上げポンプの電源設備が故障したため、その復

旧修繕を行ったものです。 

 決算額は２５７万６０００円で、特定財源は

ありません。 

 復旧修繕が同年１０月１６日に完了し、１７

日に開館したことから、事業完了としておりま

す。 

 以上、衛生費及び災害復旧費のうち、健康福

祉部所管分の説明とさせていただきます。御審

議のほど、よろしくお願いいたします。 

○委員長（成松由紀夫君） それでは、以上の

部分について質疑を行います。質疑ありません

か。 

○委員（堀口 晃君） 実はですね、市民の方

からですね、ちょっとお尋ねがあって、先ほど

の䭜田次長の説明と、この吉田次長の説明を聞

いた中で、私がちょっと見つけきらんところが

ありましてですね、どこに書いてるのかなとい

うようなところがあったんで、それをちょっと

お尋ねしたいと思うんですが。 

 昨年の１２月にですね、鳥取県に何か視察に

行かれてるというようなお話なんですが、視察

には行ってらっしゃるんですかね。市民の方が

ちょっとお尋ねで、視察に行ってたら、どんな

視察だったか聞いてくれって話だったんで。 
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○理事兼健康福祉政策課長（石本 淳君） 健

康福祉政策課の石本でございます。よろしくお

願いいたします。 

 今の御質問の件なんですけれども、介護人材

のですね、確保策ということで。（委員堀口晃

君「すみません、もう１回」と呼ぶ）介護人材

の確保策。（委員堀口晃君「介護人材」と呼ぶ）

はい。昨今、介護人材の不足というのが非常に

問題視されておりまして、その確保策の一つと

しまして、外国人人材の活用についてというこ

とで、本市でも検討しているというところでご

ざいまして、その先進的な取組をされていると

いうことで、案内をいただきました鳥取県のほ

うのですね、日本語学校のほうに視察をさせて

いただいたという経緯でございます。 

○委員（堀口 晃君） ありがとうございます。 

 それは何名ぐらいで行かれて、どのくらいぐ

らいの予算がかかったのか、ちょっと分かりま

すか。 

○理事兼健康福祉政策課長（石本 淳君） 失

礼いたします。 

 本市のほうからは、職員のほうが国際課の職

員、それから健康福祉部の次長、それから私、

３名のほうで行きまして、鳥取県まで１泊２日

の行程で行ってまいりまして、それに伴う旅費

と宿泊費がかかったということで、すみません、

金額のほうはちょっと手元に持ち合わせており

ません。 

○委員長（成松由紀夫君） 石本課長、これは

衛生費に関係あるの。関係ある質問じゃないね。 

○理事兼健康福祉政策課長（石本 淳君） 衛

生費では支出はしておりません。 

○委員長（成松由紀夫君） 関係ある範囲内で、

堀口委員。 

○委員（堀口 晃君） いやいや、ですから。 

○委員長（成松由紀夫君） 衛生費、衛生費。 

○委員（堀口 晃君） いや、先ほども言いま

したように、䭜田次長の部分と、どこに書いて

あるか分からんかったもんですから、衛生費な

のか、䭜田次長が説明の中で入ってない。何な

らその後に出てくっとかなというようなところ

で、見てたら出てこなかったものですけんが、

そこでちょっとお尋ねだったんです。 

○委員長（成松由紀夫君） 後ほど担当課に尋

ねるなり何なりでよろしいですか。 

 ほかにございませんか。 

○委員（橋本徳一郎君） 健康福祉部全体で、

これもちょっとこの中に書いてないんですけど、

そういう視察だとか研修だとか専門部で研修に

行かれるような実績だとかそういったものは、

報告はないですよね、今まで。そういったこと

をちょっとお尋ねしたいんですけど。どういっ

たところに行かれて、どういう目的で。 

○委員長（成松由紀夫君） それは衛生費に。

衛生費の範囲内ですか。 

○委員（橋本徳一郎君） これは全体の部分な

のでですね。 

○委員長（成松由紀夫君） それはどっち、個

別で当たってもらっていいですか。この予算に

関係する流れで、衛生費の今、範疇なんで。よ

ろしいですか。 

 ほかにございませんか。ただいま御説明のあ

った中で。 

○委員（橋本徳一郎君） ７０ページの新型コ

ロナウイルス予防接種健康被害給付金事業のこ

とですね。４名に対して支払われたということ

なんですが、この健康被害の認定についての手

続とか、どういう形でされるんですか。 

○健康推進課長（こども家庭センター副センタ

ー長兼務）（坂井健治君） 健康推進課の坂井

でございます。よろしくお願いいたします。 

 健康被害、申出がございまして、うちのほう

で申請を受け付けております。その申請を受け

付けたものが国のほうに上がりまして、国のほ

うの審査のチームがございまして、そちらのほ

うで審査をいたしまして、そこで、認定するか
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しないか判断いたしまして、国のほうから結果

がうちのほうに返ってくるような形になります。

返ってきましたら、うちのほうで給付の決定を

いたしまして、給付しているような流れで行っ

ております。 

 以上でございます。 

○委員（橋本徳一郎君） すみません、市に対

して申請するっていった際の判断はどういう形

ですか。 

○健康推進課長（こども家庭センター副センタ

ー長兼務）（坂井健治君） 失礼いたします。 

 市の申請のほうなんですけれども、やはりワ

クチンの接種により、何らかの影響があった、

体に不調があった、とかいう場合に対して、そ

れで病院や診療所のほうに診察していただいて、

そこの医師の診断書を基にうちのほうに申請し

ていただくような形になっております。 

 以上でございます。 

○委員（橋本徳一郎君） 因果関係でワクチン

接種が原因ではないかと疑われるということで

の申請ということですね。分かりました。あと

は意見で。 

○委員長（成松由紀夫君） よろしいですね。 

 ほかにございませんか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（成松由紀夫君） なければ、以上で

質疑を終了します。 

 意見がありましたらお願いします。 

○委員（橋本徳一郎君） 全般的な薬害もそう

なんですけど、薬害の因果関係ってなかなか立

証しづらいっていうのがあるんですよね。その

辺をきちんと分かるような形でというか、分か

りやすい、申請がしやすいような形での周知と

いうのが、こういう不調があったりとか。今度、

新型コロナウイルスのワクチンも新しいタイプ

になりますので、そういうものもきちっと行政

のほうから周知をした上で、リスクも含めてで

すね、周知をした上で実施をしていただきたい

と思います。 

 以上です。 

○委員長（成松由紀夫君） よろしいですか。 

 ほかに。 

○委員（橋本隆一君） 各種予防接種事業とい

うのがございますけども、６９ページですね。

確認と、あれなんですけど、インフルエンザ等

の予防接種を受ける際は補助はなかったですよ

ね、一般の方に対して。 

○委員長（成松由紀夫君） いや、意見、意見。

今、意見ですから。 

○委員（橋本隆一君） この後に意見を言おう

と思います。確認をしてから。 

○委員長（成松由紀夫君） 質疑はできないん

ですよ。今、意見なんで。 

○委員（橋本隆一君） じゃあ、すみません。

すみません。じゃあ意見として、こういう各種

予防接種事業においては、そのインフルエンザ、

特にですね、今からそういう蔓延の機運がある

んですけれども、そういった事業に対しての一

般の市民の方へのですね、接種の助成ですかね。

そういったものをちょっと検討していただきた

い、意見として申し上げたいと思います。 

○委員長（成松由紀夫君） ほかにありません

か。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（成松由紀夫君） なければ、これよ

り採決いたします。 

 議案第１２１号・令和５年度八代市一般会計

歳入歳出決算中、当委員会関係分については、

これを認定するに賛成の方の挙手を求めます。 

（賛成者 挙手） 

○委員長（成松由紀夫君） 挙手全員と認め、

本決算は認定することに決しました。 

 執行部入替えのため、小会いたします。 

（午後２時０７分 小会） 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

（午後２時０８分 本会） 
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◎議案第１２２号・令和５年度八代市国民健康

保険特別会計歳入歳出決算 

○委員長（成松由紀夫君） 本会に戻します。 

 次に、議案第１２２号・令和５年度八代市国

民健康保険特別会計歳入歳出決算について説明

を願います。 

○健康福祉部長（福祉事務所長兼務）（福本桂

三君） 健康福祉部の福本です。よろしくお願

いいたします。それでは、着座にて説明させて

いただきます。 

○委員長（成松由紀夫君） どうぞ。 

○健康福祉部長（福祉事務所長兼務）（福本桂

三君） 健康福祉部が所管します、令和５年度

国民健康保険、後期高齢者医療、介護保険、診

療所の４つの特別会計の決算の認定をお願いす

るに当たりまして、健康福祉部長としての総括

を述べさせていただきます。 

 まず、初めに、国民健康保険特別会計です。 

 令和２年度予算で累積赤字を解消し、令和４

年度の決算においては３億５０００万円の基金

を積み立てるなど、黒字を確保することができ

たものの、令和５年度の単年度収支は約３００

０万円の赤字となりました。 

 今後も社会保険の適用拡大や団塊の世代の後

期高齢者医療への移行などにより、被保険者数

や税収が減少する一方、医療ニーズの高い高齢

者の増加や医療の高度化などの影響により、１

人当たりの医療費の増加が見込まれ、厳しい財

政状況が続くことが予想されます。 

 引き続き健全な国保財政を維持できるよう、

ジェネリック医薬品の使用促進やレセプト点検

などの医療費適正化対策、また、特定健診など

の保健事業の推進、国保税の収納率の向上など

に取り組んでまいります。 

 次に、後期高齢者医療特別会計です。 

 保険者は熊本県後期高齢者医療広域連合とな

っており、本市では、広域連合との事務分担に

基づき、各種申請の受け付け、保険証等の引渡

し、保険料の徴収・納付相談、健康保持増進事

業などを行っております。 

 後期高齢者の数は、制度発足以来、増加傾向

にあり、令和５年度末で２万３３７２人となっ

ております。 

 今後も高齢化の進展により被保険者数は年々

増加し、それに伴い医療費の増加が見込まれま

す。このため、保健事業と介護予防の一体的な

実施や高齢者健診などにより、高齢者の健康増

進を図ってまいります。 

 次に、介護保険特別会計です。 

 令和５年度の決算では実質収支が約２０億２

０００万円の黒字となり、そのうちの約８億４

０００万円を介護給付費準備基金に積み立て、

年度末の基金残高は約１５億８０００万円とな

るなど、安定した財政運営が続いております。 

 この財政の状況から、令和６年度から８年度

を期間とする八代市第９期介護保険事業計画に

おいては、本年度から３年間、６５歳以上の第

１号被保険者の介護保険料基準額を６５００円

から６０００円へ引下げを行ったところです。 

 高齢化の進展により、要介護等の認定者の微

増が想定される中、今後も高齢者が住み慣れた

地域で安心して暮らし続けることができるよう、

地域包括支援センター等との連携した介護予防

をはじめ、地域包括ケアシステムを深化・推進

してまいります。 

 最後に、診療所特別会計です。 

 本市では、泉地域の下岳地区、五家荘地区等

において、３つの僻地診療所を運営しておりま

す。 

 医師不足に伴いまして、令和４年度以降、県

による自治医科大卒の医師の派遣がない状態が

続いており、現在、市内外の地域医療支援病院

などの協力により医師派遣を行っている状況で

す。 

 また、地域の人口減少に伴い受診者数は年々

減少傾向にありますが、地域にとっては欠かせ
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ない事業であり、今後も継続して県や医師会、

医療機関と連携し、医師の確保や医療体制の整

備に努めてまいります。 

 以上、健康福祉部が所管します令和５年度特

別会計決算につきましての健康福祉部長として

の総括といたします。 

 それでは、議案第１２２号・八代市国民健康

保険特別会計及び議案第１２３号・八代市後期

高齢者医療特別会計を髙﨑国保ねんきん課長が、

議案第１２４号・八代市介護保険特別会計を草

西介護保険課長が、議案第１２８号・八代市診

療所特別会計を石本理事兼健康福祉政策課長が

説明いたしますので、御審議のほど、よろしく

お願いいたします。 

○国保ねんきん課長（髙﨑博文君） 国保ねん

きん課の髙﨑でございます。よろしくお願いい

たします。失礼しまして、着座にて説明させて

いただきます。 

○委員長（成松由紀夫君） どうぞ。 

○国保ねんきん課長（髙﨑博文君） 失礼しま

す。 

 それでは、議案第１２２号・令和５年度八代

市国民健康保険特別会計歳入歳出決算について

御説明申し上げます。 

 歳入につきましては、令和５年度八代市特別

会計歳入歳出決算書、歳出につきましては、令

和５年度における主要な施策の成果に関する調

書（その２）にて御説明いたします。 

 それでは、調書（その２）の１８１ページを

お願いいたします。 

 国民健康保険特別会計の令和５年度決算の概

略について説明させていただきます。 

 まず、表の右側、歳出の決算額の主なものを

説明いたします。 

 第１款・総務費１億７７１７万２０００円は、

職員の人件費や被保険者証、保険税算定通知書

発行に要する事務費及び国保連合会が行う共同

処理など、国保に関わる事業の経費に対する負

担金及び本市の国保運営協議会に係る経費など

でございます。 

 第２款・保険給付費１１５億６６３５万８０

００円は、被保険者の医療費等に係る保険給付

に要した経費で、歳出の約７０％を占めていま

す。 

 第３款・国民健康保険事業費納付金４５億９

８４７万２０００円は、県全体の医療費を賄う

ために市町村ごとに案分され、熊本県へ納付す

るもので、歳出の約２８％を占めています。 

 １つ飛ばしまして、第５款・保健事業費１億

２７１４万２０００円は、特定健診や特定保健

指導、人間ドック、脳ドックなどの疾病予防、

レセプト点検やジェネリック医薬品の普及啓発

などの医療費適正化に係る経費が主なものでご

ざいます。 

 次に、表の左側、歳入の決算額でございます。 

 第１款・国民健康保険税３１億４６５万円は、

被保険者から負担いただいている保険税で、歳

入の約１８％を占めております。 

 １つ飛ばしまして、第３款・国庫支出金４９

万５０００円は、令和５年度より、出産育児一

時金が４２万円から５０万円に増額されたこと

に伴う増額分の補助金３９万８０００円が主な

ものでございます。 

 第４款・県支出金１１８億４７５８万円は、

医療費に係る分を県が交付したものや医療費適

正化等の取組に応じて交付されるもの、財政面

の不均衡を調整するために交付されるものなど

で、歳入の約６９％を占めています。 

 第５款・繰入金１４億４４１８万５０００円

は、国保事業に要します人件費及び事務費分や

低所得世帯の保険税軽減分を公費で補填する分

などを一般会計から繰り入れるもので、ほとん

どが法定内繰入分でございます。 

 款を１つ飛ばしまして、第７款・諸収入５８

６０万４０００円は、滞納した被保険者から納

期を過ぎて支払われた分について、加算して徴
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収された延滞金や交通事故などの第三者行為に

より、かかった治療費を加害者へ請求し、収納

されたものが主なものでございます。 

 第８款・繰越金７億２２３７万７０００円は、

前年度の本会計決算における剰余金を繰り入れ

たものでございます。 

 歳入の決算額の合計（Ａ）は１７１億８００

８万１０００円で、歳出の決算額の合計（Ｂ）

は１６４億８４１０万６０００円でございます。

その下にあります歳入歳出差引額（Ａ）引く

（Ｂ）は６億９５９７万５０００円でございま

す。 

 なお、翌年度へ繰り越すべき財源は３９９万

３０００円で、実質収支額は６億９１９８万２

０００円でございます。 

 次に、歳出の主な事業について御説明いたし

ます。 

 １８３ページをお願いいたします。 

 上の表、国民健康保険保険給付費事業でござ

います。この事業は、被保険者の医療費等に関

わる保険給付に要した経費でございます。 

 決算額は１１５億６６３５万８０００円で、

療養給付費（一般）９８億４５０７万９０００

円、療養費（一般）７１９８万２０００円、高

額療養費（一般）１５億７１４０万５０００円

が主なものでございます。 

 不用額の２億８１２５万７０００円は、新型

コロナウイルス感染症による受診控えなどの影

響は徐々に解消されたものの、当初の見込みよ

り医療費の伸びが抑えられたことによるもので

ございます。 

 今後の方向性は、市による実施、現行どおり

としております。 

 １人当たり医療費は年々増加傾向にあります

ことから、適正な保険給付を行うとともに、保

健事業や医療費適正化事業に重点的に取り組み、

適正な保険給付に努めてまいります。 

 下の表、医療給付費分納付金事業でございま

す。 

 この事業は、平成３０年度から国保の運営に

おいて、県が財政運営の主体となったことに伴

い、熊本県が県全体の医療給付費を見込んだ上

で、市町村ごとの被保険者数や医療費水準、所

得水準を考慮して決定した納付金を納付するも

のでございます。 

 決算額は４５億９８４７万２０００円で、医

療給付費分納付金（一般）３２億９９１５万１

０００円、後期高齢者支援金等分納付金（一般）

９億３７０７万７０００円、介護納付金分納付

金３億６２０３万２０００円が主なものでござ

います。 

 今後の方向性は、市による実施、現行どおり

としています。 

 医療費が増加しますと、この納付金も増加す

ることになりますので、できるだけ医療費がか

からないよう、歳出におきましては、医療費適

正化事業や保健事業の実施により医療費の抑制

に取り組むとともに、歳入面におきましては、

保険者努力支援制度等を活用し、特別交付金の

増額に努めてまいります。 

 次に、１８４ページをお願いします。 

 上の表、医療費適正化推進事業でございます。 

 この事業は、増大する医療費の抑制のため、

特定健診の受診率向上と糖尿病性腎症重症化予

防に係る取組のほか、医療機関等から提出され

た診療報酬明細書――レセプトの点検業務、後

発医薬品であるジェネリック医薬品の使用促進

に係る取組等を通じて、医療費適正化を図るも

のでございます。 

 決算額は１７８１万２０００円で、健康推進

課の会計年度任用職員の管理栄養士４人の人件

費９８５万４０００円、国保ねんきん課でのレ

セプト点検整理等業務委託４２２万円が主なも

のでございます。 

 今後の方向性は、市による実施、現行どおり

としています。 
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 特定健診受診率の向上の取組や医療機関と連

携した保健指導を実施するとともに、効率的で

的確なレセプト点検を実施してまいります。な

お、ジェネリック医薬品の使用割合については、

国の目標値の８０％を達成していますが、今後

も引き続き周知啓発を実施し、医療費適正化を

図ってまいります。 

 次に、下の表、国保保健指導事業でございま

す。 

 この事業は、医療機関の重複受診や多くのお

薬を処方されている被保険者を対象に、看護師

が個別に訪問し、日常生活指導や適正受診に関

する指導を行い、自主的な健康づくりを支援す

るものでございます。 

 決算額２５９万５０００円は、訪問指導を行

う会計年度任用職員の看護師の報酬等に係る経

費が主なものでございます。 

 今後の方向性としましては、市による実施、

現行どおりとしています。 

 複数の薬を同時に飲むことによる副作用、誤

飲や飲み忘れのリスクがないように指導やお薬

手帳を活用した薬局との連携などに取り組み、

自主的な健康づくりを支援してまいります。 

 続きまして、１８５ページをお願いします。 

 上の表、疾病予防事業でございます。 

 この事業は、被保険者の疾病の予防と健康の

保持増進を図るとともに、適正受診に関する意

識を高めることで医療費の適正化を図るもので

ございます。 

 決算額は３０９８万円で、はり・きゅうマッ

サージ等助成金６３１万３０００円、人間ドッ

ク・脳ドック助成金１０４６万円、共同電算処

理業務委託７３６万８０００円が主なものでご

ざいます。 

 不用額７６６万９０００円は、新型コロナウ

イルス感染症による受診控えなどの影響は徐々

に解消されているものの、はり・きゅう券利用

件数や人間ドックの受診者が見込みより少なか

ったことによるものでございます。 

 今後の方向性は、市による実施、現行どおり

としています。 

 はり・きゅう券等施術助成については、症状

緩和や健康の保持が期待できることから、引き

続き実施してまいります。また、人間ドック・

脳ドックにつきましては、申込み実績がある被

保険者への勧奨通知の発送や新規受診者に向け

た受診勧奨の取組を行い、疾病の早期発見、早

期治療に結びつけてまいります。 

 その下の表、特定健診事業でございます。 

 この事業は、心筋梗塞や脳血管疾患などのリ

スクとなるメタボリックシンドローム該当者及

びその予備群を的確に抽出するために、４０歳

から７４歳までの被保険者に対して特定健診を

実施する事業でございます。 

 決算額は６５８６万６０００円で、特定健診

に係る委託料６４９０万２０００円が主なもの

でございます。 

 不用額の１１５７万８０００円は、新型コロ

ナウイルス感染症が５類に移行されたものの、

コロナ感染拡大前の令和元年度の水準までには

回復しておらず、健診受診者が見込みを下回っ

たことによるものでございます。 

 翌年度への繰越額３９９万３０００円は、令

和６年度から開始となる第４期特定健康診査及

び特定保健指導の内容変更に伴う、健康管理シ

ステムの改修が令和５年度中の完了が見込めな

かったため、繰り越したものでございます。 

 今後の方向性は、市による実施、現行どおり

としており、効果的な受診勧奨や医療機関と連

携し、受診率向上に取り組んでまいります。 

 １８６ページをお願いします。 

 特定保健指導事業でございます。 

 この事業は、特定健診の結果、特定保健指導

対象者となった方へ、早期に生活習慣の改善の

保健指導の介入を行い、人工透析等の疾病の発

症及び重症化を予防することを目的とした事業
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でございます。 

 決算額は９８８万９０００円で、特定保健指

導委託料３１９万６０００円、会計年度任用職

員、保健師、管理栄養士２人の報酬等５４８万

８０００円が主なものでございます。 

 不用額の４１２万３０００円は、特定健診受

診者が見込みより下回ったことに伴い、健診結

果に基づき実施する特定保健指導の実施者数も

予定を下回ったことによるものでございます。 

 今後の方向性は、市による実施、現行どおり

としております。 

 特定保健指導実施率の向上を目指すとともに、

保健指導に従事するスタッフのスキルアップを

図ることにより、効率的、効果的な保健指導を

実施し、メタボリックシンドロームの改善及び

生活習慣病の発症・重症化予防に取り組んでま

いります。 

 以上で、歳出の説明を終わります。 

 次に、歳入の主なものについて、令和５年度

八代市特別会計歳入歳出決算書により御説明い

たします。 

 歳入の金額につきましては、１０００円未満

を切り捨てて説明させていただきます。 

 決算書の１２ページと１３ページをお願いし

ます。 

 まず、款１・国民健康保険税でございますが、

収入済額は３１億４６５万円でございます。 

 その右側の不納欠損額１億３８４１万２００

０円は、地方税法の規定による滞納処分の停止

が３年間継続したときなど、納税義務が消滅し

てしまうものでございます。 

 その右の欄の収入未済額５億６６５１万円は

いわゆる滞納額で、令和５年度中に徴収できず、

次年度に繰り越されて徴収の対象になるもので

ございます。 

 目１・一般被保険者国民健康保険税の節１か

ら節３までは現年度課税分で、医療給付分、後

期高齢者支援金分、介護納付金分からなってお

ります。節４から節６までは滞納繰越分でござ

います。 

 目２の退職被保険者等国民健康保険税におい

ても同様でございます。 

 備考欄の還付未済額は、保険税額の更正によ

り、還付通知を出しましたが、出納閉鎖までに

受け取りがなされていないものでございます。 

 １４ページと１５ページをお願いいたします。 

 款を１つ飛ばしまして、款３・国庫支出金、

項１・国庫補助金、目１・出産育児一時金臨時

補助金、節１・出産育児一時金臨時補助金の３

９万８０００円は、令和５年度より、出産育児

一時金が４２万円から５０万円に増額されたこ

とに伴う補助金でございます。 

 目２・社会保障・税番号制度システム整備費

補助金、節１・社会保障・税番号制度システム

整備費補助金の収入済額９万７０００円は、マ

イナ保険証に関する記事を掲載した国保だより

チラシの作成経費に対して国庫補助を受けたも

のでございます。 

 １つ下、款４・県支出金の収入済額は１１８

億４７５７万９０００円でございます。 

 項１・県負担金・補助金、目１・保険給付費

等交付金、節１・普通交付金の収入済額１１４

億３３７６万円は、本市が行った保険給付費の

うち、出産育児一時金や葬祭費などを除く保険

給付費を県が交付するものでございます。 

 下の行、節２・特別交付金の収入済額４億１

３８１万９０００円は、医療費適正化等の取組

に成果を上げた保険者を評価し、成果に応じた

インセンティブとして、国から交付される保険

者努力支援分や、市町村の特殊な事情による財

政面の不均衡を調整するために交付される特別

調整交付金などでございます。 

 その下、款５・繰入金の収入済額は１４億４

４１８万４０００円でございますが、ほとんど

が法定内繰入分でございます。 

 内訳のうち、項１・一般会計繰入金、目１・
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一般会計繰入金、節１・職員給与費等繰入金の

収入済額１億７２８８万１０００円は、国保事

業に要します人件費及び事務費でございます。 

 節２・出産育児繰入金の収入済額２７９７万

２０００円は、出産育児一時金の決算額の３分

の２に相当するものでございます。 

 節３・保険基盤安定繰入金の収入済額９億８

４８４万５０００円は、低所得者数に応じ、保

険料の一定割合を公費――国、県、市で支援す

るとともに、低所得世帯の保険税軽減分を公費

で支援するもので、国、県の負担分を一般会計

で繰り入れて、市の負担分を加えて繰り入れた

ものでございます。 

 節４・財政安定化支援事業繰入金の収入済額

２億４２３１万３０００円は、被保険者の保険

税の負担能力が特に不足していること、すなわ

ち加入者の所得が低いことや高齢者が特に多い

ことなど、地域の特性による国保財政の負担の

増加に対する支援分でございます。 

 １６ページと１７ページをお願いします。 

 節５・未就学児均等割保険税繰入金の収入済

額９６１万５０００円は、全世代型社会保障改

革の子ども・子育て支援の拡充として、当該未

就学児に係る均等割保険料について、その５割

を公費で支援するもので、国、県の負担分を一

般会計で繰り入れて、市の負担分を加えて繰り

入れたものでございます。 

 節６・その他一般会計繰入金の収入済額６２

１万７０００円は、本市が実施するこども医療

事業に係る国保の国庫負担金減額分を一般会計

から繰り入れたものでございます。 

 節７・産前産後保険税繰入金の収入済額３３

万９０００円は、令和６年１月から始まった制

度で、国保に加入する妊婦の産前産後期間の保

険税の免除により減収となった保険税について、

国、県、市で支援するもので、国、県の負担分

を一般会計で繰り入れて、市の負担分を加えて

繰り入れたものでございます。 

 款を１つ飛ばしまして、款７・諸収入の収入

済額５８６０万４０００円でございます。 

 内訳のうち、項１・延滞金加算金及び過料、

目１・一般被保険者延滞金、節１・一般被保険

者延滞金の収入済額１４８８万２０００円は、

保険税が納期限までに納入されない場合に、本

来の税額に加えて遅延した日数に応じた金額を

納付していただくものでございます。 

 項を１つ飛ばしまして、項３・雑入の収入済

額は４３７２万２０００円でございます。 

 その内訳のうち、目１・一般被保険者第三者

納付金、節１・一般被保険者第三者納付金の収

入済額８６８万３０００円は、被保険者が交通

事故など、第三者行為の被害者となった場合に、

治療のため一時的に国保を使用した分を過失割

合等に応じて加害者に請求し、徴収したもので

ございます。 

 １８ページと１９ページをお願いいたします。 

 目３・一般被保険者返納金、節１・一般被保

険者返納金の収入済額３６５万円は、被保険者

が社会保険に加入した後に国保の被保険者証を

提示して医療機関を受診した場合などに、後日、

本市の国保から給付した保険給付費を返納して

いただいたものでございます。 

 目を２つ飛ばしまして、目６・国民健康保険

診療報酬等返納金、節１・国民健康保険診療報

酬等返納金３１２１万８０００円は、令和５年

３月に国保連合会の概算請求により支払いを行

った令和５年２月診療分の診療報酬について、

令和５年４月に額が確定し、過大に支払った分

の返還を受けたものでございます。 

 款８・繰越金の収入済額７億２２３７万６０

００円は、前年度の本特別会計決算における剰

余金を翌年度へ繰り入れたものでございます。 

 以上が歳入の説明でございます。 

 最後に、主な流用額について説明いたします。 

 ２１ページをお願いいたします。 

 款２・保険給付費、項１・療養諸費、目１・
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一般被保険者療養給付費の備考欄下から２行目

で、節１８・負担金補助及び交付金から、項

２・高額療養費、目１・一般被保険者高額療養

費、節１８・負担金補助及び交付金へ２９８５

万６０００円を流用しています。これは、入院

患者が増加し、当初の見込みより予算が不足し

たため、流用したものでございます。 

 これで、議案第１２２号・令和５年度八代市

国民健康保険特別会計歳入歳出決算についての

説明を終わります。御審議のほど、よろしくお

願いします。 

○委員長（成松由紀夫君） それでは、以上の

部分について質疑を行います。質疑ありません

か。 

○委員（橋本徳一郎君） 国民健康保険給付費

事業で、いろいろ一般とか高額とかの分が出て

るんですけども、高額分はほとんどが入院費だ

とは思うんですけども、その主な疾病だとか医

療行為の内容だとか、分かりますか。 

○国保ねんきん課長補佐（時枝秀一郎君） 時

枝でございます。よろしくお願いします。 

 ただいま橋本委員からの御質問につきまして

は、診療の内容まではこちらのほうで把握がで

きない状況でございますので、申し訳ありませ

んが、お答えができません。 

 以上です。 

○委員長（成松由紀夫君） ほかにございませ

んか。 

○委員（橋本徳一郎君） 特定健診だとかいろ

んなところで重症化の予防を、取組をされてい

るというふうなことが報告されましたけども、

特定健診の実施率が、令和４年が３１.８％、

令和５年が３３.１％というふうに書いてある

んですが、残りの方の受診率の把握というのは

どういうふうにされているか、分かりませんか。 

○委員長（成松由紀夫君） 答えられる範囲で

結構ですよ。 

○健康推進課長（こども家庭センター副センタ

ー長兼務）（坂井健治君） 健康推進課、坂井

でございます。 

 残りの数値につきましては、未受診者って形

になっております。全く健診のほうを受けられ

ていらっしゃらない方になります。 

 以上です。 

○委員長（成松由紀夫君） ほかにございませ

んか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（成松由紀夫君） なければ、以上で

質疑を終了します。 

 意見がありましたらお願いします。 

○委員（橋本徳一郎君） 特定健診事業として

は、確かに未受診ということになると思うんで

すけど、ほかの検診がいろんなところでされて

ると思うんですよね。そういうことを何か八代

市民の健康ということもあるので、そういうも

のも含めて、何か情報収集するような手だてを

考えていただけたらなというふうに思います。 

○委員長（成松由紀夫君） 意見ですね。 

○委員（橋本徳一郎君） 意見です。 

○委員長（成松由紀夫君） ほかにございませ

んか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（成松由紀夫君） なければ、これよ

り採決いたします。 

 議案第１２２号・令和５年度八代市国民健康

保険特別会計歳入歳出決算については、これを

認定するに賛成の方の挙手を求めます。 

（賛成者 挙手） 

○委員長（成松由紀夫君） 挙手全員と認め、

本決算は認定することに決しました。 

 執行部入れ替わりのため、休憩いたします。 

（午後２時４４分 休憩） 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

（午後２時５４分 開議） 

◎議案第１２３号・令和５年度八代市後期高齢

者医療特別会計歳入歳出決算 
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○委員長（成松由紀夫君） 本会に戻します。 

 次に、議案第１２３号・令和５年度八代市後

期高齢者医療特別会計歳入歳出決算について説

明を願います。 

○国保ねんきん課長（髙﨑博文君） 国保ねん

きん課の髙﨑でございます。引き続きよろしく

お願いいたします。失礼しまして、着座にて説

明させていただきます。失礼します。 

 それでは、議案第１２３号・令和５年度八代

市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算につい

て御説明申し上げます。 

 歳入につきましては、令和５年度八代市特別

会計歳入歳出決算書、歳出については、令和５

年度における主要な施策の成果に関する調書

（その２）にて説明いたします。 

 それでは、調書（その２）の１８７ページを

お願いします。 

 後期高齢者医療特別会計の令和５年度決算の

概略について説明いたします。 

 まず、表の右側、歳出の決算額の主なものを

説明いたします。 

 第１款・総務費８０９３万２０００円のうち、

（１）一般管理費７４１６万８０００円は、熊

本県後期高齢者医療広域連合、以後、広域連合

と申し上げます――への派遣職員２名を含む職

員の人件費や事務費でございます。 

 その下の（２）徴収費６７６万４０００円は

保険料の徴収業務に要する経費でございます。 

 第２款・後期高齢者医療広域連合納付金１９

億９７３８万６０００円は、本市から広域連合

への納付金で、歳出の約９４％を占めておりま

す。 

 内訳としましては、（１）被保険者保険料納

付金１４億９９４万３０００円は、被保険者か

ら徴収した保険料を広域連合へ納付するもので

ございます。 

 その下の（２）保険基盤安定分担金５億８７

４４万３０００円は、保険料を軽減することに

より生じる財源不足を公費で補うもので、一般

会計で受け入れた県負担分に市負担分を合わせ

て、本特別会計を経由して広域連合へ納付する

ものでございます。 

 第３款・保健事業費３９３０万１０００円は、

後期高齢者の健診、歯科口腔健診の委託料、は

り・きゅう等施設利用券の健康保持増進事業及

び高齢者の保健事業と介護予防の一体的実施事

業に要する経費でございます。 

 続きまして、表の左側、歳入をお願いいたし

ます。 

 第１款・後期高齢者医療保険料１４億１２０

８万４０００円は、被保険者から負担いただい

た保険料で、歳入の約６５％を占めております。 

 款を１つ飛ばしまして、第３款・繰入金６億

６７０３万７０００円の内訳としまして、（１）

事務費繰入金７９５９万４０００円は、後期高

齢者医療の事業に要します人件費及び事務費分

でございます。その下の（２）保険基盤安定繰

入金５億８７４４万３０００円は、歳出の保険

基盤安定分担金と同額で、保険料軽減分を県、

市の公費で補填する分を一般会計から繰り入れ

るもので、法定内繰入分でございます。 

 第４款・繰越金４１６１万９０００円は、出

納整理期間中に収納した令和４年度の保険料で、

令和４年度の実質収支額と同額になりますが、

令和５年度に広域連合へ支出しております。 

 第５款・諸収入４１５２万２０００円の内訳

で、（４）受託事業収入４０３８万３０００円

は、健診事業及び高齢者の保健事業と介護予防

の一体的実施事業に係る費用を広域連合が負担

した分でございます。 

 この表左の歳入の合計（Ａ）は２１億６２５

０万７０００円で、右の歳出の合計（Ｂ）は２

１億１８６１万１０００円でございます。その

下にあります歳入歳出差引額（Ａ）引く（Ｂ）

は４３８９万６０００円でございます。 

 翌年度へ繰り越すべき財源はございませんの
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で、実質収支額も同額でございます。 

 なお、この実質収支額分は、出納整理期間中

に収納した令和５年度分の保険料収納分でござ

いまして、令和６年度に広域連合に支払いを行

う予定でございます。 

 それでは、歳出の主な事業について、個別に

説明いたします。 

 １８８ページをお願いいたします。 

 上の表、被保険者保険料納付金事業でござい

ます。 

 この事業は、被保険者から徴収した保険料を

広域連合に納付するものでございます。 

 決算額は１４億９９４万３０００円で、その

内訳は、特別徴収分８億９８４１万７０００円、

普通徴収分４億６５３７万７０００円、枠内の

一番下にあります令和４年度出納整理期間収納

分４１６１万９０００円が主なものでございま

す。 

 今後の方向性としましては、この事業は法令

に基づく義務的な事業であるため、市による実

施、現行どおりといたしております。 

 次に、下の表、健康保持増進事業でございま

す。 

 この事業は、被保険者に年１５回を限度に１

回当たり１０００円を助成する、はり・きゅう

等施設利用券の交付並びに広域連合からの委託

事業である後期高齢者医療健診及び歯科口腔健

診を行うものでございます。 

 決算額３０６０万２０００円は、はり・きゅ

う等施設利用助成金６９１万１０００円、後期

高齢者医療健康診査業務委託２２８９万６００

０円、後期高齢者歯科口腔健康診査委託３１万

１０００円が主なものでございます。 

 今後の方向性としましては、市による実施、

現行どおりとしております。 

 はり・きゅう助成は、症状緩和や健康の保持

が期待できることから、今後も引き続き実施し

てまいります。また、高齢者の健診については、

今後も医療、保健、介護の関係課が連携して、

次のページに掲載しております高齢者の保健事

業と介護予防の一体的実施事業を推進すること

で受診率の向上を図ってまいります。 

 １８９ページをお願いいたします。 

 上の表、高齢者の保健事業と介護予防の一体

的実施事業でございます。 

 この事業は、熊本県後期高齢者医療広域連合

から受託して実施する事業で、疾病予防、重症

化予防、生活機能の改善により、高齢者の健康

寿命の延伸を図るものです。 

 決算額８６９万９０００円で、委託料８６３

万５０００円が主なものでございます。 

 不用額の９５６万円は、医療情報や医師等の

助言により効果が期待できる高齢者を選定した

ところ、想定より対象者が少なかったことが主

な理由でございます。 

 今後の方向性としましては、市による実施、

現行どおりとしております。 

 事業効果を高めるため、令和６年度から骨折

予防のためにフレイル状態の方への指導にも取

り組んでおります。 

 以上が歳出の説明でございます。 

 次に、歳入の主なものについて、令和５年度

八代市特別会計歳入歳出決算書により御説明い

たします。 

 決算書の３８ページと３９ページをお願いい

たします。金額は１０００円未満を切り捨てて

説明させていただきます。 

 まず、款１・後期高齢者医療保険料の収入済

額は１４億１２０８万３０００円でございます。 

 収入済額の右側の不納欠損額２１８万４００

０円は、高齢者の医療の確保に関する法律の規

定に基づき、不納欠損処分されているものでご

ざいます。 

 その右の欄の収入未済額１３５１万７０００

円はいわゆる滞納額で、令和５年度中に徴収で

きず、次年度に繰り越されて徴収の対象になる
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ものでございます。 

 内訳のうち、項１・後期高齢者医療保険料、

目１・特別徴収保険料、節１・現年度分の収入

済額８億９９０７万円は年金からの天引きによ

り収納したものでございます。 

 また、目２・普通徴収保険料の収入済額５億

１３０１万２０００円は納付書や口座振替によ

り収納したもので、その内訳は、節１・現年度

分の収入済額５億８６１万１０００円、節２・

滞納繰越分の収入済額４４０万１０００円でご

ざいます。 

 次に、款を１つ飛ばしまして、款３・繰入金、

項１・一般会計繰入金の収入済額は６億６７０

３万６０００円でございます。 

 内訳は、目１・事務費繰入金、節１・事務費

繰入金の収入済額７９５９万３０００円は、人

件費や各業務に必要な事務経費分を一般会計か

ら繰り入れたものでございます。 

 また、目２・保険基盤安定繰入金、節１・保

険基盤安定繰入金の収入済額５億８７４４万２

０００円は、保険料軽減分を公費で補填するた

めの保険基盤安定分担金の財源として、県が４

分の３、市が４分の１を負担することになって

おり、県の負担分を一般会計で繰り入れて、市

の負担分を合わせたものをこの特別会計へ繰り

入れたものでございます。 

 次に、款４・繰越金の収入済額は４１６１万

９０００円でございます。この繰越金は、令和

５年４月から５月の出納整理期間中に収納した

令和４年度の保険料で、保険料納付金として広

域連合に支出しております。 

 次に、款５・諸収入の収入済額は４１５２万

２０００円でございます。 

 その主な内訳でございますが、４０ページ、

４１ページをお願いします。 

 項４・受託事業収入、目１・後期高齢者医療

広域連合受託事業収入、節１・健診事業収入の

収入済額２５３５万５０００円は、本市で実施

しました高齢者健診に係る費用を広域連合が負

担したものでございます。 

 また、節２・委託金の収入済額１５０２万７

０００円は、高齢者の保健事業と介護予防の一

体的実施事業に係る委託金でございます。 

 以上が歳入の説明でございます。 

 これで、議案第１２３号・令和５年度八代市

後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算について

の説明を終わります。御審議のほど、よろしく

お願いいたします。 

○委員長（成松由紀夫君） それでは、以上の

部分について質疑を行います。質疑ありません

か。 

○委員（橋本徳一郎君） ここでもちょっとあ

ったんですけど、還付未済額がありますけど、

これは返金されなかった分と聞いてたので、こ

れは今後どういう扱いになるんでしょうか。還

付するまで保存、保管するような形なんですか。 

○国保ねんきん課主幹兼後期高齢者医療係長

（北田 剛君） 国保ねんきん課、北田と申し

ます。よろしくお願いします。 

 還付未済の分につきましては、年金特徴……。 

○委員長（成松由紀夫君） 大きい声で。 

○国保ねんきん課主幹兼後期高齢者医療係長

（北田 剛君） 特徴分についてはですね、日

本年金機構とか年金保険者から遺族に返してい

いという通知が来ましたら返していくという形

になっております。 

 普通徴収の分につきましては、遺族から手続

があり次第、返していくという形になっており

ます。 

 以上、お答えといたします。 

○委員長（成松由紀夫君） ほかにございませ

んか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（成松由紀夫君） なければ、以上で

質疑を終了します。 

 意見がありましたら、お願いします。ありま
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せんか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（成松由紀夫君） なければ、これよ

り採決いたします。 

 議案第１２３号・令和５年度八代市後期高齢

者医療特別会計歳入歳出決算については、これ

を認定するに賛成の方の挙手を求めます。 

（賛成者 挙手） 

○委員長（成松由紀夫君） 挙手全員と認め、

本決算は認定することに決しました。 

 執行部入れ替わりのため、小会いたします。 

（午後３時１０分 小会） 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

（午後３時１１分 本会） 

◎議案第１２４号・令和５年度八代市介護保険

特別会計歳入歳出決算 

○委員長（成松由紀夫君） 本会に戻します。 

 次に、議案第１２４号・令和５年度八代市介

護保険特別会計歳入歳出決算について説明を願

います。 

○介護保険課長（草西亮介君） 皆様、こんに

ちは。（｢こんにちは」と呼ぶ者あり）介護保

険課の草西と申します。どうぞよろしくお願い

いたします。それでは、着座にて御説明させて

いただきます。 

○委員長（成松由紀夫君） どうぞ。 

○介護保険課長（草西亮介君） 失礼します。 

 議案第１２４号・令和５年度八代市介護保険

特別会計歳入歳出決算につきましては、令和５

年度における主要な施策の成果に関する調書

（その２）と八代市特別会計歳入歳出決算書を

用いて御説明いたしますので、どうぞよろしく

お願いいたします。 

 まず、主要な施策の成果に関する調書（その

２）の１９０ページをお願いいたします。 

 介護保険特別会計の全体像について御説明を

いたします。 

 歳出は、表の右側のとおり、科目の１・総務

費、２・保険給付費、３・地域支援事業費など

に分かれております。 

 このうち、第１款・総務費の決算額３億４７

５８万６０００円は、職員３１名分の人件費及

び事務費、介護保険料の賦課徴収経費、要介護

認定の審査や調査に係る経費などです。 

 第２款・保険給付費の決算額１３７億３００

９万円は、介護保険サービスに係る自己負担部

分を除いた県給付の総額です。 

 第３款・地域支援事業費の決算額４億５１８

５万４０００円は、市町村が実施する介護予

防・日常生活支援総合事業や地域包括支援セン

ターの委託料などが主なものです。 

 第４款・基金積立金の決算額１万３０００円

は、介護給付費準備基金の定期預金利子を同基

金に積み立てたものです。 

 第５款・諸支出金の決算額１億６７３７万８

０００円は、令和４年度に概算交付を受けた国

県支出金の精算に伴う返還金が主なものです。 

 次に、表の左側、歳入になります。 

 介護保険制度では、人件費や一般的な事務費

などは全額を一般会計繰入金で対応し、それ以

外の介護保険事業については、基本的に２分の

１を保険料で、２分の１を公費で負担いたしま

す。 

 保険料負担に占める６５歳以上の第１号被保

険者の保険料の割合は２３％、４０歳以上６５

歳未満の第２号被保険者の保険料の割合は２

７％となっております。 

 また、介護保険料につきましては、令和３年

度から５年度までは６５歳以上の第１号被保険

者の方々の基準額は月額６５００円でございま

したけれども、介護保険特別会計の繰越額等を

踏まえ、今年度から３年間は基準額を月額６０

００円に引き下げております。 

 公費につきましては事業ごとに割合が決めら

れておりますが、大まかに申し上げますと、国

が２５％、県が１２.５％、市の負担が１２.
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５％となります。このうち市の負担分は一般会

計繰入金です。 

 令和５年度の介護保険特別会計の決算額につ

きましては、表の下の合計にありますように、

歳入総額１６７億１７９４万６０００円、歳出

総額１４６億９６９２万１０００円となってお

り、歳入歳出差引額、実質収支額ともに２０億

２１０２万５０００円です。 

 それでは、歳出の主な事業について説明させ

ていただきます。 

 １９２ページをお願いいたします。 

 下の表の介護保険認定調査事業です。 

 決算額は１億７３８万１０００円で、要介護

認定申請者の要介護度を決定するために、認定

調査員による訪問調査及び主治医に対して意見

書の作成依頼を行うもので、調査員の人件費、

主治医意見書作成料が主なものです。 

 今後の方向性は、市による実施、現行どおり

としており、今後も高齢化の進行から要介護認

定申請件数の増加が見込まれることから、適切

な認定作業を行い、利用者の方々が円滑にサー

ビスを利用できるようにしたいと考えておりま

す。 

 続きまして、１９３ページをお願いいたしま

す。 

 上の表の居宅介護サービス給付事業です。 

 この事業は、要介護認定１から５の方が、そ

の居宅において日常生活上、必要な介護を受け

る訪問サービスや、自宅から事業所等に通い、

機能訓練等を受ける通所サービス等のサービス

を受けたときに事業者へ給付するものです。 

 決算額は５６億２８２８万４０００円で、不

用額の１億３７０９万８０００円につきまして

は、給付額は昨年度の実績を上回りましたけれ

ども、サービスの利用は当初の見込みを下回っ

たことが主な理由です。 

 今後の方向性としましては、市による実施、

現行どおりとしており、今後も法令に基づき、

適切な制度運営に努めてまいります。 

 下の表の施設介護サービス給付事業です。 

 決算額は３８億５２１５万５０００円で、要

介護認定１から５の方が、特別養護老人ホーム

や老人保健施設、長期療養が必要な方が利用で

きる介護医療院などの介護保険施設に入所し、

サービスを受けたときに事業者に給付するもの

です。 

 今後の方向性としましては、市による実施、

現行どおりとしており、今後も法令等に基づき

適切な制度運営に努めてまいります。 

 続きまして、１９４ページをお願いいたしま

す。 

 上の表、居宅介護サービス計画給付事業です。 

 決算額は６億２９４８万６０００円で、要介

護認定１から５の方が、居宅において介護支援

専門員――ケアマネジャーさんが作成しました

介護サービス計画――ケアプランに基づく介護

保険サービスを利用した場合に、プラン作成料

の全額を居宅介護支援事業者へ給付するもので

す。 

 今後の方向性としましては、市による実施、

現行どおりとしており、今後も法令に基づき、

適切な制度運営に努めてまいります。 

 下の表の地域密着型サービス給付事業です。 

 決算額は２５億２０８４万８０００円で、地

域密着型サービスの利用があった場合に事業者

へ給付するものです。 

 この地域密着型サービスとは、本市にお住ま

いの方が利用できるサービスで、市が事業者の

指定と指導監督の権限を持っております。 

 サービスの種類といたしましては、定員が２

９人以下の特別養護老人ホームや認知症対応型

のデイサービスやグループホーム、訪問・通

所・泊まりの多機能を有する小規模多機能型居

宅介護などがあります。 

 今後の方向性としましては、市による実施、

現行どおりとしており、今後も法令に基づき、
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適切な制度運営に努めてまいります。 

 続きまして、１９５ページをお願いいたしま

す。 

 上の表の介護予防サービス給付事業です。 

 決算額は２億２６８１万３０００円で、要支

援認定１・２の方が自立した生活ができるよう

にするための通所リハビリテーションや福祉用

具対応などの介護予防サービスを利用した場合、

事業者へ給付するものです。 

 今後の方向性としましては、市による実施、

現行どおりとしており、今後も法令等に基づき、

適切な制度運営に努めてまいります。 

 下の表の高額介護サービス給付事業です。 

 決算額は３億２３２１万２０００円で、要介

護認定１から５の方の介護サービス利用に係る

自己負担額が過大にならないよう、世帯の課税

状況等に応じた、一月の自己負担の限度額を超

えた分を利用者に給付するものです。 

 今後の方向性としましては、市による実施、

現行どおりとしており、今後も法令に基づき、

適切な制度運営に努めてまいります。 

 続きまして、１９６ページをお願いいたしま

す。 

 上の表の特定入所者介護サービス給付事業で

す。 

 決算額は４億１０６２万４０００円で、介護

保険施設を利用した場合の食費と居住費に係る

給付になります。通常、食費と居住費は保険対

象外となり、全額自己負担となりますが、低所

得者の方々については、負担軽減のため、上限

が設けられており、その差額を施設に保険給付

するものです。 

 今後の方向性としましては、市による実施、

現行どおりとしており、今後も法令に基づき、

適切な制度運営に努めてまいります。 

 下の表の通所型サービス事業です。 

 決算額は１億８６６８万８０００円で、介護

予防・日常生活支援総合事業の一つで、要支援

者等を対象に、介護予防を目的として、自宅か

ら施設に通い、入浴・排せつ・食事等の日常生

活の支援及び機能訓練等を行うものです。 

 今後の方向性としましては、市による実施、

現行どおりとしており、後期高齢者の増加に伴

い、虚弱高齢者の増加も見込まれることから、

状態の悪化防止、維持改善を図るため、住民等

の多様な主体によるサービスの充実により、効

果的かつ効率的な介護予防に取り組んでまいり

ます。 

 続きまして、１９７ページをお願いいたしま

す。 

 上の表、地域包括支援センター運営委託事業

です。 

 この事業は、高齢者の暮らしをより身近な地

域でサポートするため、市内６圏域に地域包括

支援センターを設置し、その運営を社会福祉法

人等に委託しております。 

 決算額は１億４０１２万７０００円で、地域

包括支援センターへの委託料１億３７８８万円、

坂本・泉地区のあんしん相談センター２か所分

の委託料１９２万円が主なものです。 

 今後の方向性としましては、市による実施、

現行どおりとしており、高齢者の増加により、

認知症や介護に関する相談が増えていることか

ら、今後も十分な役割を果たせるよう、職員の

質の向上など、引き続き体制強化を図ってまい

ります。 

 下の表、生活支援事業です。 

 決算額は２３６６万２０００円で、高齢者の

方が住み慣れた地域で自立した日常生活が継続

できるよう支援を行うものです。 

 その主な内容としましては、独り暮らしの高

齢者に緊急通報装置を貸与して、緊急時の対応

や定期的な安否確認を実施する安心相談確保事

業や食事の準備や調理が困難な高齢者に対し、

食事の配達と安否確認を実施する食の自立支援

事業があります。 
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 今後の方向性としましては、市による実施、

現行どおりとしており、今後ますます高齢者が

増加すると見込まれることから、引き続き事業

のさらなる周知に努めてまいります。 

 歳出の説明は以上でございます。 

 次に、歳入の主なものにつきまして、令和５

年度八代市特別会計歳入歳出決算書で御説明を

いたします。 

 決算書の５４ページ、５５ページをお願いい

たします。 

 款１・保険料、項１・介護保険料、目１・第

１号被保険者保険料の収入済額は２９億６３８

万８０００円です。 

 このうち、節１・現年度分特別徴収保険料の

２６億７２４３万２０００円は、年金からの天

引きにより納付されたものです。 

 節２・現年度分普通徴収保険料の２億２６１

３万８０００円は納付書や口座振替で納付され

たもので、普通徴収保険料の収納率は９４.

３％、収入未済額は１４０３万８０００円です。 

 なお、特別徴収と普通徴収を合わせた現年度

分の収納率は９９.５％となっております。 

 次に、節３・滞納繰越分保険料では、介護保

険法第２００条に基づく不納欠損を行っており、

不能欠損額は１１８９万５０００円となってお

ります。 

 ２つ飛びまして、款４・支払基金交付金３７

億９７２４万円は、社会保険診療報酬支払基金

を通じて交付される第２号被保険者、すなわち

４０歳から６５歳未満の方の保険料に相当する

ものです。 

 次に、款５・国庫支出金、項１・国庫負担金、

目１・介護給付費負担金２５億７１０３万４０

００円は、介護給付費に対する国の負担分で、

負担割合は施設分が１５％、居宅などその他の

介護分が２０％になります。 

 項２・国庫補助金、目１・調整交付金１１億

４７１万３０００円は、７５歳以上の後期高齢

者割合や６５歳以上の高齢者の所得状況など、

市町村間の格差による介護保険財政の不均衡を

是正するために交付されるものです。 

 次に、５６ページ、５７ページをお願いいた

します。 

 款６・県支出金、項１・県負担金、目１・介

護給付費負担金１９億３８９９万１０００円は、

介護給付費に対する都道府県の負担分で、負担

割合は、施設分が１７.５％、居宅などその他

の介護分が１２.５％になります。 

 １つ飛びまして、款８・繰入金、項１・一般

会計繰入金、目１・一般会計繰入金２３億７６

４７万８０００円は一般会計からの法定内繰入

金です。 

 繰入金の主な内訳を御説明いたしますと、節

１・介護給付費繰入金１７億１４６３万６００

０円は、介護保険法に基づく市町村の負担分の

うち、介護保険給付費に対するもので、負担割

合は１２.５％になります。 

 ５８ページ、５９ページをお願いいたします。 

 節４・低所得者保険料軽減繰入金２億４９１

２万４０００円は、第１号被保険者保険料の低

所得者軽減強化により減収となった第１号保険

料相当分に対する繰入金です。 

 節５・その他一般会計繰入金３億４３８７万

円は、備考欄にありますように、主に要介護認

定等に係る事務費分と職員の人件費分を繰り入

れるものです。 

 款９・繰越金１７億６９８９万４０００円は

令和４年度からの繰越金で、次の款１０・諸収

入には収入未済額として高額医療合算介護サー

ビス返還金１０４万４０００円があります。 

 最後に、主な流用額について御説明いたしま

す。 

 決算書の６４ページ、６５ページをお願いい

たします。 

 款２・保険給付費、項１・保険給付費、目

１・介護サービス給付費、節１８・負担金補助
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及び交付金から、同じ款、項の目２・介護予防

サービス給付費、節１８・負担金補助及び交付

金へ１８１３万３０００円、目３・高額介護サ

ービス費、節１８・負担金補助及び交付金へ１

３２１万２０００円を流用しております。 

 これは、介護予防サービス給付事業などや高

額介護サービス給付事業において、給付額が当

初の見込額を上回ったため、居宅介護サービス

給付事業から流用したものです。 

 以上で、議案第１２４号・令和５年度八代市

介護保険特別会計歳入歳出決算の説明とさせて

いただきます。御審議のほど、よろしくお願い

いたします。 

○委員長（成松由紀夫君） それでは、以上の

部分について質疑を行います。質疑ありません

か。 

○委員（橋本徳一郎君） 居宅系の利用率、利

用件数が減少しているというのが報告にあるん

ですけども、今年じゃないですね、この事業所

が減ったりだとか、あと、ケアマネだとか、そ

ういった部分の数の変化があったりとかいう形

での影響というわけではないんですか。その理

由は、減少した理由というのはどういうことで

しょうか。 

○介護保険課長（草西亮介君） この件数の減

少といいますと、やはり事業所のほう、――私

どももちょっと理由があまり分からなかった部

分もございましたので、事業所様にちょっとお

尋ねしましたところ、やはりコロナの影響がま

だ少し残っていたというようなところもござい

まして、利用控えというところでですね、ちょ

っと件数が下がったというところでございまし

た。 

 以上でございます。 

○委員長（成松由紀夫君） ほかにございませ

んか。 

○委員（堀口 晃君） １９０ページ、介護保

険の歳入歳出の部分のところの歳出のですね、

科目の３、（４）の任意事業費とあるんですが、

決算額がこれが２５０３万７０００円か。これ

については何なんでしょう。何なんでしょう。 

○委員長（成松由紀夫君） 地域支援事業費の

中の（４）。 

○委員（堀口 晃君） そうです。 

○委員長（成松由紀夫君） 任意事業費。 

○委員（堀口 晃君） はい。 

○高齢者支援課長（成年後見支援センター所長

兼務）（久保祝子君） 高齢者支援課の久保で

す。お世話になります。よろしくお願いします。 

 任意事業といいますのは、任意事業の中には、

介護保険適正化事業、介護給付費適正化事業と

か、家族介護支援事業、成年後見制度利用支援

事業と、福祉用具住宅改修支援事業と、認知症

サポーター養成講座等、あと、地域自立支援生

活支援事業、先ほど説明しました食の自立支援

とか安心相談確保事業とかが対象になる事業に

なります。 

○委員（堀口 晃君） 主要な施策のこれには

ないわけですよね。 

○高齢者支援課長（成年後見支援センター所長

兼務）（久保祝子君） 先ほど説明をしました、

１９７ページの生活支援事業はその中に含まれ

ております。（委員堀口晃君「生活支援事業は

その中に。分かりました」と呼ぶ） 

○委員長（成松由紀夫君） よろしいですか。 

 ほかにございませんか。 

○委員（大倉裕一君） 今年度から保険料基準

額を５００円引下げということだったですよね。

令和５年度の決算で、歳入が１６７億円で、今

回、令和６年度の５００円引き下げた状況で、

歳入はどれぐらいいくと見込んでいらっしゃい

ますか。 

○介護保険課長（草西亮介君） 保険料基準額

を５００円下げた影響としまして、大体ですけ

れども、保険料の額が約３億円程度減収になる

のではないかというふうには考えております。
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そのように見込んでおります。 

○委員長（成松由紀夫君） よろしいですか。 

○委員（大倉裕一君） それと、あと基金の残

額と基金の目標額、あるかないか。あれば、こ

れぐらいを目標に考えていますというようなと

ころを教えていただければと思います。 

○介護保険課長（草西亮介君） 今、８億４０

００万円を基金に積み立てさせていただきまし

て、今のところ基金のほうが、約１５億８００

０万円ほど基金がございますので、どこまでと

いうのはちょっと明確には、ここが目標である

というのは、ちょっとないところではございま

すけれども、そこを、この基金を今後も活用し

ながら、できるだけその保険料のほうに充当が

できていけたらというふうには考えております。 

○委員（大倉裕一君） 払う側からの立場とす

れば、安いほうがいいですし、安定した運営と

いう意味も、議員ですから、考えなければいけ

ませんけども、そういう点を考えたら、もう少

し減額しても大丈夫なのかなという個人的な思

いを持つわけですけど、その点いかがですかね。 

○介護保険課長（草西亮介君） 今、御質問の

ありました、もう少し安くできるんじゃないか。

確かに、今の現状では、この基金がございまし

たら少し下げることは可能かもしれませんけれ

ども、今後の給付費の伸びというのが、恐らく

数億円程度、また伸びていくというような見込

みもございますので。なかなか、今のところ、

やっと５００円を下げさせていただきましたの

で、ここからまた今後、３年後になりますけれ

ども、また見直しというところで考えていけれ

ばというふうに考えております。（委員大倉裕

一君「はい」と呼ぶ） 

○委員長（成松由紀夫君） よろしいですね。 

 ほかにございませんか。 

○委員（橋本徳一郎君） 方向性の中で、その

フレイルの懸念というのが幾つかあったんです

けども、いろいろ介護サービスを利用されてい

る方は発見しやすいと思うんですが、それ以外

の方に対してどういうふうに見つける、発見す

るかということは何か取り組まれていますか。 

○高齢者支援課長（成年後見支援センター所長

兼務）（久保祝子君） 委員お尋ねのフレイル

予防の発見ということなんですけども、包括支

援センターが行っております元気体操教室だっ

たり、いろんな事業をしております。その中で

発見していくこと。 

 また、ちょっと介護保険とは別なんですけど

も、先ほど説明をいたしました後期高齢者の介

護予防と後期高齢の一体的実施事業のほうでフ

レイル予防に努めております。実際、こちらの

介護保険の特別会計のみではなく、後期高齢者

医療特別会計のほうのお金も使いまして、介護

予防のいろんな事業をですね、しながら、フレ

イル予防だったりとか、なるだけ閉じ籠もりを

なくすような取組を。あと、サロンだったりと

かですね、通いの場だったり、いろんな事業を

する中で、閉じ籠もりをなくして、出てきても

らって、皆さんと交流をしながら予防に努めて

いければという形で実施していきたいと考えて

おります。 

 以上、お答えといたします。（委員橋本徳一

郎君「ありがとうございました」と呼ぶ） 

○委員長（成松由紀夫君） よろしいですね。 

 ほかにございませんか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（成松由紀夫君） なければ、以上で

質疑を終了します。 

 意見がありましたら、お願いします。 

○委員（橋本徳一郎君） 今年度の介護報酬で

ですね、居宅系の報酬ががっつり下がったとい

うのが言われて、全体的に。 

○委員長（成松由紀夫君） 大きい声で。 

○委員（橋本徳一郎君） 居宅系の訪問、特に

訪問介護の報酬ですけど、下がったというのも

ありますので、全国的にもその訪問介護の事業
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所が減っているということも事例としてはあり

ます。介護サービスの提供という点で、事業所

の維持という部分ですね。行政としてもいろい

ろ気を配っていただきたいなというのと。 

 あと、以前、一般質問でも言いましたけども、

ケアマネジャーも成り手がもう少なくなってい

るというのも出ております。市でケアマネジャ

ーの数の把握もというふうなことを要望もさせ

てもらったんですけど、そういう部分も含めて

ですね、しっかりサポートをしていただけたら

なというふうに思っております。 

 以上です。 

○委員長（成松由紀夫君） 要望ですね。 

 ほかにございませんか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（成松由紀夫君） なければ、これよ

り採決いたします。 

 議案第１２４号・令和５年度八代市介護保険

特別会計歳入歳出決算については、これを認定

するに賛成の方の挙手を求めます。 

（賛成者 挙手） 

○委員長（成松由紀夫君） 挙手全員と認め、

本決算は認定することに決しました。 

 執行部入れ替わりのため、小会いたします。 

（午後３時３８分 小会） 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

（午後３時３９分 本会） 

◎議議案第１２８号・令和５年度八代市診療所

特別会計歳入歳出決算 

○委員長（成松由紀夫君） 本会に戻します。 

 次に、議案第１２８号・令和５年度八代市診

療所特別会計歳入歳出決算について説明を願い

ます。 

○理事兼健康福祉政策課長（石本 淳君） 改

めまして、こんにちは。（｢こんにちは」と呼

ぶ者あり）健康福祉政策課の石本でございます。

恐れ入りますが、着座にて説明をさせていただ

きます。 

○委員長（成松由紀夫君） どうぞ。 

○理事兼健康福祉政策課長（石本 淳君） 失

礼します。 

 それでは、議案第１２８号・令和５年度八代

市診療所特別会計歳入歳出決算につきまして御

説明いたします。 

 診療所特別会計は、泉地域の五家荘地区にあ

ります椎原診療所、下岳地区にあります下岳診

療所、柿迫地区にあります泉歯科診療所の３つ

の僻地診療所の運営管理にかかる事業でござい

ます。 

 それでは、まず、決算状況について御説明い

たします。 

 令和５年度における主要な施策の成果に関す

る調書（その２）の２０４ページをお願いいた

します。 

 表の下から４行目の合計の欄を御覧ください。 

 まず、右側の歳出の合計ですが、予算額７０

２０万２０００円に対しまして、決算額は６２

４７万３０００円でございます。予算額に対す

る執行率は８９％となっております。 

 次に、左側の歳入の合計でございますが、診

療所特別会計は、歳出から事業収入や補助金収

入などを差し引き、不足する分を一般会計から

の繰入金で賄っておりますので、予算額、決算

額ともに歳出と同額で、歳入歳出差引額はゼロ

円となります。 

 なお、翌年度へ繰り越すべき財源はございま

せんので、実質収支額もゼロ円となっておりま

す。 

 次に、内容につきまして御説明いたします。 

 歳入につきましては、令和５年度八代市特別

会計歳入歳出決算書にて、歳出につきましては、

令和５年度における主要な施策の成果に関する

調書（その２）にて、それぞれ御説明いたしま

す。 

 まず、歳出でございます。 

 ２０５ページをお願いいたします。 
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 上段の診療所一般管理事業は、３つの僻地診

療所を運営する事業で、決算額は５２３３万３

０００円でございます。 

 主要な施策の概要のうち、主なものは、椎原

診療所の会計年度任用職員の看護師２名に係る

給与等に５３２万２０００円、同じく共済費と

して９１万８０００円、光熱水費１０１万２０

００円、委託料としまして、令和４年度以降、

椎原診療所の医師派遣について、医師不足によ

り、県からの自治医科大卒医師の派遣がかなわ

ない状況が続いていることから、八代北部地域

医療センター、熊本総合病院、熊本労災病院、

熊本整形外科病院の４病院との執行契約による

医師派遣及び医師の送迎、また、患者送迎の委

託費などとして３８２２万６０００円、使用料

及び賃借料として、医療事務システムリース料、

下岳診療所駐車場使用料１４５万５０００円な

どがございます。 

 今後の方向性としましては、市による実施、

現行どおりとしております。 

 今後も地域住民に適切な医療を提供するため、

引き続き県に対して自治医科大卒医師の派遣を

要請するとともに、必要な看護師等の配置、医

療機器の更新等を適宜進めてまいります。 

 次に、下段の診療所医療事業につきましては、

診療に際して、症状・原因等の的確な把握のた

めに行う血液検査の検査機関への委託や治療に

使用する医薬品、医薬材料の購入などを行うも

ので、決算額は８４１万８０００円でございま

す。 

 主要な施策の概要のうち主なものは、医薬品

の購入費６０７万１０００円、血液検査等に必

要な医薬材料の購入費７２万９０００円でござ

います。 

 今後の方向性としましては、市による実施、

現行どおりとし、今後も適切な検査や必要な医

薬品等が提供できるように体制を確保してまい

ります。 

 以上で、歳出の説明を終わります。 

 続きまして、歳入の御説明をいたします。 

 歳入につきましては、決算書にて御説明いた

します。 

 決算書の９２、９３ページをお願いいたしま

す。 

 ９３ページの中ほどにあります収入済額欄の

内容について御説明いたします。 

 まず、左側９２ページの表の一番上、款１・

診療所事業収入、項１・診療収入、目１・保険

収入、９３ページに移りまして、節１・保険診

療報酬は２１０３万円でございます。これは各

診療所で行いました保険診療に対して支払われ

る診療報酬でございます。 

 それぞれの診療所分の内訳は、右の備考欄に

ありますように、椎原診療所が９８１万９００

０円、下岳診療所が１１１８万６０００円、歯

科診療所が２万４０００円でございます。 

 目２、節１・一部負担金収入３５７万４００

０円は、受診者が窓口で支払う自己負担金でご

ざいます。 

 目３、節１・その他診療収入８５万２０００

円は、新型コロナウイルスやインフルエンザ等

の予防接種による収入でございます。 

 款２・使用料及び手数料、項１・使用料、目

１、節１・診療所使用料１３万５０００円は、

下岳診療所の医師住宅の使用料等でございます。 

 項２・手数料、目１、節１・診療所手数料４

３万５０００円は、介護保険に係る主治医意見

書料等でございます。 

 款３・県支出金、項１・県補助金、目１・へ

き地診療所県補助金、節１・へき地診療所運営

費補助金の１５３１万２０００円は、３つの僻

地診療所の補助率３分の２の運営費補助金でご

ざいます。 

 節２・へき地患者輸送車運行支援事業補助金

３８万２０００円は、椎原診療所の患者送迎の

経費に対する補助率２分の１の補助金でござい
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ます。 

 次に、款４・繰入金です。９５ページまでに

わたりますが、項１、目１、節１・一般会計繰

入金の収入済額１９８９万３０００円は、一般

会計からの財源補填のための繰入金でございま

す。 

 款５・繰越金につきましては、令和５年度も

繰越金はございません。 

 款６・諸収入、項１、目１・雑入、節１・売

上収入２０００円は、椎原診療所に設置してお

ります太陽光発電の余剰電気の売上収入でござ

います。 

 節２・雑入８５万５０００円は、椎原診療所

で雇用している会計年度任用職員の雇用保険料

３万１０００円と、医療提供体制設備交付金

（過年度分）としまして、令和４年度に椎原、

下岳の両診療所に導入しましたオンライン確認

システムに係る社会保険診療報酬支払基金から

の交付金が今年度交付されたもので、８２万４

０００円でございます。 

 以上、収入済額の合計になりますけれども、

９８ページ、実質収支に係る調書をお願いいた

します。 

 収入総額６２４７万３０００円でございまし

て、歳出と同額となり、実質収支額はゼロ円と

なります。 

 最後に、流用額につきまして御説明いたしま

す。 

 決算書９６、９７ページをお願いします。 

 款１・総務費、項１・総務管理費、目２・医

療費、節１０・需用費から同じ款、項、目、節

１３・使用料及び賃借料へ６６万９０００円を

流用しております。これは下岳診療所医療事業

において、当該診療所の患者に対し、在宅にお

ける呼吸療法による治療を行うため、その医療

機器をリースにより導入するため、流用したも

のでございます。 

 以上で、令和５年度八代市診療所特別会計歳

入歳出決算についての説明とさせていただきま

す。御審議のほど、よろしくお願いいたします。 

○委員長（成松由紀夫君） それでは、以上の

部分について質疑を行います。質疑ありません

か。 

○委員（橋本徳一郎君） 保険収入で、歯科診

療所が２万４０００円ですか。実際、これは何

人ぐらい利用された。 

○理事兼健康福祉政策課長（石本 淳君） 歯

科診療所の患者数でございますけれども、延べ

人数で令和５年度は７名という状況でございま

す。 

○委員（橋本徳一郎君） 実質の件数は何名な

んですか。 

○理事兼健康福祉政策課長（石本 淳君） 患

者の実人員が５名でございます。何回かかかっ

た方がいらっしゃるということで、実人員５名、

延べ人数７名という状況でございます。 

○委員長（成松由紀夫君） ほかにございませ

んか。 

○委員（大倉裕一君） 今後の方向性というと

ころで、これからも自治医大卒のお医者さんで

すね、お願いしていきたいということですけど

も、ずっとお願いをされて何年か来ているとは

思うんですけども、実際問題として、お願いさ

れている立場から、実現可能というような、思

われていますか。どんな手応え、感じていらっ

しゃいますか。 

○理事兼健康福祉政策課長（石本 淳君） 市

としましては、ぜひ派遣をいただきたいという

ところでございますけれども、県のほうに毎年

相談をしているところでございますが、県のほ

うに来られる人数自体も少なくなっているとい

うことでございまして、県内で割り振りを行う

中でですね、なかなか椎原診療所まで派遣をし

ていただける人数が、今のところないというふ

うにお答えをいただいておりまして、なかなか

厳しいというふうに感じているところでござい
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ます。 

○委員（大倉裕一君） そこでなんですけども、

現在、輪番制で４つの医療機関に補っていただ

いているような状況があるわけですけども、そ

の先生方を夜間までちょっと引っ張ってとかと

いう形は難しいんですかね。 

○理事兼健康福祉政策課長（石本 淳君） た

だいまの質問ですけれども、実際、それぞれの

医療機関で診療をしていただきながら椎原診療

所のほうにも赴いていただいているという部分

もございまして、今のところ、夜間まで来てい

ただくというところではなかなか厳しい状況が

ございまして、来ていただいている医療機関と

もですね、相談等はさせていただきながら、検

討はしていかないといけないとは思っておりま

すけれども、なかなか難しいというのが現状で

ございます。 

○委員長（成松由紀夫君） よろしいですか。 

○委員（大倉裕一君） はい。 

○委員長（成松由紀夫君） ほかにございませ

んか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（成松由紀夫君） なければ、以上で

質疑を終了します。 

 意見がありましたら、お願いします。ありま

せんか。 

○委員（大倉裕一君） 地域の方々からすると、

やはりドクターが地域にいらっしゃるというこ

とが一番の心のよりどころになるだろうという

ふうに思います。そういう点からすると、難し

い難しい、頼んでも無駄だ、成果が得られてい

ないということばかりではいけないというふう

に思います。何らかのやはりこう策を練って、

地域の方々を安全・安心というですね、思いに

していただくところが行政の役割でもあると思

いますので、その方向性をしっかり認識してい

ただいて取り組んでいただくようにお願いをし

ておきたいと思います。 

 以上です。 

○委員長（成松由紀夫君） ほかにございませ

んか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（成松由紀夫君） なければ、これよ

り採決いたします。 

 議案第１２８号・令和５年度八代市診療所特

別会計歳入歳出決算については、これを認定す

るに賛成の方の挙手を求めます。 

（賛成者 挙手） 

○委員長（成松由紀夫君） 挙手全員と認め、

本決算は認定することに決しました。 

 執行部は御退室ください。 

（執行部 退室） 

○委員長（成松由紀夫君） 以上で、付託され

ました案件の審査は全部終了いたしました。 

 お諮りいたします。 

 委員会報告書及び委員長報告の作成について

は、委員長に御一任願いたいと思いますが、こ

れに御異議ありませんか。 

（｢異議なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（成松由紀夫君） 御異議なしと認め、

そのように決しました。 

 小会いたします。 

（午後３時５５分 小会） 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

（午後４時０４分 本会） 

◎所管事務調査 

・教育に関する諸問題の調査 

・保健・福祉に関する諸問題の調査 

○委員長（成松由紀夫君） 本会に戻します。 

 次に、当委員会の所管事務調査２件を一括議

題とし、調査を進めます。 

 執行部より、教育に関する諸問題の調査に関

連して１件、発言の申出があっておりますので、

これを許します。 

                              

・教育に関する諸問題の調査 
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（（仮称）新南部学校給食センター施設整備に

ついて） 

○委員長（成松由紀夫君） それでは、（仮称）

新南部学校給食センター施設整備について、説

明を願います。 

○教育政策課長（松本 豊君） 教育政策課の

松本と申します。長時間お疲れではございます

が、もうしばらく私どものお話をお聞きいただ

ければと思います。では、着座して説明させて

いただきます。 

 それでは、私から、（仮称）新南部学校給食

センター施設整備について説明させていただき

ます。 

 このたびの９月定例会にて、新南部学校給食

センター施設整備に要する経費として３７億円

の継続費を設定し、議決いただきました。 

 現在、設計・施工の一括発注であるＤＢ方式

にて公募中であり、今後のスケジュールを含め、

今回の所管事務で説明させていただきます。 

 まず、資料を御覧ください。 

 ９月補正予算の概要を記載しております。 

 款９・教育費、項６・学校給食費、事業名、

（仮称）新南部学校給食センター施設整備事業

に総額３７億円、年割額は記載のとおりとなっ

ております。 

 ＤＢ事業の概要でございますが、大きく分け

て、施設整備業務と開業支援業務に分かれます。 

 施設整備業務は、測量等の事前調査や設計業

務、建設工事、調理設備等の調達でございます。 

 また、開業支援業務は、設備・備品の試運転

や調理員の研修業務、リハーサル支援となって

おります。 

 ＤＢ事業への参加資格要件ですが、建設企業、

設計企業、調理設備企業がグループを組成し、

応募していただきます。 

 代表企業となる建設企業は、施工実績の条件

はありますが、市内企業とし、２者または３者

でＪＶを組んでいただきます。 

 設計企業は、給食センターの設計実績がある

企業が親となり、市内の設計企業２者または３

者でＪＶを組んでいただきます。 

 調理設備企業はＰＦＩ方式またはＤＢ方式で

６０００食以上の給食センター設備実績がある

ことを条件とします。 

 また、そのほかにも、市内企業の雇用や地域

経済の振興に関し、具体的な提案をした事業者

には審査で加点評価をすることとし、下請企業

に多くの市内業者が参加いただけるように配慮

しております。 

 次のページを御覧ください。 

 事業者選定のスケジュールを載せております。 

 ９月の定例会の最終日１１日に議会の承認を

いただきましたので、同日ホームページにて募

集要項を公表し、１８日に説明会を開催したと

ころです。 

 今後は１２月２６日で受付を終了し、年明け

２月上旬に優先交渉権者を決定し、３月定例会

の当委員会にて契約締結の承認をいただく予定

としております。 

 優先交渉権者の選定方法につきましては、公

募型プロポーザル方式を採用し、応募者の提案

内容と提案価格に基づき、事業者選定委員会に

て審査を行います。選定委員会は公平性を期す

るため、委員構成は審査終了後に公表をいたし

ます。 

 今後のスケジュールですが、用地造成の予算

を１２月定例会に提案をしまして、令和７年度

から用地造成をしながら基本設計、実施設計を

行い、令和８年度末までに建設工事を終了しま

す。令和９年４月から開業に向けた準備を行い、

令和９年の２学期からの供用開始を目指します。 

 以上で説明を終わります。 

○委員長（成松由紀夫君） 本件について、何

か質疑、御意見等ございませんか。 

○委員（大倉裕一君） 設計企業のＪＶの親に

ついて、過去１０年で給食センターの設計実績
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があることというふうになっていますけども、

八代市内では非常に厳しいのかなと思いますの

で、熊本県内という形で何社あるんでしょうか。

もしくは九州管内、その辺りの情報があれば教

えていただければと思います。 

○委員長（成松由紀夫君） 過去１０年間の設

計実績があることの県内、県外、今どれぐらい

執行部は把握されていますか。 

○教育政策課主幹兼学校給食係長（中松大輔君） 

 今、うちで把握しているのが、まず、市内で

１者ございます。設計実績があるところがです

ね。県内ではですね、大変申し訳ございません、

そこの１者しか私の知る限りではちょっとない

です。 

○委員長（成松由紀夫君） 県内でも１者、市

内でも１者。 

○教育政策課主幹兼学校給食係長（中松大輔君） 

 はい。支店が八代市にあるという形になりま

すので。本店が熊本市内にありまして、支店が

八代市にあると。その支店もその実績として見

れるので。 

 以上です。 

○委員（大倉裕一君） 今の状況でいくと、そ

れだけで相手先が決まってしまうような形にな

るんじゃないかという部分を心配するんですけ

ど、随意契約みたいな形を、こういうふうに競

争性を確保するためにしてるけど、条件的に当

てはまるところが１か所しかなければというふ

うに思うんですけど、その点についてはどうい

う考えですか。 

○教育政策課長（松本 豊君） 今、大倉委員

御質問の部分は設計企業で間違いないですよね。

（委員大倉裕一君「うん」と呼ぶ）設計企業に

関しましては、親の部分は、まず市内の縛りが

ございませんので、まず、日本全国のところか

ら親となる設計業者を立てていただくと。実績

があるということでですね。 

 その下に１者、２者、八代市で設計業務を行

うところを一緒にしていただいて、ＪＶを組ん

でグループとして参加していただくというとこ

ろになっております。 

○委員長（成松由紀夫君） 建設企業の親が代

表企業ということを言っているんでしょう。そ

こをしっか説明せんと、大倉委員の言われてる

のは正論だと思うよ。組み方の話をちゃんとし

ないと。１者にならせんかいという心配が懸念

されるということを言われてるわけだから。 

○教育政策課長（松本 豊君） 応募グループ

でございますが、建設企業、設計企業、調理企

業、これが３つ集まって応募していただくとい

うことになります。その中でも代表企業は八代

市内の建設企業ということになりますが、この

代表企業になるところは、八代市内にもですね、

数社ございます。調理企業も当然数社ございま

すので、応募企業、応募グループによってはで

すね、それを踏まえれば、何個かのですね、グ

ループができるのではなかろうかと考えている

ところです。 

○委員長（成松由紀夫君） だから、要はそこ

を――。 

○委員（大倉裕一君） 設計企業の親会社が、

例えばぶら下がるわけですよね。建設企業が親

になったＪＶを組んでいただいて、それで設計

もそこに入った、ぶら下がり企業といいますか、

ＪＶで入札に入っていただくということなんだ

けど、その建設企業の中に、九州内に、九州か、

熊本県に一つの企業がグループとして、例えば

ＪＶの申請に３つ入るということでもいいんで

すか。それはいかんわけですよね。 

○委員長（成松由紀夫君） 整理して言うとね、

設計の親が今、八代市で１者、県内で１者とい

うことになると、設計の親が、じゃあ、そこと

組んだ人のところが自動的に決まって１者にな

るんじゃないの、競争性が働くのという話だか

ら、そこはグループなんでこうなんですよ、競

争性何者保たれますよ。いや、１者しかないと
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いう説明するからそうなるわけ。だから、八代

市、県内は１者しか把握しておりませんではな

くて、設計会社の親会社は県内、県外問わずに

何社ぐらいあるんですかということを話さない

と、１者随契になるでしょうという、さっき文

言になったじゃない。そういうふうに受け取ら

れますよっちゅう話。そこの説明。 

○委員（大倉裕一君） さすが詳しいな、委員

長。 

○委員長（成松由紀夫君） いや、そういう話

だもん。 

○教育政策課主幹兼学校給食係長（中松大輔君） 

 すみません、私の説明が大変申し訳ございま

せんでした。 

 一応ですね、設計企業につきましては、市内、

市外問わずですね、募集しておりまして、その

グループの中に入れるという形になります。 

 一応ですね、全国的に見ると、かなり多数の

実績があるところがありますので、たくさんの

ところが来る可能性があるということで、競争

性がそこで１者に限定されるとかいうのはござ

いません。 

○委員長（成松由紀夫君） よろしいですか。 

○委員（大倉裕一君） ありがとうございまし

た。 

 あと、その選定方法ですよね。公募型プロポ

ーザル方式ということですけども、やはりその

選定基準、――選考基準というんですか、項目

ごとに何ポイントとかという、それをやはり最

初からオープンにした状態で選考会に臨んでい

ただきたいというふうに思いますけど、そうい

うふうにしようと思っていますということでし

ょうか。 

○委員長（成松由紀夫君） 話せる範囲で。 

○教育政策課長（松本 豊君） 今の御回答に

なりますけれども、１１日に応募資料のほうを

ホームページのほうに載せておりますけれども、

その中に審査基準というのももう既にアップを

しております。価格点についてはこのような形、

あと、その以外のですね、審査点については何

点、審査項目も載せて公表しているところです。 

 以上です。 

○委員長（成松由紀夫君） ほかによろしいで

すか。ございませんか。 

○委員（増田一喜君） ちょっと何か話があれ

やけど、この建設企業の①親というところであ

ってもですね、ＪＶの代表、親、この条件のと

ころですよ。市内企業、過去１０年間で市内と

して書いてありますけど、今の説明は、親会社

になるのは全国と言ったけども、この条件では

親のところも市内と書いてあるから、市内１者

しかおらんという話だったから。 

○委員長（成松由紀夫君） 増田委員、そこ、

設計の話。一番左のは。 

○委員（増田一喜君） 建設の分。この設計の

ほうは１０年間でということで、市内と限定し

ないけど。 

○委員長（成松由紀夫君） 建設はですね。 

○委員（増田一喜君） さっきも言った建設の

ほうは、親は市内ってしよる。説明は、八代市

内だったら１者しかおりませんという話じゃな

かったかな。 

○委員長（成松由紀夫君） いや、それは設計

のほうです。 

○委員（増田一喜君） 建設企業ならどうなん

の。 

○委員長（成松由紀夫君） 建設企業は何社か

あるんです。 

○委員（増田一喜君） 親会社の。 

○教育政策課主幹兼学校給食係長（中松大輔君） 

 建設企業の親になる資格といたしまして、過

去１０年間でですね、公共施設の新築２０００

平米以上の施工実績があることとしております。

こちらについては、例えば八代市の本庁舎、あ

と、エコエイトで４者か５者程度あります。

（委員増田一喜君「３者ぐらいあるんでしょ」
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と呼ぶ）はい。 

○委員長（成松由紀夫君） 増田委員、よろし

いですか。 

○委員（増田一喜君） 分かりました。 

○委員長（成松由紀夫君） ほかにございませ

んか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（成松由紀夫君） なければ、以上で

（仮称）新南部学校給食センター施設整備につ

いてを終了いたします。 

 執行部は御退室ください。 

（執行部 退室） 

○委員長（成松由紀夫君） ちょっと小会しま

す。 

（午後４時１８分 小会） 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

（午後４時１９分 本会） 

○委員長（成松由紀夫君） 本会に戻します。 

 それでは、そのほか、当委員会の所管事務調

査について何かございませんか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（成松由紀夫君） なければ、以上で

本日の委員会の日程は全部終了いたしました。 

 これをもちまして、文教福祉委員会を散会い

たします。 

（午後４時２０分 閉会） 

 

八代市議会委員会条例第３０条第１項の規定に

より署名する。 

    令和６年１０月２２日 

文教福祉委員会 

委 員 長 
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